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序

南中島遺跡、鉾塚は松本市の東部、中山地区にあります。当地区には数多くの遺跡

が散在し、 これまでに中山古墳群、向畑遺跡、坪ノ内遺跡などについて、発掘調査の
めざましい成果が挙げられてきました。これらのほとんどは開発に伴 う記録保存とし

て行われたものですが、今回も県営ほ場整備事業に先立つ緊急発掘として実施 されま

した。

調査は、松本市が長野県松本地方事務所からの委託を受け、松本市教育委員会が調

査団を組織 して、昭和63年 10月 から12月 と平成元年 9月 から翌 2年 1月 の二次にわた

り行いました。結果は、南中島遺跡では縄文時代の集落跡が確認されおびただしぃ遺

物が出土しました。また鉾塚遺跡は中世の石積み墳墓としては松本平初めての調査に

なりました。これらはいずれも中山地区だけではなく松本の歴史研究に充分に役立つ

成果といえましょう。

記録保存のための緊急発掘調査は、私達の生活を豊にする開発事業と、それによっ

て失われる、かけがえのない文化遺産である遺跡の保護という矛盾する二つの課題の

兼ね合いとして選択される、ひとつの手段にすぎません。本書発行にあたり、その辺

の事情をお汲みいただき、且つまた文化財に対する理解を深めていただけるならこれ

に勝る幸いはないでありましょう。

最後になりましたが、厳寒のなかの発掘作業にお骨折 りいただいた参加者の皆様、

また調査実施にさいして多大な御理解、御協力を項いた中山土地改良区、地元関係者

の皆様に厚く御礼を申し上げます。

平成 3年 3月

松本市教育委員会 教育長 松 村 好 雄



例 言

1。 本書は昭和63年 H月 26日 から同年12月 24日 、平成元年9月 21日 から同 2年 1月 5日 にわたって実施さ

れた、長野県松本市中山5407番地付近に所在する南中島遺跡の第 1次・第 2次及び鉾塚の緊急発掘調

査報告書である。

2。 本調査は平成元年度県営ほ場整備事業に伴う発掘調査であり、松本市が長野県より委託を受け、松本

市教育委員会が実施した。

3.本書の執筆は第 1章第 1節 :事務局、第 2章第 1節 :太田守夫、第 5章第 1節 1～ 3、 第 2節 1:三

村竜一、第 5章第 1節 4、 第 2節 2、 第 6章 4:竹内靖長、第 5章第 4節 5第 4・ 5群 :寺内隆夫、

第 6・ 7節 :関沢聡、その他の項目を新谷和孝が行ない、一部久保田剛の協力を得た。

4。 本書の編集は事務局が行ない、滝沢智恵子の協力を得た。

5.本書の作製にあたっての作業分担は次のとおりである。

土器復元・拓影 :五十嵐周子、滝沢智恵子

遺物実測 :関沢聡、直井雅尚、伊丹早苗、今村克、三村竜
二、松尾明恵、久根下三枝子、横山真理、

新谷和孝

トレース :関沢聡、直井雅尚、竹内靖長、伊丹早苗、今村克、三村竜一、松尾明恵、石合英子、

開嶋八重子、久根下三枝子、横山真理、新谷和孝

図版作成 :関沢聡,竹内靖長、松尾明恵、赤羽包子、五十嵐周子、石合英子、新谷和孝

遺構写真 :三村竜一、新谷和孝

表作成 :関沢聡、竹内靖長、久保田剛、石合英子、内田和子、林和子、吉澤克彦、新谷和孝

6.遺物の写真撮影は宮嶋洋一氏による。                     l

7.出土遺物の整理にあたっては、神村透、小林康男、島田哲男、寺内隆夫、鳥羽嘉彦、望月映、森義直

の諸氏に多大な御教示、御協力をいただいた。

8.本書作製にあたって、次の方々の御協力を得た。

内澤紀代子、上條尚美、川窪命子、神沢ひとみ、小林由美子、滝沢直美、竹原久子、竹原学、

田中正治郎、町田庄司、三村康子、村山牧枝、望月佳代子、山下泰永

9.本書中での図の縮尺は、特に断りのあるものを除き、次のように統一した。

遺構図 :住居址Z、 土坑Z、 Z、 遺物 :土器実測図%、 土器拓影%、 土製品・石器・石製品は各項中

に示した。

10。 図中の記号は以下のとおりである。●土偶、■石器、▲石製品、だだだi焼土、悪:ボ炭化物

11.本書では、より多くの資料を図示するため、図の縦組、横組を併用した。

12。 土器実測図等のNo。は、各項ごとの通し番号の下に、遺物実測時のNo.を付した。ただし第205号住

居址の遺物については取り上げNo。 を付した。

13。 委託契約書、作業日誌等の事業経緯を示す書類は、調査結果の記載を重視したために本書より割愛し

たが、本調査に関する出土遺物及び図類とともに松本市教育委員会が保管している。
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第 1章 調査経過

第 1節 文書記録

昭和63年 9月 12日 埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教育委員会,
松本地方事務所、松本市教育委員会。

12月 22日 昭和64年度補助事業計画書提出。

平成元年 4月 3日 平成元年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金内定。
4月 3日 平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

5月 15日  平成元年度県営ほ場整備事業中山地区南中島遺跡埋蔵文化財包蔵地発掘調査委

託契約を結ぶ。

5月 24日 平成元年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。
7月 18日  平成元年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。
7月 25日 平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。
9月 11日  南中島遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知提出。

9月 11日  平成元年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。
9月 12日  平成 2年度埋蔵文化財保護協議を市役所及び現地にて実施。出席者は長野県教

育委員会、松本地方事務所、松本市教育委員会。

12月 22日 平成 2年度補助事業計画書提出。

平成 2年 1月 17日  南中島遺跡埋蔵文化財拾得届及び同保管証提出。

1月 25日 南中島遺跡埋蔵物の文化財認定。

4月 4日 平成 2年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金内定。
4月 4日 平成 2年度文化財保護事業補助金 (県費)内示。

6月 2日 平成 2年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付申請書提出。
7月 24日 平成 2年度国宝・重要文化財等保存整備費補助金 (国庫)交付決定通知。
8月 17日  平成 2年度文化財保護事業補助金 (県費)交付申請書提出。
10月 12日  平成 2年度文化財保護事業補助金 (県費)交付決定通知。
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第 2節 調査体制

昭和63年度 《第 1次調査 (含鉾塚)》

調 査 団 長 :中島俊彦 (松本市教育委員会教育長)

調査担当者 :神沢昌二郎 (松本市立考古博物館長)

現場責任者 :三村竜一 (社会教育課埋文担当)

調 査 員 :太田守夫

協 力 者 :赤羽章、赤羽包子、内村美保、海野洋子、神沢ひとみ、窪田美保、佐良家照代、滝沢

直美、竹内忍、土橋幸子、直井由加理、永沢周子、中島千矢子、中島三寿子、中島若子、中村
恵子、

波多野天、林和子、藤森寿々子、北條多寿子、町田庄司、松尾明恵、南山久子く見村芳子、宮島俊

行、百瀬一子、百瀬きゑ、百瀬邦子、百瀬千恵子、百瀬弘子、百瀬正美、百瀬良子、山
口順子、横

山保子

事 務 局 :浅輪幸市 (社会教育課長)、 田口勝 (文化係長)、 熊谷康治 (主査)、 直井雅尚 (主事)、

降旗英明 (主事)、 山岸清治 (事務員)、 三沢利子、佐々木仁美

平成元年度 《第 2次調査》

調 査 団 長 :松村好雄 (松本市教育委員会教育長)

調査担当者 :新谷和孝 (社会教育課埋文担当)

調 査 員 :太田守夫、三村肇

協 力 者 :青木修一郎、青木雅志、青柳洋子、赤羽貞人、浅輪敬二、石合英子、石合佐千子、石

川末四郎、伊藤智子、乾靖子、今村嘉子、遠藤ひろみ、大出六郎、太田千尋、大谷成嘉、大塚袈裟

六、開嶋八重子、川上春子、久根下三枝子、小池直人、小岩井美代子、輿定夫、小島茂富、兄
玉春

紀、小松正子、佐々木保二、下里忠靖、下里千代子、瀬川長広、袖山勝美、高瀬き
み子、高橋八重

子、瀧沢隆男、滝沢龍一、田口吉重、竹村初子、田多井うめ子、田多井亘、多田邦彦、塚原晴美、

鶴川登、寺島貞友、遠山明、中島新嗣、中蔦督朗、中島久江、中島三寿子、中島若子、中村
恵子、

中村文一、中村安雄、花村久子、林昭雄、林伊和夫、林和子、深井一雄、藤井源吾、藤井久子、藤

本嘉平、二木茂雄、降旗大太郎、洞沢高子、牧久雄、真々部まさ子、丸山麻子、丸山久司、丸山
恵

子、丸山誠、丸山よし子、三浦節子、三沢元太郎、村山正人、百瀬清子、百瀬清子、百瀬幸子、百

瀬千恵子、百瀬弘子、百瀬二三子、百瀬員知子、百瀬康人、百瀬靖代、百瀬弓里子、百瀬義友、百

瀬良子、森崎成城、矢島利保、山口順子、山本裕子、横川博子、横山小夜子、横山恒雄、横山保
子、

米山禎興

平成 2年度 《整理作業》

責 任 者 :新谷和孝

協 力 者 :赤羽包子、石合英子、五十嵐周子、内澤紀代子、内田和子、上條尚美、川窪命子、神
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沢ひとみ、久根下三枝子、滝沢直美、松尾明恵、三村康子、村山牧枝、望月佳代子、横山真理、吉

澤克彦

事 務 局 :浅輪幸市 (～Hl)/荒井寛 (H2～)(社会教育課長)、 田口勝 (課長補佐、H2～ )、
熊谷康治 (課係長)、 直井雅尚 (主事)、 降旗英明 (主事)、 関沢聡 (H2～)(主事)、 山岸清治 (～

Hl)(主事)、 赤羽美保 (～Hl)、 荒井由美 (H2～ )

第 3節 調査 日誌

《第1次調査 (含鉾塚)》

昭和63年11月 26日  重機による試掘開始。表土剥ぎを並行する (12月 2日 まで)。
12月 6日 遺構検出作業開始。
12月 7日 検出作業終了。遺構掘り下げ開始。測量用の座標設定。
12月 12日  鉾塚調査開始。現状の平面測量を行う (15日 まで)。
12月 16日  鉾塚、表面より石を除去する。
12月 20日 鉾塚、石積下層の調査開始。
12月 21日 第 1次調査掘り下げ及び測量完了。鉾塚掘り下げ終了。
12月 22日 鉾塚完掘状態平面図作製開始。
12月 24日 鉾塚調査終了。

《第 2次調査》

平成元年 9月 21日 後の調査区の東側から、重機による試掘開始。表土剥ぎを並行する。
9月 25日 機材搬入。テント設営。
9月 26日 検出作業開始。プレハブ設置。
10月 9日 重機による試掘及び表土剥ぎ終了。検出作業続行。
10月 18日  検出作業終了。住居址の掘り下げ開始。
10月 19日  測量用の座標設定作業開始 (24日 まで)。
10月 27日 測量開始。全体図作製より始め、以後掘り下げと並行する。
11月 8日 土坑の掘り下げ開始。見学 :中山史跡を愛する会
11月 22日 住居址の掘り下げ及び記録ほぼ終了。埋甕の調査を開始する。
12月 20日 方形柱穴列 1確認。写真測量・航空写真撮影準備開始。
12月 24日 大雪のため作業中止。26日 まで除雪作業を行う。
12月 28日 写真測量・航空写真撮影実施。測量の一部を残し、平成元年の作業を終了。

平成 2年 1月 5日 残りの測量を行い、すべての作業を終了する。

以後報告書作製に向け、整理作業を行う。
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第 遺跡の環境

第 1節 地形と地質

1。 位置と地形

調査地は、松本市中山南中島地籍の宮入川の右岸近くに位置している。標高740m、 埴原神社の

西方に広がる階段状の水田域で、向畑遺跡や坪ノ内遺跡よりも20mほ ど高 く、崖錐性の山麓傾斜地

(面)に載っている。周辺の地形については向畑遺跡 I(松本市文化財調査報告No.60,1988.3)に

述べたので、ここでは割愛するが、調査地は鉢伏山地西側の山麓傾斜地 (面)の中では最も傾斜度

が高い (6° )場所である。

2。 堆積層と遺跡

中山地区南部の山麓傾斜地 (面)をつくっている地層は石英閃緑岩の大・巨礫を基底礫層とし、

その上部に何度となく堆積を重ねた石英閃緑岩の風化砂・小・中・大礫を含んだローム質土壌から

なっている。堆積の営力は宮入川 (千石沢)の ような河流による扇状地性のものや、高所からの崖

錐性のものが考えられる。地形面の形成が早 く、更新世 (洪積世)の火山灰降下 (波田ローム)が

なった場所 (千石面)も あるが、その後の堆積で覆われたり、破壊された面、取り残された面もあ

る。特に中山地区南部にその傾向がみられる。

第 1次調査の調査地は比較的新しい面と考えられ、表土 (耕±20～ 25cm)の下は中礫の亜角礫と

風化砂の混じったローム質土壌である。このため遺跡の立地も遅れがちであったとみられる。

(太田守夫)

第 2次調査の調査地は千石面の延長上にあたる。遺構の載っている面は基盤の直径 3m以上の石

英閃緑岩を含む層の上にロームが堆積 し、各所に礫が露出している。地元の方の話では水田を作っ

た際などにも多量の礫が出土したとのことである。調査区の南側は宮入川に向かって落ちる谷状の

地形となり、黒色土が厚く堆積している。この部分には湧水があり、表土の除去を行なった際に埋

没した木材などが出土している。調査区東側の県道 (主要地方道松本塩尻線)か ら続 く斜面では、

重機による試掘を行なった際、宮入川に向かって落ちる谷を確認した。調査区の北側も小さな沢に

より削られており、調査した部分は宮入川と北側の沢に挟まれた小さな台地状の地形になっている。

2章
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第 2節 周辺遺跡

中山の遺跡については向畑遺跡 (松本市教育委員会1988年 )、 坪ノ内遺跡 (同 1990年 )、 弥生前遺

跡 (同 1991年刊行予定)の報告書等で考察されている。この地区では古くより多くの遺物の出土が

知られ、旧中山考古館を経て、現在は松本市立考古博物館にその多 くが収蔵されている。近年この

地区では様々な開発に伴う大規模な発掘調査が相次ぎ、次第にその様相が明らかになりつつある。

本稿では最近の発掘の成果を中心に、中山地区の縄文時代の遺跡について概観してみたい。

この地区に最初に人々の生活の痕跡がみられるのは、縄文時代早期前半の押型文土器の時期であ

るが、今回報告の南中島遺跡などいくつかの遺跡で、さらに時代が遡る可能性のある石器が発見さ

れており、今後が期待される。押型文土器は坪ノ内 e向畑 0深沢・南中島の各遺跡で出土 している

が、いずれも少量である。向畑遺跡の遺物の中に 1点、胎土に黒鉛を含む薄手の山形文土器があり、

樋沢式の段階に位置付けられるが、ほとんどは細久保式以降の資料である(1る この時期の遺構は前

述の各遺跡を合わせても数基の土坑が検出されている程度で生活の様相等の解明にはまだ資料不足

である。

早期末葉～前期初頭の遺物は坪ノ内・向畑・生妻・埴原北・南中島の各遺跡で出土している。押

型文の時期に比べると遺物量は急増するが、遺構は土坑が数基存在する程度である。坪ノ内遺跡で

は廃棄空間的な性格と推定される土器集中区より、在地及び東海系の土器が多く出土している。共

伴関係等は明確でないが、量的にはまとまった、この地域では良好な資料である。土器の様相は不

明な部分が多いが、在地の土器では所謂「縄文施文尖底土器」が主体である。新しいものは中越式

の直前に位置付けられるものもあり、増加した資料を今後さらに分析することにより、様相が明ら

かになっていくことが期待される。

前期前・中葉の遺物はこの地区では断片的な出土例があるが、資料は極めて少ない。前期後葉～

終末の段階になると坪ノ内遺跡で 2軒の住居が調査され、まとまった資料が得られている。地区全

体では弥生前・南中島・深沢で少量の遺物が出土しているが、全体の量はまだ多くない。近年松本

市入山辺の南方遺跡からもまとまった資料が出土しており、この地域では資料が増加しつつある。

中期初頭では向畑遺跡で 9軒の住居址が調査されている。ここでは集落のほぼ全体及び周辺が広

く調査されており、また縄文時代ではこの時期のみに集落が存在しているため、その様相を知る上

では良好な資料である。遺物も土器の好資料が出土しており、竹原学氏によって周辺遺跡の資料も

含めた考察が行われ侶xこ の地域における同期の土器群の様相が明らかになっている。 この他には

坪ノ内・南中島で少量の破片が出土している程度である。

中期中葉のものは、坪ノ内遺跡の土器集中区より多量の土器が出土している。この遺跡からは古

くより多量の遺物が出土していたが、1988年の発掘調査でその全容が明らかになった。この時期の

遺構は数基の土坑が検出されたのみであるが、土器集中区の遺物は中期中葉のほぼすべての段階の

-9-



資料が存在する。全体として比較的小形の土器が多いこと、勝坂式土器の区画内の充填や地文に縄

文を多用する資料が多くみられることなどが特色として指摘できる。詳細については報告書を参照

されたい。その他では弥生前遺跡で 2軒、今回の南中島で 3軒の住居址が調査された。 しかしいず

れも遺存状態は良 くなく、この地区では中期中葉の住居址や集落の構造を窺える資料は得られてい

ない。

中期後葉には地区内の各地に集落が営まれるようになる。調査例も多 く、様々な所見を得ている。

住居址は坪ノ内で 6軒、弥生前で22軒、深沢で 2軒、生妻で 2軒、南中島で17軒が調査されている。

時期をさらに細分すると古い段階 (中期後葉 I・ Ⅱ期)の ものは少なく、中期後葉Ⅲ期～終末の段

階のものが多い。坪ノ内遺跡では中期後葉の環状集落が全面ではないが検出され、その変遷の様子

が明らかになっている。南中島には古い段階の資料があり、弥生前では終末段階の良好な資料を得

た。全体を通 じて資料は充実 してきており、今後の分析により様相が明らかにされることが期待さ

れる。土器については多くの先学の指摘があるように、この時期には唐草文系の土器が主体を占め、

曽利系、加曽利 E系の土器がわずかに伴うようになるという松本平の下般的な様相を示 している。

これについてはさらに小さな集団ごと、あるいは時期による差が予想され、充実 してきた資料のさ

らなる分析が期待される。

後期では初頭～中葉の遺物が坪ノ内・弥生前で出土し、前・中葉の住居址が坪ノ内で17軒、弥生

前では3軒調査されている。坪ノ内では同期の環状集落がほぼ全面調査され、遺構の遺存状態は悪

いものの、その様相が明らかにされている。弥生前でも2軒の敷石住居など注目される資料が多い。

後期後葉から晩期の遺物は中山地区では、現在のところ発見されていない。各辺の地区でもこの

時期になると、遺跡は次第に標高の低い場所に移る傾向がみられ、同地区でも同様に人々の生活の

場が移っていったものと推定される。

以上時期別に概観 してみると、各期の様相は次第に明らかになってきているものの、まだ不充分

な点も多い。今後の研究により地域の特性、さらには集団の移動など中山地区の中での詳細な姿が

解明されていくものと思われる。

註 1 向畑遺跡の報文中 (「松本市向畑遺跡Ⅲ」松本市教育委員会1990年 3月 )に「格子目文土器」とされているものがあるが、後世のものである。
2 竹原学「付偏 松本平の縄文中期初頭土器」 (「松本市向畑遺跡Ⅱ」松本市教育委員会1989年 3月 )

―-10-
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第 南中島遺跡をめぐる研究史

第 1節 中山地区の考古学研究史

南中島遺跡のある松本中山地区には多 くの遺跡や古墳があり、過去に様々な調査や研究が行なわ

れている。それらは故小松昌之氏による集成(lx桐原健氏による資料紹介②などで詳細にまとめら

れており、また近年では宮下健司氏による資料の紹介oの 中に関連する遺物の記載がある。筆者 も

坪ノ内遺跡の報告では同遺跡をめぐる研究史をまとめた0。 本稿ではそれらをもとに新発見資料を

加え、中山地区の考古学研究史としてまとめてみたい。なお作成にあたっては、関沢聡氏より多大

な御教示を得た。

本稿では大正時代までを I期、昭和50年代までをⅡ期、それ以降をⅢ期とし、長野県内の他の地

域での研究動向と合わせてまとめてみたい。

I期

中山地区の考古学に関する最古の記録は元禄16(1703)年 の郷内の石橋に穴蔵 (古墳の横穴式石

室)の蓋石を使用した記録 (百瀬武正氏文書)で、文書としては長野県の考古学史上でも最古のも

のである。これをはじめとして18世紀の県内各地では、様々な文献に考古学の記事が散見するよう

になる。中山地区ではこの後、寛政年間 (1789～ 1800)に和泉八幡山古墳が発掘された記録がある

が、詳細は不明である。明治以前の考古学は科学的な意識の下で行なわれたものも一部にはあるが、

ほとんどは好事的性格によるものが多い。

明治時代となり近代政府が成立すると、各地を把握するため町村誌などが作 られるようになる。

明治11～ 15(1878～82)年 に作 られた『長野県町村誌』の中山村陵墓の項に古墳の記録がみられる。

「 2ケ 所。 1は本村字中山の峯、大小稜塚数ケ所あり。幅 5尺 5寸長さ 9尺余、上に大小石

を負せてあり。近頃矢の根、鼠瓶など掘り曲せり。塚の高さ 7尺、間口 5軒余、右何帝の時な

るや末詳、古来より唯御陵と云伝へり。 1は村の中央字棺護山に陵墓 5ケ 所あり。‐其形ち前に

同じ」。

この文より現在の棺護山古墳群の存在が既に知られていたこと、当時から古墳の遺物が掘り出さ

れていたことが窺われる。

この頃になると日本にも近代科学としての考古学が入っている。中央では東京人類学会が結成さ

れており、明治20年代には様々な研究者が各地を訪れ、調査等を行なった。中山へは明治25(1892)

年に鷹野秀雄氏が訪れ、埴原村尾池 (現松本市中山尾池)周辺で表面採集を行なっている。この記

録は翌年 4月 の『東京人類学会雑誌』固に報告され、そのうち4ページには遺物のスケッチと略地

図がある。この遺物は現在の坪ノ内遺跡からの出土品と推定される。また略地図 (第 3図 に所収 )

3章
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には、現在の鍬形原古墳群の付近に49基の古墳が図示されている。明治30(1897)年 には若林勝邦

氏が松本を訪れている。また小松昌之氏の調査によれば、この頃桜立古墳が発掘されているが、こ

の 2件については詳細は不明である。明治32(1899)年 には中山村で、「中山地区出土考古品展」

が開催されている。この時の詳しい記録は確認されていないが、村単位の考古資料展は当時として

は異例のもので、地区の出土遺物の豊富さとそれらに対する関心の高さを窺わせるものである。ま

たこの年には大野延太郎 (雲外)氏が松本周辺で調査を行なっている。この頃坪井正五郎氏 らの活

動により、各地に地方単位の人類学会が結成された。松本では明治33(1900)年 に東筑摩交詢会の

主催により、坪井氏が招かれ、人類学講義が行なわれた (8月 5日～19日 )。 それがきっかけとな

り10月 には松本人類学会が結成されている輸る この講義の際には、中山地区出土の遺物が展示され、

そのうち数点は翌年野中完一氏により『人類学雑誌』 に報告されている0。 また八木奨二郎氏の

『日本考古学』 (明治35(1902)年刊行)に は埴原村出土の土偶 2点が紹介されている。明治 39

(1906)年 9月 22日 には松本紀年館が開館し、中山地区の出土遺物が展示され、同43年 には銅駐坊

陳列館に中山出土遺物が寄贈された。このように明治後期には出土遺物が中央へ紹介されるなど重

要な出来事が続き、人々の考古学への関心が高まってきた。長野県内では各地で坪井氏の講演が行

なわれたほか、 W.ゴ ーランド、N.G.マ ンロー等による調査も行なわれている。また諏訪湖底の

曽根遺跡が発見され、それを巡る論争が始まったのも、この時期である。

大正時代に入ると地区内の各地で古墳の発掘調査が相次いで行なわれている。まず大正 3年には

松本市国府町の牧野某氏が地区内の古墳を発掘 している。詳しい記録は残されておらず、好事的な

ものであったと推定される。同年には小松昌之氏 らが中山郷土研究会を結成 している。大正 8

(1919)年 に刊行された『東筑摩郡誌』には、鍬形原、坪ノ内、柏木、仙石という中山地区の古墳

についての記載がある。これによると鍬形原では当時かなりの古墳破壊が進行していたことが窺わ

れ、仙石の古墳も発掘されたことが知られる。同11(1922)年 7月 には鳥居龍蔵氏が来村 し、「中

山の古墳について」という研究講演を行なった。同氏はこの頃『諏訪史』『上伊那の先史及原史』

などを始め、県内各地の調査を行なっている。これらの調査はその後の考古学研究に大きな影響を

与えており、また現在は失われてしまった資料の記録としても大変重要といえる。鳥居氏は松本平

にも何度か訪れてはいるが、規模的に他地域ほどの調査を行なっておらず、記録も『有史以前の跡

を尋ねて』(1925年刊)等に見られる程度である。しかし『諏訪史』の中には周辺地域出土の遺物

として、中山地区を始め、松本平のものがいくつか見られる。大正12年 (1923)年 には当時帝国大

学生の宮坂光次氏が鳥居氏の指導の下、向畑 (2号)古墳 (3月 25～ 26日 )、 蟹堀古墳 (同 26～ 27

日)を発掘している。この結果は『史前学雑誌』に報告されている力ヽ助、市内の発掘調査の記録が

中央の雑誌に報告された最初のものである。これに続いて地元の人による発掘が行なわれ、翌13年

には小松昌之氏らが西越古墳を、14年には小笠原庄二郎氏他が柏木古墳を発掘している。柏木古墳

については詳細な見取図が残されている。
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以上が大正時代以前の研究史である。全体を通 してみると資料の紹介や小規模な調査が行なわれ、

この地区の遺跡や遺物に学問的な位置付けが行なわれはじめている。しかしその反面、好事的性格

の調査も行なわれ、古墳の破壊などが進んでいる。

Ⅱ期

昭和に入ると引き続き、地区内で小規模な発掘が相次ぐ。昭和 5(1930)年 2月 14日付けの信濃

毎日新聞には石川武雄氏 (市立松本病院長)が坪ノ内遺跡で小発掘を行ない、縄文時代中期中葉の

ものと推定される完形土器を発掘した記事がある0。 同氏は各地を歩いており、他にも同年に地区

内沖田地籍で石錘を発見した記事などが散見される。しかしその調査は学術的なものとはいえず、

やはり好事的性格によるものである。

この頃には地区内出土の遺物が研究者により中央へ寄せられたり、好事家により持ち去られよう

とすることが多 くなる。また同時に開墾に伴う古墳の破壊などもあり、多くの遺物が出土した。し

かし前出の小松氏などの努力で、出土遺物を学校に寄贈するという傾向が広まった。それらが元と

なり、昭和 6年 6月 1日 、中山小学校内に考古館が設立され、遺物を保管・展示するようになる。

これは後に中山考古館に発展し、現在の松本市立考古博物館の前身的なものと位置付けられる。ま

た遺物の散逸を防ぐとともに、これを展示公開し、文化財に対する地域の意識を向上させたという

点からも高く評価すべきものである。

文献では『松本市史』 (昭和 8(1933)年刊)に中山古墳群の記載がある。また昭和10年 12月 に

は丸山益延氏が「古墳群か防塁か」を発表している00。 これは中山丘陵北尾根上の小墳群について

考察したものであるが、文中には現在の弘法山古墳についての記載があり、弘法山古墳が文献に現

われる最初のもので、当時の様子を知る貴重な資料である。同年10月 には弥生山 1号古墳が発掘さ

れているが、詳細な記録はなく、遺物のみが現存する。同12年には東筑摩郡教育会東部支会が考古

学講習を行なった。講師には当時帝国博物館の後藤守一氏を招き、北尾根の古墳 1基を発掘 した。

後藤氏は中山考古館を訪れ指導を行なっており、現在松本市立考古博物館にはこのとき氏の書いた

「考古」の額と、当時の芳名録が保管されている。またこの年の5月 には東京帝室博物館において、

土偶の特別展が行なわれ、その中に中山村出土のものが 1点見られるaD。 翌13年 には弥生山 2号古

墳が発掘されているが詳しい記録は存在しない。

昭和15(1940)年には中山古墳群が県史跡に指定されている。翌年刊行された『東筑摩郡郷土誌』

には「中山村と南安曇郡有明村付近は古墳の多いところである」との記載が見られる。翌16年には

向畑 8号墳が松本の某医師により発掘されたと伝えられるが、詳細は不明である⑫。以上が戦前の

動向である。古墳を中心に小規模な発掘が繰り返されているが、それらの資料はほとんど残ってい

ないので詳細は不明である。その一方では後藤氏の調査など、学問的な位置付けや考古館の設置と

いう重要な動きがあったことは見逃せない。

終戦とともにそれまでの皇国史観は捨て去られ、静岡県登呂遺跡を始め、各地で新 しい真の歴史
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を求めた発掘調査が行なわれる。県内では塩尻市平出遺跡の調査が行なわれており、後の地域考古

学研究に大きな影響を与えた。中山では昭和21(1946)年に連合軍総司令部国宝調査員ギャラガー

氏が来村したという記録がある。同23年には大場磐雄氏が中山考古館の遺物整理を行ない、この記

録は4年後に『中山考古館案内』としてまとめられ、所蔵遺物を体系的・学問的に位置付けている。

なお中山考古館の芳名録によって、同氏は戦時中の昭和19年 5月 にも訪れていることが知られる。

昭和30～ 40年代には、地区内で遺跡や古墳の発掘が相次いで行なわれる。昭和34(1959)年 には

開成中学校敷地造成工事のため、棺護山古墳群のうち2基が調査された。わずか2日間の発掘であ

るが、鉄剣 5日 と直刀など多数の遺物が出土した。正式報告はされていない。D。 遺物は松本市立考

古博物館に所蔵されている。同39年には推定牧監庁はoと深沢遺跡の発掘調査が行なわれた。翌40年

には坪ノ内遺跡で発掘調査が行なゎれたが、これについては別稿で詳しく触れている。9のでそちら

を参照されたい。この深沢、坪ノ内両遺跡の調査は中山地区で最初の縄文時代遺跡の学術調査であ

る。前者では地区内で初めて縄文時代中期後葉 2軒、平安時代 1軒の住居址を検出している。しか

しいずれも正式な報告は行なわれておらず、また調査面積が小さいため、遺跡の一端を明らかにし

た程度であった。調査以外では昭和32(1957)年に中山考古館が新築され、また同42年には中山古

墳群が松本市史跡に指定されている。こうした学術調査や史跡指定の動きとは対照的に、この頃さ

まざまな開発が盛んになり、それに伴う緊急調査が多くなってきた。昭和41(1966)年には開成中

学の校庭拡張に伴い中山36号墳が、翌42年には中山霊園造成に伴い中山17・ 39号墳が調査された。0。

この霊園造成部分は鍬形原古墳群の北側で、調査された2基は整備され、霊園内に残っているが正

式な報告はされていない。また過去の記録等によれば上述 2基以外にも多くの古墳やその残骸もあっ

たことが予想される。こうした動きのなかで昭和46(1971)年には、小松昌之氏を会長とする中山

地区史跡愛護会が結成されている。この頃発掘された遺物のほとんどは中山考古館に納められてい

る。しかし急増する資料に対する充分な分析は行なわれないまま過ぎている。昭和49年には中山丘

陵北端の弘法山古墳が発掘されたQη。この調査も当初は松商学園のグラウンド造成に伴う発掘であっ

たが、調査の後は国史跡に指定され、整備・保存されている。こうした調査が進む中、藤沢宗平氏

(昭和49(1974)年 )、 小松昌之氏 (同 53年 )、 小松虔氏 (同 54年)と、尽力された方々が相次いで

亡くなり、研究上大きな損失となった。そのような中で桐原健氏が中山の既掘古墳資料の集成と中

山考古館所蔵遺物の紹介を行なっているaD。 これにより本稿で述べてきた中山古墳群の全容が明ら

かになるとともに、学問的位置付けが確立した。

以上が昭和50年代までの研究史である。この時期には多くの調査が行なわれ、様々な資料が集積

している。しかし縄文時代の遺跡の様相は明らかにならないままである。

Ⅲ期

昭和50年代後半以降、松本平では長野自動車道の建設や大規模なほ場整備事業が行なわれるよう

になり、それに伴う発掘調査の件数や面積も急増した。それは中山地区も同様で、昭和60年代には
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大規模な調査が相次ぐ。以下はそれらの概要である。昭和62～63(1987～ 88)年、県道建設とほ場

整備事業にともない向畑遺跡が調査された。9。 ここではかつて宮坂光次氏が調査した向畑 2号墳の

周辺で、 7基の古墳を調査したのを始め、縄文時代中期初頭、古墳時代前・中期の集落、中世の墓

と推定される土坑墓群が検出された。昭和63年には、ほ場整備事業に伴う坪ノ内遺跡2o及び、本書

で報告する南中島遺跡第 1次調査と鉾塚の調査が行なわれている。坪ノ内遺跡では縄文時代中・後

期の集落のほぼ全面と、土器廃棄の空間と思われる土器集中区が調査されたことにより、その全容

が明らかになるとともに、過去の発掘などで出土した膨大な資料についての位置付けがなされた。

平成元 (1989)年 には南中島、弥生前、生妻 (21)の 3遺跡がほ場整備事業に伴い調査された。いず

れも縄文時代中期を中心とした集落で多くの資料を得ている。平成 2年には中山霊園の拡張に伴い、

鍬形原古墳群が調査され、新たに 6基の古墳を確認 した。これらの調査については現在整理作業が

進んでおり、多 くの資料を分析することによって、この地区の様相を一層明らかにできるものと期

待される。その反面急増する膨大な資料を消化し切れず、充分な分析に至っていないという現実 も

ある。

以上が中山地区における考古学の研究史である。多くの先学の業績に対 しての誤認や曲解も少な

くないと思われるが御寛容いただきたい。この地区の様相については近年の大規模調査により、詳

細が明らかにされつつあるが、まだ不明な点も多い。また膨大な資料の未消化という点については

坪ノ内、南中島両遺跡の調査担当者として、その責任を痛感している。今後過去の資料も含め、こ

の地域の様相解明を行ないたいと思う。

註 1 小松昌之1974『 中山考古館ならびにその周辺の主要課題』

2 桐原健1980「松本市中山の古墳・古墳群」『長野県考古学会誌』36

3 宮下健司1987「坪井正五郎の「人類学講義」と松本人類学会の創設」『長野県考古学会誌』53

4 新谷和孝「坪ノ内遺跡をめぐる研究史」『松本市坪ノ内遺跡』1990松本市教育委員会

5 鷹野秀雄1893「信濃東筑摩郡埴原村地方の古物遺跡」『東京人類学雑誌』85

6 註 3前掲論文及び、宮下健司1988「長野県の考古学史」『長野県史』考古資料編全 1巻 (4)

7 野中完-1901「瓶廼舎雑記 (第 3回 )」『東京人類学雑誌』184

8 宮坂光次1930「長野県東筑摩郡中山村古墳発掘報告 1.2」『史学前雑誌』2_1

9 信濃考古学会1930「記録帖一厚手式縄文土器発見」『信濃考古学会誌』 2_2、「石錘発見」同2_4に これらの新聞記事が引用されている。同誌 に

はこの他にも当時の県内関係記事が多数記録されている。

10 丸山益延1935「古墳群か防塁か」『信濃』 I-4_3

11 中部考古学会1937「帝室博物館土偶特別陳列」『中部考古学会彙報』2_4、 なお同誌2_3か ら掲載されている「東京帝室博物館 の蔵品」 は中部

地方出土の帝室博物館収蔵資料目録を同館年報より再録 したものであるが、中山地区のものでは以下の記載がある (資料番号は省略 )。 中山

村南埴原小字坪ノ内、石鏃 3点、砥石 1点、土器 7点、土偶 2点/南埴原、粘板岩製有孔石器 1点、磨製石鏃 1点、石鏃 9点/中山村内、磨

製石斧 1点

12 同古墳は1988年 に松本市教育委員会が発掘調査を行なった。松本市教育委員会1990『松本市向畑遺跡Ⅲ』

13 註 2前掲書に概要と遺物の紹介がある。

14 -志茂樹ほか1964「長野県松本市北埴原推定信濃牧監庁跡調査報告概報」『信濃』Ⅲ16_12

15 註 4前掲書

16 原嘉藤ほか1973「長野県松本市中山36号古墳調査報告」『信濃』Ⅲ25_4、 中山17039号墳については註 2前掲論文に概要と遺物の紹介がある。

17 松本市教育委員会1978『 弘法山古墳』

18 註 2前掲論文

19 松本市教育委員会1988『松本市向畑遺跡』、同1989『松本市向畑遺跡Ⅱ』及び註12前掲書

20 註 4前掲書

21 松本市教育委員会1991年刊行予定『松本市生妻遺跡』『松本市弥生前遺跡』
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第 2節 深沢遺跡の調査と南中島遺跡既出資料の紹介

深沢遺跡は南中島遺跡の南側、深沢川の対岸に位置する。中山地区の考古学研究史の項で述べた

ように、昭和40(1965)年 に小松虔・藤沢宗平氏等により小規模な発掘調査が行なわれたほか、耕

作時にも多量の遺物が出土 している。調査時の出土遺物は松本市立考古博物館に、耕作時出土のも

のは地主の百瀬有賀氏宅に保管されている。今回はこの調査の記録を再録するとともに、遺物の実

測 (一部再実測)を行ない、紹介したい。

深沢遺跡の調査は昭和39年 11月 28日から12月 2日 の 5日間に行なわれた。このときの正式な報告

書は刊行されていないが、『日本考古学年報』 18、『松本市公民館報』中山版 (昭和40年 1月 25日号)

に略報が、『東筑摩郡・松本市・塩尻市誌』第 2巻に遺構と遺物の報告があるので、それらの一部

を引用しておく (な お各報文中で住居址番号の違いや誤りがみられるため、引用にあたっては『東

筑摩郡・松本市・塩尻市誌』の図NQに合わせて統一し、また小松昌之氏の報文には住居址番号を加

えてある)。

『日本考古学年報』18「長野県松本市中山深沢遺跡」

調査概要 本遺跡は土地所有者の百瀬有賀氏が耕作中に石蓋をした埋甕を発見し、調査となった

ものである。調査は埋甕の周辺と、南にトレンチを設定 し調査の結果、縄文中期の住居址と、これ

にほぼ重複して土師式後期の住居址が重複して発見された。最初に発見された埋甕のある第 1号住

居址は、遺跡の北側を流れる、深沢川により半分位が削られており、耕作の都合により全体を調査

することはできなかった。この南 トレンチ内に発見された第 2号住居址にも、石の蓋をした加曾利

E式の埋甕があり、炉は石囲であり、囲の石が一部失われているがほぼ方形である。住居址は隅丸

の方形で、側壁は第 2号住居址と重複した部分がはっきりしない。第 3号住居址の上部に発見され

た、土師式の第 2号住居址は、東壁の北よりの隅近くに石組の竃があり、隅丸方形に近い住居址で

ある。遺物はあまり発見されなかった。 (小松虔)

『松本市公民館報』中山版 (昭和40年 1月 25日号)「古代住居址の発掘」

(前略)中山地区には、縄文、弥生、土師器の各時代を通じて、その遺物 (石器、土器等)カツト

常に沢山出土しているにもか わゝらず、その遺跡 (住居址)は今までにすつも見つかっていません

でした。ところが、南中島の百瀬有賀氏所有の畑を、昨年11月 28日 より5日 間にわたって、松本博

物館の小松虔氏及び同好有志者数名が発掘した結果、明瞭に竪穴住居址が三つあることがわかりま

した。これは耕土表面から50～ 60cmの ローム層 (赤土)にあったのです。

1。 大体 3m四角に深さ約50cmの 柱穴が四つあり、そのほ 中ゞ央に炉が一つ築かれている。南側に

壺が一つ埋められていた。この壺は、深さ約35cm、 口径約15cmの もので、食物貯蔵用かと思われ
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る。…縄文時代 (3号 )

2。 これと重なって、別に一つの住居址 (2号 )

3。 1。 の北東約 3mの所に一つ、これは川岸のため、欠け崩れていて大部分は不明 (1号 )。

(中山考古館長 小松昌之)

『東筑摩郡・松本市・塩尻市誌』第 2巻「縄文時代中期の住居址」

南中島深沢遺跡6244番地は、小松虔によって調査されたが、最初に石蓋をした埋甕を発見し、そ

の周辺を調査した結果、縄文中期の住居址と、これにほぼ重複して土師期の住居址が発見された。

最初に発見された埋甕のある第 1号住居址は、遺跡の北側を流れる深沢川のためその後半分くらい

削られており、さらに、同一 トレンチ内に発見された第 3号住居址にも石蓋のある埋甕があり、こ

の住居の炉は石囲いで、石の一部が失われていた。なお、この住居の平面プランは隅丸の方形であ

り、第 2号住居址と重複していた。しかしその内容もこれ以上明らかにはできなかった。

(藤沢宗平)

このときの調査の報告は以上 3篇のみである。藤沢氏の報告の図は小林康男氏より原図のコピー

をお借りし、再 トレースして収録した。詳細な記録等がないので、以下実測図より測定したデータ

を記しておく。第 1号住居址はプラン等不明、時期は中期後葉Ⅲ期。第 2号住居址は隅丸方形。カ

マドが検出された東側が奥壁と考えられる。推定規模は奥行 (東西)5。 Om、 幅 (南北)4.9m、 主

軸はN-75° 一Eである。時期は平安時代後期と推定される。第 3号住居址は隅丸方形で、入口側

(埋甕のある南側)がわずかに張り出す。推定規模は奥行 (南北)4。 7m、 幅 (東西)4.8m、 主軸

はN-15° 一Wである。主柱穴はPl～P4の 4本。炉は中央奥寄りで大形の石囲炉、時期は縄文時代

中期後葉Ⅲ期である。発掘及び耕作時に出土した遺物については充分な整理を行なえなかったので、

概要を紹介するにとどめる。土器は最も古いもので縄文時代早期の樋沢式の段階と推定される押型

文土器が数片ある。時代順に見ていくと早期末～前期初頭の胎土に多量の繊維を含むもの、それに

前期後葉～終末に位置付けられるもの、中期中葉の勝坂式の後半に属するものは各々少量ある。主

体となるのは中期後葉のものでほぼ全段階の資料がある。 I・ Ⅱ期のものは唐草文系の土器が主体

で把手などの破片が多いが、全体の量は少ない。 2軒の住居址が検出されたⅢ期の資料は非常に多

く、全遺物の大半を占める。唐草文系の大形の深鉢が主体で、わずかに加曽利 E系の土器が伴う。

Ⅳ期の資料は少ないが、やはり唐草文系土器が主体である。把手やバケツ状の吊手などの破片がみ

られる。後期の土器は前葉の堀之内式期と、中葉の加曽利 B式期の破片が少量存在する。またこ

の時期のものと推定される注目土器の破片も数点ある。石器では磨石類や打製石斧が非常に多く、

いずれも数千点に達すると思われる。打製石鏃も数百点あり、黒曜石製のものがほとんどである。

有茎鏃も少量あり、土器は確認できなかったが、後期後葉以降のものも存在したと思われる。石製

品では長さ30cm、 直径10cmの大形の石棒を始め、飾り玉類の資料が多くみられる。これらの遺物か

ら推定すると、縄文時代中期後葉を中心としたかなり大きな集落が存在したものと思われる。
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縄文時代以降のものでは古墳時代のものと思われる管玉や、灰釉陶器の皿、土師器の不など平安時

代後期の遺物が少量出土 している。第 5・ 6図 は今回実測または再実測した資料である。 1は第 3

号住居址の炉の上部より出土した深鉢、 2は第 1号住居址、 5は第 3号住居址の埋甕である。 2の

下端は埋設時に切断されている。 3・ 4、 6～ 10は今回実測した百瀬氏所蔵の遺物である。 6は小

形の壺で回縁に小さな片口がある。 7は重弧文をもつ口縁である。以上の縄文時代の遺物は、 1～

6が中期後葉Ⅲ期、 7は同 I期に位置付けられる。 8は灰釉陶器の皿、 9は輪花のある段皿である。

ともに美濃古窯の大原 2号窯式期の製品である。 9は須恵器の瓶類の底部であるが、時期は不明で

ある。

11～ 13は南中島遺跡の既出資料である。いずれも第 2次調査区西側の久保添地籍より出土 した。

11は中期後葉 I期、12は中期中葉勝坂Ⅲ～Ⅳ期、13は同勝坂Ⅳ期に位置付けられる。

14～ 18は坪ノ内遺跡の報告書に収録できなかった資料である。図中に記 した出土位置については

同報告を参照されたい。時期は14が中期中葉、15・ 16が同勝坂Ⅳ期、17は同Ⅱ期、18は後期前葉堀

之内 正式期である。
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第 調査

第 1節 調査の方法

1・ 2次調査とも、遺跡のある台地のほ場整備の対象となる部分で重機による試掘調査を行ない、

その結果をもとに調査範囲を決定した。調査面積は1次が1694ゴ、 2次が3113」である。なお 2次

調査直前に102次調査地東側で県道建設に伴う調査を行なっている。調査はまず重機によって全

体の表土を地山 (二次堆積ローム)の上面まで剥いだ後、遺構検出及び掘り下げを行なった。 2次

調査区の西側については、昭和20～30年代に人力による水田拡張工事が行なわれており、その際に

遺構が存在したと思われる深さまで破壊されていたため、調査を行なっていない。また東側は県道

のすぐ南まで各所に重機でトレンチを入れたが、遺構等は確認されなかった。遺構番号は検出時に

規模より住居址・土坑に大別し、全体図作製の際、いずれも1か ら順に番号を付けた。 2次調査で

は住居址はNQ 2か ら、土坑はNo41か ら付けている。 1次調査で当初住居址として扱ったもののうち、

掘り下げ中に住居址でないと判明したものは、竪穴あるいは土坑とした。 2次調査では同様の場合、

土坑あるいは集石と考えられるものも多かったが、整理時の混乱を避けるため、名称の変更は行な

わず、本書の各項中に性格等を記している。また切り合いを誤認したものや掘り下げ中、新たに確

認されたもの等の番号振り替えは行なっていない。このため時代の新しい住居の方が小さな番号を

もつという原則が適用されない場合もある。なお整理の段階では、現場で使用した番号で注記等の

作業を行なった。測量の方法は1次調査は調査区の南西隅、 2次調査では調査区の中央部に基点を

設定し、南北及び東西の方位に合わせて 3× 3mの方眼を組んで、調査区全体を覆い、これを基準

として調査を行なっている。測量は全体図 (1/200)を作製し、調査区全体の平面図 (1/20)を 作製

した。高さの基準については調査区全体の高低差が著しいため、数か所に基準点を設定し、標高測

量を行なった。遺構の掘り下げは住居址・竪穴状遺構・大形の土坑については十字に土層観察用の

ベルトを残して掘り下げ、記録した後完掘した。小形の土坑は半分割した後、土層を観察し、柱痕

が明瞭なものや特殊な遺物を伴うもの等は土層断面図を作製、他は覆土と断面形を記録した後完掘

した。遺物はある程度形の残るものについて位置を記録し、取り上げた。なお鉾塚の調査方法につ

いては鉾塚の項で後述する。最終的な全体図は
1/20の平面図を接合し作製した。等高線は調査時に

地表面のlm毎に標高を測定し、これをもとに作製した。

遺物整理の方法

住居址出土の土器はすべて接合を行ない、図示可能なものを抽出し、図化した。土坑の遺物は発

掘時の記録及び洗族時の判別により抽出し、接合以降の作業を行なった。土器の図化にあたっては、

手描きと写真実測を併用している。

4章
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報告書の作製と表記

住居址の図は原則として、主軸を天地とし、入口と推定される方向を下に向けて統一した。ただ

し各施設等から入回の方向を判別するのが不可能なものは、この限りではない。大きさのデータは

入口方向が明らかなものについては奥行を主軸長で、幅は主軸と直行する軸長の最大値で表し、はっ

きりしないものは長軸、短軸の長さを記している。住居址を切る遺構は位置を点線で示し、切られ

る遺構は図示していない。土坑は主要なものを抽出、図示した。一部のものは遺物のみの図示にと

どめた。他は一覧表を作製し、データを記載した。土器を埋設した施設は、住居址の入口部のもの

を埋甕、他を埋設土器とした。埋甕は住居の一施設との観点から、数え方を 1基、 2基とし、土器

そのものを示す場合は1個体、 2個体とした。土器は後述する基準により分類して、時期別・系統

別に配列し、図示した。住居址の遺物については、覆土中に混入した時期の異なるものを排除して

いる。住居址が切り合っている場合でく明らかに別の住居址からの混入と考えられるものは、本来

帰属すると思われる遺構の項に含めた。年代観については、土器の項を参照されたい。

第 2節 調査の概要

今回の調査で検出された遺構は以下のとおりである。

第 1次調査   住居址 1(平安時代)、 竪穴状遺構 4、 土坑34

鉾 塚 中世墳墓 ?1

第 2次調査   住居址30(縄文時代中期中葉 9、 同後葉21… ただし集石・竪穴などを含む)、

方形柱穴列 2以上、土坑

-28-
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の結

第 1節 第 1次調査

1。 住居址

第 1号住居址 (第11図)          「

1次調査区南東部に位置し、第 4号竪穴状遺構に切られる。重機による深い削平により平面形状

は不明だが規模は南北4。4mを測り、主軸方向はN-49° 一Wを指す。僅かに残る覆土は暗褐色土

が堆積する。堅くたたきじめられた二次堆積ロームの床面には礫が多量に混入し、ゆるやかな起伏

があった。ピットは20個検出されたが、主柱穴はなく性格は不明である。カマドは東壁中央に検出

された。破壊されているが構築材を思わせる河原石が残っていた。底面はあまり被熱していなかっ

た。

遺物はカマド付近の床面より土師器・灰釉陶器が少量出土している。これらの遺物から10世紀前

半に属すると考えられる。

2。 竪穴状遺構 (第12～ 13図 )

今回の調査では、一辺 3m以上の方形の竪穴で、住居址としての施設 (カ マド、柱穴、貯蔵穴等)

が確認できなかったものを竪穴状遺構とした。今回は4基検出された。

第 1号竪穴状遺構

本址は調査区中央に位置する。平面形状は南北4。 1×東西3。6mを測る隅丸方形を呈し、長軸方向

はN-18° ―Eを指す。上部を全体に削平されているが、遺存状態は良好である。壁はなだらかに

掘り込まれ、残存高は2～ 8 cmを測る。床は礫を含む二次堆積ロームで軟質で地形に合わせて僅か

に傾斜している。ピットは20基検出されたが、性格は不明である。

第 2号竪穴状遺構

調査区北東部に位置する。平面形状は南北 2。 9×東西 3.lmを測る隅丸方形を呈し、長軸方向は

N-71° ―Wを指す。壁は外傾して立ち上がり、残存高は8～ 17cmを測る。覆土下層～底面にかけ

て少量の炭化物及び多量の礫が含まれていた。底面は軟弱な二次堆積ロームで、地形とは逆に西か

ら東へ向かって、わずかに傾斜しており、小さな起伏が多くみられる。ピットの施設は検出されな

かった。遺物は覆土中より土師器の不の底部の破片が 1点出土しているが、小片のため時期は不明

である。

第 3号竪穴状遺構

調査区北東部に位置する。平面形状は南北2.5× 東西3。8mを測る不整長方形を呈し、長軸方向は

N-51° ―Wを指す。壁はなだらかに掘り込まれ、残存高は8～26cmを測る。床は軟弱な二次堆積

5章 調第
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ロームで起伏が著しく、地形に合わせて西へ向かって傾斜している。ピット等の施設は検出されな

かった。遺物は覆土中より内耳鍋の回縁部の小片が 1点出土している。本址の時期を決定できる資

料はない。

第 4号竪穴状遺構

調査区南東部に位置する。第 1号住居址を切り、第 4号土坑に北西の隅を切られる。平面形状は

南北3。 5×東西4。Omを測る不整方形を呈し、長軸方向はN-60° 一Wを指す。壁はなだらかに掘り

込まれ、残存高は8～ 30cmを測る。床は小礫を含む二次堆積ロームで軟弱である。全体に平坦で地

形に合わせて西へ向かって傾斜している。ピット等の施設は検出されていない。本址からは少量の

土器、陶器片が出土しているが、近世以降のものが多く、時期を決定できる資料はない。

3。 土坑

1次調査で確認された土坑は34基である。分布をみると北側中央に集中しており、東側の 1住付

近にもまとまってみられる。規模は長径で最大37～276cmである。便宜的に50cm単位で区分すると、

長径50cm以下 2、 50～ 99cm15、 100～ 149m10、 150cm以上 6と なる。平面形は楕円形のものが最も

多く13基、以下円形11、 隅丸方形 6、 その他 (不整形)4と なる。詳細については一覧表にデータ

を示したので参照されたい。ほとんどの土坑に出土遺物がなく、時期を決定できるものはない。

4。 第 1号住居址出土遺物 (第 18図 1～ 5)

2は土師器の不である。ロクロ調整で体部内面から口縁外部にミガキが施されている。 3は土師

器の椀の体部とみられる。体部はロクロナデ調整が施され、下端部には高台の貼付け痕が観察され

る。 5は土師器の羽釜である。内外面ナデ調整されており、口縁外面には指頭圧痕が観察される。

1は灰釉陶器の小瓶である。頸部から肩部にかけてしか残存していない。外面は全面施釉されてい

る。上記の組成から羽釜の存在が例外であるが、第 1号住居址の時期は10世紀前半代と考えられる。
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第 2節 鉾塚の調査

中山鉾塚田地籍の水田の間に『鉾塚』と呼ばれる4。 0× 4。 Om、 高さ50cmを測る方形の石積みがあ

り、信仰の対象となっていた。現状は中央最上部に東向きに石製の祠が祀られ、東方には私道に通

じる参道がのびていた。この塚の年代や性格は不明であったが、中山地区には多数の古墳が確認さ

れていることから、古墳である可能性も考えられていた。鉾塚が今回ほ場整備事業用地に含まれる

ことになり、緊急発掘調査を行なった。

1)調査

最初、明らかに最近持ちこまれたと思われる空き缶等のゴミと表面の礫を除去 し、本来の石積み

の状態を確認 した。その結果石積みの平面形は隅丸方形を呈するもので、周囲に50cm大 の礫を積み

上げ、その内部に拳大の礫を詰め込んでいると判明した。南側の積石は南下の水田と境の石垣を兼

ねており、そのまま東方へ長く続いていた。地元の人の話では、以前当地は南西に大きく傾斜をも

つ畑地で、鉾塚の石積みは現況よりもかなり南方へのびていたということで、開田の際に削りとっ

た南側の礫を使用して石垣を築いた様である。次に現況の平面・側面図を作成した後、南北方向に

土層観察用の畔を残 して石を外 し、掘り下げを行なった。表面を覆う直径 5～ 15cmの 礫は深さ30cm

ほどでなくなり、以下底面までは礫と暗褐色土を混合して詰め込んであった。底面は石英閃緑岩を

含んだ軟弱な二次堆積ロームで、大きな起伏があり、整地した様子は窺われなかった。また石積み

に直交する形で北側にトレンチを設定したが、周溝等の施設は検出されなかった。

2)遺物

遺物には土器・陶器・銭貨・鉄製品があるが、量的には少ない。

ア)土器  トレンチより縄文土器小片が出土している。

イ)陶器   (第 18図 6・ 7)

6は古瀬戸系陶器の四耳壺である。土石混合層中の底面から15cmほ どの地点に正位で埋設されて

いた。頸部より上はすべて失われており、意識的に打ち欠いた可能性がある。胴部上半部及び内面

底部に淡緑色の灰釉がかかっている。胴部は肩の張りがやや強い。肩部に付けられた耳部は、 2本

の小突線がほぼ対称に施されている。高台は細長く直立し、底部はヘラ削りの後にナデ調整されて

いる。内面には粘土紐輪積み成形痕が観察されるが、横方向の雑なナデによリー部消されている。

胴部外面下半部には赤彩が施されているが、塗ったというよりは縦方向にすりこんでいる。壺の内

部には骨片等の遺物は認められなかったものの、出土状態などから蔵骨器と推定される。時期的に

は、藤沢良祐氏の編年の古瀬戸前期様式 (13世紀代)に比定されるものと考えられる(1ぉ

7は鉄釉がかかった壺類である。釉調は光沢のある黒色および黄褐色を呈し、胎土は茶褐色で焼

成は良好である。底部は、ヘラ削りの後高台で中央付近に釉がかかっている。在地産とみられるが、

産地は不明である。近世以降の所産とみられる。
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0           1m

第17図  鉾塚平面図 (2)

第18図  第 1次調査・鉾塚出土遺物
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註 1 藤沢良祐氏の編年観による。「“古瀬戸"概説」『美濃陶磁器資料館報Ⅲ』1984年  土岐市美濃陶磁歴史館

ウ)金属製品 (第 19図 )

鉾塚地点から、鉄製品・貨幣が総計12点出土 している。

1は火打ち金具である。中央部が山形に突出し、両端では垂直に立ち上がっている。類似する資

料は吉田川西遺跡 (塩尻市)の近世遺構などから出土 している。

2～ 11は寛永通宝 (初鋳年1636年)である。このうち、 2は表面の錆が鉄錆で、他の貨幣の錆が

緑青である点と異なっている。また、11は裏面に「元」銘がみられる。鉾塚の現存していた石製塔

から、これらの寛永通宝は近世の信仰にかかわる遺物―例えば賽銭など―と考えられるものである。

このほかに、器種は不明であるが、茎部と考えられる鉄製品 1点が出土 している。

3)結果

鉾塚は今まで古墳ではないかと考えられていたが、石積みは古墳の石室ではなく、中世の墳墓で

あると判明した。松本平では中世以降の土坑墓の調査は松本市向畑遺跡等で実施されているが、墳

墓としては今回が最初の調査例となった。また古瀬戸系陶器の蔵骨器の出土は松本市和田衣外の四

耳壺に次いで 2例 目である。鉾塚の所属時期はこの四耳壺より13世紀代に位置付けられるが、礫層

中からも陶器の壺・寛永通宝・火打ち金具が出土しており、近世以降に於いても信仰の対象となっ

ていたのであろう。鉾塚の被葬者については、言い伝えもなく不明だが、地域の有力者が埋葬され

ていると思われる。

参考文献 松本市教育委員会1972『松本市和田衣外四耳壺出土報告書』
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第 1表 金 属 製 品 一 覧 表

第 2表 貨 幣 一 覧 表

NQ 図NQ 種   類
長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ

(cm)

重 さ

(g)
破 損 状 況 備 考

火打 ち金具 (1.9) (0。 4) 片側端部欠

不    明 (3.8) (0。 9) (0。 2) 片側欠 茎部 ?

NQ 図 M 名  称
直径

(cm)

重量

(9)
備 考 NQ 図NQ 名  称

直径

(cm)
重
０

備 考

寛 永 通 宝 寛 永 通 宝

2.40

2.28 2.24 裏面 に「元」銘

0 5cm
ffi1 3                        4

第19図 金属製品
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第 3節 第 2次調査

1.住居址

(1)縄文時代中期中葉の住居址

今回の調査では9軒検出されている。調査区の北東から東側に分布 している。各住居の項で後述

するように炉等の施設が遺存するものは少なく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられるものがほと

んどである。資料が少ないため集落の展開等は不明である。なお今回の第 2次調査区の西側、久保

添地籍では昭和40年代に道路の拡張を行なった際、同時期の土器が多数出土している。これらの土

器は現在松本市立考古博物館に保管されているが、完形に近い資料も多く、この付近にも同時期の

遺構が存在 したものと推定される。

① 第 2号住居址 (第20図 )

調査区の北東隅に位置する。南側の一部を第24号住居址に切 られ、西側は大きく削平されている。

プランは不整円形で、南西側が入口と推定される。主軸はN-24° 一 Eとなる。規模は奥行 (南西―

北東)推定 3。 9m、 幅 (北西―南東)3。8mである。覆土は自然堆積で微量の焼骨片を含み、北側に

は石英閃緑岩の礫を多量に混入する。床は地山の二次堆積ロームを固めているが、比較的軟弱であ

る。主軸上の中央やや奥寄りに埋設土器があり、その周辺で若干の焼土を確認したこと、土器に被

熱がみられることから、炉は埋甕炉であったと推定される。土器は胴部のみ埋設され、遺存状態は

良好であるが、風化が著しい。掘り方は奥壁方向へ延びている。柱穴は埋設土器を囲むように検出

されている。柱痕の明瞭なものもあるが、深さ等のバラツキがあり、本来の配置や構造は不明であ

る。遺物の量は多 く、中央部の床面直上から10cm程上のレベルより、12個体の土器が潰れた状態で

出土している。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂Ⅱ期と推定される。

② 第 5号住居址 (第21図)

調査区の北東に位置する。東側の覆土上層の一部を第23号住居址及び近世の暗渠に切 られる。プ

ランは不整楕円形で、入回は南西側と推測される。規模は奥行 (南西―北東)6。 7m、 幅 (北西―

南東)5.2mあ り、主軸はN-30° 一 Eである。覆土は土器と多量の石英閃緑岩の礫を含んでいる。

壁は比較的しっかりと掘り込まれており、遺存状態は良好であった。床は二次堆積ロームを固めて

おり、壁際は堅 くしまっている。中央部にはおよそ4× 3mの不整形をした凹みがある。炉は床面

の中央付近にわずかな焼土を認めたが、はっきりしない。柱穴は壁に沿って巡るように検出された

が、柱痕の明瞭なものはなく、構造等も不明である。

遺物は覆土中より多量の土器が出土している。大きく分けると、床面中央の掘り込み内からのも

のと覆土上層～床上約 5 cmか ら出土したものとになるが、両者間で接合した個体もあり、時期差は

認められない。全体量は整理箱 (54× 34× 20cm)で 8箱分にもなる。個体数では70個以上を数え、
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1個体がそのまま潰れた状態で出土したものも少なくない。ほとんどが深鉢であるが、大きさは多

様である。その他数片の押型文土器、第23号住居址からの混入と思われる中期後葉の土器が少量み

られる。土器以外では多量の石器、土偶の胴部 1点 (第 118図 2)が覆土中より出土している。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂Ⅳ期と推定される。

③ 第32号住居址 (第25図 )

調査区の北東部に位置する。上部を第 4号住居址に切られている6大半が調査区外へ延び、一部

を検出したのみである。床として捉えた西側がしっかりしていて、柱穴と思われる穴もあるため、

住居とした。規模・プランとも不明である。床は地山の二次堆積ロームを固めている。炉は確認さ

れなかった。遺物は多い。中期中葉のものの他、少量後葉の破片があった。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂Ⅱ期と推定される。

④ 第 9号住居址 (第22図)

調査区の中央やや東寄りに位置し、南側で第10号住居址を、また西側で第12号住居址を切る。長

軸4。 2m、 短軸3。8mの不整円形を呈する。全体に削平されており、遺存状態は良くない。床は地山

の二次堆積ロームを固めたもので、軟弱だった。柱穴は壁に近いところで検出されているが、柱痕

の明瞭なものもなく、構造等は不明である。遺物量は極めて少なく、他遺構からの混入も多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂Ⅳ～V期と推定される。なお住居址として扱っ

たが、炉の検出もなく、性格は竪穴もしくは大形の土坑と考えたい。

⑤ 第10号住居址 (第23図)

調査区の中央部に位置し、北側で第12号住居址を、東側で第11号住居址をわずかに切っている。

全体に削平されており、西側は床面以下まで破壊されていたため、柱穴の配置から不整円形のプラ

ンを推定した。規模は南北5.5m、 東西推定5。6mである。床は地山である二次堆積ロームを固めた

軟質なもので、地形に合わせて西側が低くなっている。柱穴は壁に沿って巡るものと推定されるが、

柱痕が明瞭にわかるものもなく、構造等は不明である。遺物量は少量で、他からの混入と推定され

るものが多くみられる。

本址の時期は出土遺物より、縄文中期中葉勝坂Ⅱ期と推定される。なお本址も住居址として扱っ

ているが、炉の検出がなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えたい。

⑥ 第11号住居址 (第24図 )

調査区の中央やや東寄りに位置する。西壁を第10号住居址に、東壁を第341・ 342号土坑に切られ

る。また全体に削平されているため遺存状態は良くない。規模は長軸4。 3m、 短軸3.7mで、不整円

形のプランを呈する。床は地山の二次堆積ロームで軟質だった。柱穴は東側に集中して検出された

が、柱痕は不明瞭で、いずれも浅く、構造等は不明である。遺物は少なく、他時期の混入がかなり

ある。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉と推定される。なお本址も住居址として扱ってい
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るが、炉の検出がなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられる。

⑦ 第 13号住居址 (第 25図 )

調査区の東端に位置する。規模は長軸5.5m、 短軸4。 2m、 プランは不整楕円形である。上部の削

平が激しく、遺存状態は良くない。床は地山の二次堆積ロームを固めているが、軟質である。また

地形に沿って西に傾斜している。施設はピットが 3個検出されたのみである。遺物の量は極めて少

なく、主体と思われる中期中葉のもの以外、他時期の混入も多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂 I期と推定される。なお住居址として扱った

が、炉の検出がなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられる。

③ 第 8号住居址 (第 26図 )

調査区の中央東側に位置する。規模は南北4.6m、 東西4。 6m、 プランは不整円形である。上部に

削平を受けているが、遺存状態は良好である。床は二次堆積ロニムを固めており、軟質である。炉

は検出されなかった。柱穴は東側を除いて検出されているが浅く、柱痕も明瞭でない。遺物の量は

極めて少なく、他時期の混入もみられる。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期中葉勝坂 I期と推定される。本址も住居址と扱ってい

るが、炉がなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられる。

⑨ 第 12号住居址 (第 27図 )

調査区の中央東寄りに位置する。東～南の大半は第 9010・ 11号住居址に切られている。南西部

は削平されており、遺存状態は良くない。プランは不整円形となり、規模は推定で南北 6。 6m、 東

西5.6mである。床は地山の二次堆積ロームを固めており、軟質である。炉は見つかっていない。

柱穴は多数検出されているが、浅く、柱痕の観察できたものもほとんどない。構造等は不明である。

遺物は微量で、早期から中期後半まで様々な時期のものが混在している。

本址の時期は切り合いより、縄文時代中期中葉以前と推定されるが、明確な時期は不明である。

なお本址もまた住居址として扱っているが、竪穴もしくは大形の土坑と考えたい。

(2)縄文時代中期後葉の住居址

今回の調査では21軒検出されている。調査区の北東辺に沿って15軒が弧状に分布し、他の 6軒 は

中央寄りに位置する。中央部の 6軒は後述するように、住居址というより、土坑または下層に竪穴

状の掘り込みをもつ集石と考えられ、この時期の集落は調査区中央部の広場とその北側に分布する

住居址群により構成されていたと考えられる。住居址の時期は、中期後葉の各段階のものがある。

① 第14号住居址 (第28029図)

調査区の北部に位置し、西側を第28号住居址に切られている。なお本址掘り下げ中に第28号住居

址を確認したので、遺物等は本址のものとして扱われているものが多い。規模は奥行 (南東―北西)

6.2m、 幅 (南西―北東)推定6.3mである。プランは不整円形で、入口を南東と推定した。主軸は
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N-10° ― Wである。覆土には多量の石英閃緑岩の大礫と少量の焼骨片が含まれる。壁は第28号住

居址と重複する部分を除いて、深くしっかりと掘り込まれている。床は地山である二次堆積ローム

を固めたもので、堅 くしまっている。全体に平坦だが、入口側がわずかに下がっている。奥壁近く

には炭化材や焼土が多量で、この部分には骨片も多くみられた。

炉は中央南東寄りに位置する。円形の石囲炉で、入口方向に開いて石を配置している。規模は奥

行 1。 Om、 幅0。 8mであり、石英閃緑岩を使用した炉石は被熱による風化が著 しい。掘り込みは浅く、

底部はあまり焼けていなかった。入口側には深い掘り込みがあるが、この中の土と炉内の覆土に差

異はなく、掘り込み部に焼土等もみられないことから、本址の炉に切られる古い遺構の可能性が高

い。柱穴は壁際を巡るように検出された。柱痕の明瞭なもの (P2・ P6・ P7・ PЮ・ PB・ P“ )は

東壁に沿って分布 している。これらが主柱穴と想定され、他は補助的な性格をもつものと推定され

る。遺物の量は非常に多いが、本址に直接伴うものは少量である。覆土上層から出土 した遺物には

中期後葉のものが多く、この時期の遺構が周辺に存在したものと思われる。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉 I期と推定される。

② 第29号住居址 (第 30・ 31図 )

調査区の中央北寄りに位置する。第18号住居址の掘り下げ時に存在が確認された。北側の一部を

第19号住居址に、南側の大半を第18号住居址に切 られている。全体のプランは不整円形と推定され

る。床は地山の二次堆積ロニムを固めているが、あまり堅 くない。特に東側は地山の礫が多い部分

に掘り込まれており、荒れている。炉は遺存していない。遺物の量は少なく、他遺構からの混入と

思われるものも多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉 I期と推定される。

③ 第16号住居址 (第 31図 )

調査区の北辺中央付近に位置する。周辺の住居址の掘り下げ時に存在が確認された。東側を第28

号、西側を第15号・第26号の各住居址に切られ、南側は削平により破壊され、北側は調査区外に延

びる。炉の残骸と床及び柱穴の一部が遺存するのみで、全体の規模等は不明である。覆土は暗褐色

土で、少量の炭化物を含む。床は地山の二次堆積ロームを固めており、平坦で堅 くしまっている。

炉は北側の端で検出された。西側を第26号住居址に切られているが、本来の形態は石囲炉と推定さ

れる。炉石は石英閃緑岩の板石で、西及び南側の一部にのみ遺存じ、被熱によって風化 している。

炉中央の掘り込みは20cm程度と浅く、底は良く焼けている。柱穴は壁に沿って巡るものと推定され

るが、柱痕等は認められない。遺物の量は多いが無文のものがほとんどで、切り合う他の住居から

の混入と思われるものも多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅱ期と推定される。

④ 第18号住居址 (第 32図 )

調査区の中央北寄りに位置し、第29号住居址を切っている。全体に削平されており、遺存状態は
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良くない。規模は南北4。 3m、 東西4.8mであり、不整円形のプランを呈する。覆土は暗褐色土で、

多量の礫を含む。床は二次堆積ロームを固めたもので堅いが、平坦ではなかった。遺物は多量に出

土しているが、他遺構からの混入が多い。唐草文系の土器が主体で、ほとんどが大形～中形の深鉢

である。

本址の時期は縄文時代中期後葉Ⅱ期と推定される。

⑤ 第26号住居l■ (第33図 )

調査区の中央北隅に位置する。南側で第15号住居址を切っており、北側のほとんどは調査区外に

延びる。当初は15住として掘り進めていたが、中途で本址を確認した。規模・平面形は不明である。

壁の遺存状況は良好である。床は二次堆積ロームを固めたもので、堅くしまっている。南側では周

溝を確認している。遺物量は少なく、唐草文系の土器が主体である。他に古墳時代のものと思われ

る土師器の破片が数点混入している。

本址の時期は縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

⑥ 第 3号住居址 (第 34・ 35図 )

調査区の北東隅に位置する。水田造成時の削平で西側の上部が壊されているが、遺存状態は極め

て良好である。プランは方形に近い円形で、規模は南北5。4m、 東西5.8mであった。入回は南側と

推定され、主軸はN-5°― Eである。覆土には多量の礫と少量の骨片が含まれ、特に南西部には

骨片の混入が多くみられた。壁はやや斜めに掘り込まれている。周溝が北側へ半円形に巡り、また

入回の東側に2.5m延びている。なお入口側の周溝外にはわずかな段がみられる。床は地山の二次

堆積ロームを固め、平坦で堅くしまっているが、入口側は荒れている。炉は奥行1。 3m、 幅1.4mの

大形の石囲炉で、廃絶時の破壊は行われていない。炉石は石英閃緑岩で被熱による風化が著しいも

のの、遺存状態は良好である。四方とも1枚の板石で、入口側には裏込めと思われる拳大の石がみ

られる。中央の掘り込みは深く、底は良く焼けている。柱穴はP3・ P6・ P9と PBの外側が主柱穴

で、柱痕が明瞭に観察された (PBは当初別の土坑と誤認して調査したために柱痕を観察できなかっ

た)。 また P5・ P16・ P15は床を壊した下から検出された。いずれも遺物を伴わないが、本址に切ら

れた古い時期のもの、あるいは本址の床下に設けられた何らかの施設の可能性がある。埋甕は入口

部に唐草文系の大形の深鉢 (第80図74)を正位で埋めている。埋設後の土圧によると推定される破

損が著しい。底部は壊されていない。掘り方は土器よりやや大きく掘られており、入口東側の周溝

を切っている。口縁は床面とほぼ同レベルであったと推定される。遺物の量は非常に多い。土器は

唐草文系が主体で、小形の深鉢が多い。入口側の周溝外の床面直上からは土偶の足が 1点 (第 119

図 1)、 P6の床面とほぼ同レベルからは器台 (第80図73)が出土している。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

⑦ 第15号住居址 (第 36・ 37図 )

調査区の中央北側に位置する。東側で第28号住居址を切り、第26号住居址に北側を切られる。遺
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存状態は極めて良好である。プランは方形に近い不整円形で、入回は北西と推定される。規模は奥

行 (北西―南東)推定 5。 Om、 幅 (北東―南西)4。 9m、 主軸はN-110° ― Eである。覆土には多量

の礫が含まれる。入口と奥の壁はしっかり掘り込まれているが、南側はゆるやかに立ち上がってい

る。南壁に沿って礫が列状に並んでおり、これは意識的に配されたものかもしれない。床は地山の

二次堆積ロームを固めており、堅くしまっている。全体に平坦だが、入口側はわずかに低 くなって

いる。炉は大形の石囲炉と推定されるが、炉石は抜き去られ遺存しない。中には唐草文系の大形の

深鉢 2個体分 (第81図79080)の 破片が敷かれており、表面には被熱がわずかに認められる。底部

に土器片を敷 くこのタイプの炉は、松本平では検出例の少ないものである。柱穴は配置か らP10

P5・ P9・ PЮ の 4本を主柱穴と推定するが、北側の 2本 (Pl・ P9)が柱痕を明瞭に観察できたの

に対し、南側の 2本は浅く、柱痕も明瞭ではなかった。埋甕は入口壁より約 lm内側にあり、胴部

下半を切断した加曽利 E系の深鉢を正位で埋設 している。土器の底部は掘 り方に接 し、口縁は床

よりわずかに上へ出ていた。土器の遺存状態は良好であった。また土器内は自然堆積により埋没 し

ている。遺物の量は非常に多い。土器は唐草文系と加曽利 E系が混在する。唐草文系は大形の深

鉢が多く、加曽利 E系のものには小形の深鉢がある。炉の手前にある、 P8の 中か らは、彫刻を施

した石皿 (第 118図156)が出土した。覆土上層から出土した土偶の足は第24号住居址の破片と接合

している (第 119図 3)。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

③ 第17号住居址 (第 38・ 39図)

調査区の中央北寄りに位置し、南側で第29号住居址をわずかに切る。後世の削平や撹乱による破

壊が著しく、検出時には埋甕が露出していた。プランは不整円形で、入回は南西側と推定される。

規模は奥行 (南西一北東)6。 8m、 幅 (北西―南東)6.5mで、主軸はN-58°一 Eである。覆土は

暗褐色土で、北東部には多量の土器が混入している。壁は削平され、遺存状態は極めて悪い。床は

地山の二次堆積ロームを固め、遺存状態の良好な部分は堅 くしまっている。炉は後世の撹乱により

破壊されたと思われ、遺存しない。床面に焼土等がみられないため、位置も不明であるが、 Pr付

近にあったと推定される。奥壁部には礫が集中し、この部分から深鉢 1個体 (第82図86)が 出土 し

ている。柱穴はPl・ P4° P8・ PMの西側が配置より主柱穴に想定されるが、全体の構造等ははっ

きりしない。埋甕は唐草文系の大形の深鉢の胴部が正位で埋設されている。掘り方は北西側は土器

ギリギリに、南西側は大きく延びている。下部は埋設時に壊され、また上部は削平されていて、わ

ずかに遺存するのみである。遺物量は少ない。唐草文系の土器が主体で、少量の無文土器が伴う。

本址の時期は縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

⑨ 第23号住居址 (第 40・ 41図 )

調査区の北東に位置する。西側で第 5号住居址をわずかに切り、北側を第27号住居址に切られる。

当初第27号住居址を未検出のまま掘り下げたが、中途で 2軒と判明した。プランはやや角張った不
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整楕円形で、入回は南側と推定される。規模は奥行3.7m、 幅4.6m、 主軸は N-12°― Eで ある。

覆土には少量の石英閃緑岩の礫と焼骨が含まれる。南半部の覆土中には集石状の礫の固まりがあり、

その下には少量の灰がみられた。また北東及び北西の壁際には地山中の大形の石英閃緑岩があるが、

住居を作った際に除去できずに残されたものと推定される。なお入口側の一部と奥壁に周溝が巡っ

ており、北東部では露出した石を避けて掘られていた。壁はじっかりと掘り込まれており、遺存状

態は良好である。床は地山の二次堆積ロームを固めたもので堅くしまっているが、わずかに荒れて

いる。全体に平坦であるが、入口側に少し傾斜 している。炉は大形の石囲炉で規模は奥行推定 1.1

m、 幅1。 Om、 深さ0。4mである。入口側の炉石は抜き取 られ、西側の半分も炉内に投入されていた

が、他の炉石は遺存していた。炉内には第27号住居址の埋甕が埋設されているが、炉石の抜去は堆

積の状態から、本址廃絶時に行われたと推定される。炉の石材はすべて石英閃緑岩であるが、入口

側のみ大きな棒状の石で、他の三方は板状の石を用いている。いずれも被熱による風化が著しいが、

遺存状態は良好である。底は非常に良く焼けている。柱穴は配置等からPl～ P4の 4本が主柱穴 と

推定される。遺物の量は多く、炉の手前部分の礫の固まりの下からは中形の深鉢 1個体 (第83図89)

が潰れて出土した。土器は唐草文系が主体となり、加曽利 E系の深鉢の破片がある。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

① 第31号住居址 (第42図 )

調査区の北東に位置する。当初は第14号住居址に隣接する大形の土坑として調査したが、第 4号

住居址を掘り下げ中、さらに北へ延びることが確認され、住居址として扱うことにした。西側で第

14号住居址の上部を壊し、遺存部分の上面をほとんどを第 4号住居址に切られる。プランは不整円

形になるものと推定される。壁は遺存部分が少ないが、比較的しっかり掘り込まれている。床は地

山の二次堆積ロームを固めたもので、堅くしまっている。遺物の量は少なく、器形を復元できるも

のはない。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

O 第 4号住居址 (第 43・ 44図 )

調査区の北東に位置する。水田造成時に床面近 くまで削平され、検出時には埋甕が露出していた。

また掘り下げの際、最終的に床とした面の上部で水田造成時のものらしい固くしまった面を床と誤

認し、複数の住居址として調査した。しかし各々に帰属する遺物の時期差がなく、接合するものも

多いので、最終的に 1件の住居址として扱っている。西側で第14号住居址の一部と、第31号住居址

の大半を切る。プランは不整円形で、南側が入口と推定される。規模は推定で奥行4.6m、 幅4.7m

であった。壁は遺存しないが、東側に周溝が巡る。床は地山の二次堆積ロームを固めており、遺存

部は堅くしまっている。炉は中央やや東寄りに位置する。地山中の 2つ の大きな石英閃緑岩の間を

掘り、その岩を炉石として利用した特異なもので、両側に炉石および抜石痕は認められない。炉東

の床面には焼土があった。掘り込みの中には多量の礫が投入されており、底は良 く焼けている。埋
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甕は唐草文系の大形の深鉢の上半を正位で埋設している。土器 (第86図95)の下半分は埋設時に切

断されている。口縁をわずかに欠くが、遺存状態は良好である。土器内は自然堆積により埋没して

いる。遺物の量は少ない。土器は唐草文系が主体で、大形の深鉢の破片が多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。なお上で述べたような経緯に

より、 1軒の住居址としたが、炉・埋甕・周溝等の位置に不自然な点があるため、プランや建て替

えの可能性等に再検討を要する。

⑫ 第24号住居址 (第45・ 46図 )

調査区の北東に位置する。覆土の上層を第97号・第100～ 103号土坑に壊され、また北側では第 2

号住居址をわずかに切る。プランは不整円形で、入口と想定される南西側が少 し張 り出している。

規模は奥行 (北東―南西)6。 3m、 幅 (北西一南東)5。 6m、 主軸はN-30° ― Eで ある。覆土には

南半分を中心にして、多量の石英閃緑岩の礫と少量の焼骨片が含まれる。南側の一部を除き、周溝

が巡っている。このうち奥と北西側の周溝は二重になっており、内側のものは貼床の下から検出さ

れている。床は二次堆積ロームを固めたもので、堅くしまっている。全体に平坦であるが、入口側

がわずかに低 く、この部分はやや荒れている。壁はしっかりと掘り込まれており、遺存状態は良好

である。炉は石囲炉で、規模は奥行 1。 2m、 幅1。 Om、 深さ0.5mと 大形である。炉石はいずれも大形

の石英閃緑岩の板石で、廃絶時の抜去は行なわれていない。被熱による風化が著しいが、遺存状態

は良好である。入口側の石のみ上面が平らなものを用いている。底は非常に良く焼けている。炉内

には多量の礫と壺形土器 (第84図99)が入っていた。埋甕は入口部から3基検出された。埋甕 1は

曽利系の深鉢の上半部 (第84図96)を正位で埋設している。土器は1/3ほ ど欠損 しているが、遺存状

態は良い。上端は床面とほぼ同レベルである。埋甕 2は唐草文系の大形の深鉢 (第84図97)を逆位

に埋設 している。土器は底及び胴部下半が切断され、上端は床より10cm近 く上に露出していた。土

器の中には唐草文系の小形深鉢 (第84図 98)と 、他にもう 1個体の唐草文系土器の破片 (第 100

図242)が中心部上層に入れられている。いずれも正位であった。さらに土器内下層にはミニチュ

ア土器 1点 (第 120図 11)も 入れられていた。土器内部の土層の観察が充分行なえなかったため確

実ではないが、いずれも意識的に埋設されものである可能性が強い。この埋甕 2の掘り方は入口部

の周溝に切られていた。埋甕 3は唐草文系の大形深鉢を正位で埋設したものである。土器は回縁部

を欠 くものの、他の部分はほぼ完存 している。これも埋甕 2と 同様床上に10cm近 く露出していた。

土器の中は自然堆積で、上面に石英閃緑岩の大礫が入っていた。

各施設の状況から本址は 1回以上の建て替えによる拡張が行なわれていることが推定される。柱

穴の多くから柱痕が明瞭に観察されており、当初の主柱穴にはPl・ P3・ P9の 内側とP.の 4本を

使用していることが窺える。その奥壁は外側の周溝付近でプランは五角形に近く、埋甕 1及び 2を

伴う。最終段階ではPl・ P3・ P9の外側とP2を主柱穴に使用し、プランも北側へ拡張されており、

周溝もそれに伴って外側へ移された。旧段階の周溝とP.の上には貼床が認められており、その裏
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付けとなろう。入口部の周溝も拡張後のものであり、この段階には埋甕 3が伴う。周溝の切れた部

分が入口と推定される。この時の主軸は建て替え前より東へ15° ほど振っている。 さらに埋甕の出

土状況から考えてみると、 1の廃絶後に 2及び 3の上端レベルまで土が盛られ、入口部の床が少 し

高くなっていたかもしれない。その場合には埋甕 1は 2よ りも古いものとなり、旧段階において、

小規模な拡張が行なわれたとも考えられる。なお埋甕と周溝の同時性も配置から想定したもので確

証はなく、さらなる検討を要するものである。

遺物の量は多い。土器は唐草文系が主体で、大形の深鉢の破片が多 く、 これに加曽利 E系の小

形深鉢の破片が少量伴う。覆土上層部から出土した大形土偶の足は、第15号住居址出土の破片と接

合した (第 119図 3)。

出土遺物より本址の時期は、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

O 第27号住居址 (第 47・ 48図 )

調査区の北東に位置する。中央部上面を第163号土坑に切 られ、南側で第23号住居址を切る。当

初北側のプランを検出できず、土坑群と誤認していたが、これらと第27号住居址を掘り下げ中に本

址の存在を確認 した。このため第23号住居址と重複する部分の遺物は同址のものとして取り上げて

いる。全体のプランは東西に長い楕円形と推定されるが、埋甕の位置から入口部 (南側と推定)が

わずかに張り出す可能性がある。規模は奥行推定5。Om程度、幅6.2mで、主軸はN下8°一 Eである。

覆土には少量の石英閃緑岩と焼骨片が含まれる。北壁の中央には地山中の巨大な石英閃緑岩が露出

しており、この部分の壁際は岩を避けて周溝が掘られれいる。床は地山の二次堆積ロームを固めて

おり、堅くしまっている。全体に平坦で遺存状態は良好であるが、地形に合わせて東側がやや高く

なっている。第23号住居址の床のレベルと比較すると、本址の方が 5 cmほ ど高く、入口部は同址を

埋めて床を作ったと推定されるが、貼床等は認められなかった。なお埋甕の蓋石上面と本址中央付

近の高さがほぼ同じであることから、入口部の床は奥部よりわずかに低くなっていたと推定される。

壁の掘り込みはしっかりしているが、東側はややゆるやかに立ち上がっている。炉は大形の石囲炉

で、規模は奥行推定0。 9m、 幅1。 Omである。廃絶時に奥の炉石が抜き去られているが、他の三方は

そのまま遺存している。石材はいずれも石英閃緑岩の板石で、被熱による風化が著しいものの遺存

状態は良好である。底は非常に良く焼けている。柱穴はP3・ P4・ P7・ P8の 4本を主柱穴と想定

する。埋甕は前述のように第23号住居址の炉の中に埋設されていた。炉の中心か らは外れており、

西側の炉石に沿わせるようになっている。深鉢 (第86図111)の 回縁に、もう 1個体の口縁～胴部

上半 (第86図110)を 同径の部分で切断の後、重ねて埋設されている。土器はいずれも加曽利 E系

である。石英閃緑岩の板石で蓋をしているが、土圧により蓋石は傾き、下の土器の回縁が破損して

いる。なお下の深鉢は底を抜いて、その下に別の土器の破片を当てて塞いでいた。土器の内部は自

然堆積により埋没している。遺物の量は少ない。唐草文系の土器が主体で、加曽利 E系 と思われ

る縄文を多用した破片がわずかに伴う。また炉西側の床面直上には切断された加曽利 E系の深鉢
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の上部 (第 86図112)が伏せるように置かれていた。          、

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。なお本址と第23号住居址
の時

期差は少なく、主軸方向もわずかにずれている程度である。古い住居の炉の中に新 しい住居の埋甕

が埋設されるような重複関係は特異であり、何か特別な意識をもったものかもしれない。

O 第25号住居址 (第49図 )

調査区の北東に位置する。上部の削平が著しく、検出時には床の一部が露出していた。このため

当初は複数の土坑と捉えて掘り下げたが、炉及び埋甕を確認 し、住居址と判明した。そこで調査区

の拡張を行ない、全体を再検出した。プランはやや角張った不整円形で、規模は南北4.4m、 東西

4。 Omである。入回は南側と推定され、主軸はN-10° 一 Eを指す。床は地山の二次堆積ロームを

固めており、堅くしまっているが、全体にやや荒れ気味である。ほぼ平坦だが、地形に合わせて西

側にわずか傾斜している。壁の遺存状態は、削平のため極めて不良である
g炉 は石囲炉でもとは奥

行0.8m、 幅 0。7m程度の規模であったと推定される。炉石は西側のもの以外廃絶時に抜き去 られ、

炉内に投入されている。いずれも石英閃緑岩の板石で、被熱によりわずかに風化している。底は良

く焼けていた。ピットは10個検出され、柱穴はP2・ P3・ P9・ P8の 4本が主柱穴 と想定される。

なお炉の奥にある PЮ は 3段に掘り込まれた特異なもので、その位置から立石等何 らかの特殊な施

設に伴うものである可能性もある。入回の埋甕は唐草文系の小形の深鉢 (第 86図 107)を正位に埋

設している。掘り方の下端は地山中の石英閃緑岩にあたり、この上に置かれる形になっている。土

器は口縁を欠いているが、上端部は床とほぼ同レ
ベルであった。底は壊されていない。内部には土

が詰まっており、その中層には多量の礫と別の土器の破片が入っている。遺物の量は少なく、唐草

文系の土器が主体となる。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

⑮ 第28号住居址 (第50図 )

調査区の北東部に位置する。第14015・ 16号住居址を切る。14住を掘り下げ中に炉を検出し、そ

の存在を確認したため、遺物は14住出土のものとして上がっている。整理作業の段階で復元 した。

プランは不整円形で、入回は南側、主軸は N-11° 一 Eと なる。規模は奥行 (南北)5。 9m、 幅

(東西)推定 6。Omで ある。覆土は多量の石英閃緑岩の礫と少量の焼骨を含む。また石は一部で集石

状になっており、覆土内配石の可能性もある。壁は北側と南側の一部を確認したのみである。床は

地山の二次堆積ロームを固めており、堅いが残りは良くない。炉は1.0× 0。9mの 大形の石囲炉で、

石英閃緑岩を使用した炉石は被熱のため風化している。内部は良く焼けている。廃絶時に一部
の石

が崩され、炉の中にも石が投入されている。柱穴は壁に沿って並び、柱痕の観察できたものも
いく

つかあった。炉の周辺に主柱穴をもたず、壁沿いに並ぶタイプのものと思われる。遺物は多量に出

土した。しかし本址が切っている住居址からの混入品がほとんどで、中でも14住 に帰属するも
のが

多い。また後葉Ⅳ期の資料に良好なものが多くある。
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本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

① 第 6号住居址 (第51図 )

調査区の北側に位置する。第299号土坑に東壁の一部を切られ、また覆土上層を近世の暗渠に壊

されている。プランは楕円形で、規模は長軸 (南東―北西)6.5m、 短軸 (南西一北東)4。 8mで あ

る。上部を削平されているため、覆土は浅い。壁はじっかりと掘り込まれているが、これも削平に

より遺存状態は不良である。地山の二次堆積ロームを固めた床は軟質であった。ピットは10個検出

されたが、いずれも浅く、柱痕の明瞭なものもない。構造等も不明である。遺物量は非常に少ない。

中期後葉のものが主体となるが、時期の異なるものの混入も多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅱ期と推定される。なお住居址として扱ったが、

炉などの施設もなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられる。

0 第 7号住居址 (第52図)

調査区の中央やや北東寄りに位置し、北壁・東壁の一部をそれぞれ第252・ 256号土坑に切 られて

いる。プランは不整円形で、規模は南北 5。 lm、 東西5。Omである。削平により残りは良 くなく、壁

の遺存状態も全体に不良であった。柱穴は壁に沿って巡るものと推定されるが、いずれも浅 く柱痕

も不明瞭で、構造等は明らかでない。遺物量は少なく、中期後葉のものの他若干の混入品がみられ

る。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅱ期と推定される。なお住居址として扱ったが、

本址も第 6号住居址と同様、炉などの施設もなく、竪穴もしくは大形の土坑と考えられる。

① 第22号住居址 (第53054図 )

調査区の中央部に位置し、東側の約 %を第21号住居址に切られる。プランは不整楕円形で、長軸

7.8m、 短軸 5。3mの規模をもつ。覆土には石英閃緑岩の大礫を多量に含む。下層の掘 り込みは浅い

が、しっかりしている。床は二次堆積ロームに掘り込まれていた。固めた痕跡は認められないが、

全体に平坦で一部には地山中の礫が露出している。柱穴は壁に沿うように見つかっているが、いず

れも浅く、柱痕もはっきりしない。遺物は覆土中から多量の土器が出土している。本址に伴うと推

定されるものの他、混入と考えられるものも少なくない。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉 I―Ⅱ期と推定される。なお本址も住居址として

扱っているが、炉の発見はなく、性格は下層に竪穴状の掘り込みを有する集石と考えられる。

① 第20号住居址 (第 56・ 57図 )

調査区の中央やや北寄りに位置する。プランは楕円形に近く、規模は長軸5.2m、 短軸4.3mで あっ

た。掘り込みは浅いが、しっかりしている。覆土は石英閃緑岩の大礫が多量に含まれる。床は地山

の二次堆積ロームに掘り込まれ、一部には礫が露出している。固めた痕跡は認められない。柱穴は

壁に沿うように検出されているが浅く、柱痕を観察できたものも少ない。覆土中から少量の遺物が

出土 しているが、時期の異なるものも多い。
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本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。なお住居址として扱っている

が、炉の発見はなく、本址も性格は下層に竪穴状の掘り込みを有する集石と考えたい。

④ 第21号住居址 (第54055図 )

調査区の中央部に位置し,東側で第22号住居址を切る。また第267号土坑には壁の一部を切 られて

いる。プランは不整円形で、規模は南北6。 Om、 東西6.lmで あるё覆土には多量の石英閃緑岩の大

礫を含む。床は地山である二次堆積ロームに掘り込まれている。固めた痕跡はみられないが、全体

に平坦で、地形に合わせて西側がわずかに低 くなっている。一部には地山中の礫が露出している。

柱穴は壁に沿って巡るように検出されたが浅 く、柱痕の明瞭なものもない。遺物は覆土中より多量

の土器が出土 しているが、混入と思われるものも多い。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。なお本址も住居址として扱っ

ているが、炉の発見はなく、性格は下層に竪穴状の掘り込みを有する集石と考えられる。

O 第 19号住居址 (第58図 )

調査区の中央やや北寄りに位置し、第 1号建物址の南西隅のピット上面を切っている。上部を削

平されており、遺存状態は良くない。プランは丸みのある不整方形をしており、規模は長軸 5。 Om、

短軸4.2mで ある。覆土は石英閃緑岩の大礫を多量に含んでいる。床は地山の二次堆積ロームに掘

り込んであり、固めた痕跡はみられない。床面の一部には石英閃緑岩が露出している。炉はなかっ

た。他にはピットが 1個検出されているが、柱痕は認められなかった。遺物は礫に混 じって少量の

土器が出土 している。

本址の時期は出土遺物より、縄文時代中期後葉Ⅳ期と推定される。なお本址は住居址として扱っ

ているが、炉の発見はなく、性格は下層に竪穴状の掘り込みを有する集石と考えたい。
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Ⅱ :褐色土 (砂・ローム粒多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

Ⅳ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

V:褐色土 (砂少量混入)
Ⅵ :褐色土 (炭化物少量混入)
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第20図 第 2号住居址
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Ⅱ :褐色土 (砂少量混入)

Ⅲ :暗褐色土 (小礫・砂少量混入 )

Ⅳ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

0                 2m

第22図 第 9号住居址
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EＣ
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ｒ
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Ｆ
・
Ｐ６

丁

P r Prz

V

P3

U

」    J′

P ll

ロ

I:褐色土 (砂多量混入)
Ⅱ :暗褐色土 (砂少量混入)

Ⅲ :暗褐色土 (炭化物・砂多量混入 )

Ⅳ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

V:暗 褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )

第23図  第10号住居址
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Ⅱ

E            E′
P4    P3

0                2m

σ
一

Ｇ
・
Ｐ６
〉

ｒ
一

Ｈ
・
Ｐ７
　
Ⅲ

I:暗褐色土 (鉄分・砂少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (砂少量混入 )

Ⅲ :暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入)

第24図  第11号住居址
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第13号住居址

C         C′

Pl

第32号住居址

E     E′

P3
:暗褐色土 (砂少量混入)

:褐色土 (鉄分 。砂少量混入)

:暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

:暗褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入 )

0                 2m
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＝
―――

――‐

―――

―――

――‐

ダ
ｍ

／
一

／

Ｔ

十
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第25図 第13号・第32号住居址
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Ａ
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A′
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Ｄ
一

Ｃ
一

F        F′

P7

′
Ⅲ

J                   」
′

P16  P15

Ⅲ       Ⅲ

P3 Pl

P9

0                 2m

G

P8

W―
W

K

G′

C′ D′

P6    P2

H    H′
P12

V
Ⅲ

1:暗褐色土 (砂少量混入 )
Ⅱ :褐色土 (砂多量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂・ローム粒混入 )

第26図 第 8号住居址
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皿

1     1′

P15

~∪

 ~
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第27図 第12号住居址
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P6

皿

JJ'

Prz Pzo
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il[

C′

Ⅳ

Ｈ
一

L′ M     M′

P23

I:黒色土 (砂 。ローム粒少量混入)

N′       Ⅱ:褐色土 (炭化物。ローム粒少量混入)~        
Ⅲ :褐色土 (砂多量混入)

Ⅳ :暗褐色土 (砂多量混入 )

V:褐色土 (礫多量混入)

0              2m
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◎

　

◎

ml ml
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\ 1 n,lj:pi+ , ?37 'o0n

--T=--.-r\rultfltF
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U
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第28図 第14号住居址 (1)

0                2m

Prg Prr
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ヽ
Σ＝

牛
―
■ I:褐色土 (小礫 。砂少量混入)

Ⅱ :黒色土 (炭化物 。灰少量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

V:褐 色土 (炭化物 。砂少量混入 )
Ⅵ :暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

Ⅶ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

Ⅷ :暗褐色土 (炭化物・焼土少量混入 )

Ⅸ :暗褐色土 (炭化物・焼土 。ローム粒混入 )

X:黒色土 (炭化物・砂少量混入)

Σ
I

遺物出土状態

0                  1m

第29図  第14号住居址 (2)

0              2m

Ａ

官

キ
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完掘状態

ヾ

Ｃ

一

Ｐ ‐

C′ D     D′

P2

ｒ
一

ｒ
一

Ｆ
一

P8P9

H′

P12

/｀
晰

I:褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂少量混入)

Ⅳ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)

第30図  第29号住居址 (1)

」       J′

P14

Ⅳ

o                 2m

Ｈ
一

I     I′

P13

～ Ⅳ
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29住遺物出土状態

第16号住居址

く

26住

/

%    ¨

I      Ⅱ Ⅱ

B        B′

P1    737.80m

D           D′

P6   P7

I:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)
Ⅱ :暗褐色土 (砂少量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

第31図 第29号住居址 (2)0第 16号住居址

C       C′

P2

F      F′

P8

0                 2m
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一

/,′ /γ

Ｄ
一

Ｃ
一

Ｆ
一

Ｆ
一

C′ D′

I:暗褐色土 (炭化物・小礫少量混入)

Ⅱ :黒色土 (炭化物・砂少量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂多量混入)

Ⅳ :褐色土 (砂
。ローム粒多量混入 )

v:褐色土 (炭化物・砂多量混入)

E      E′

P6

I      I′

P14

Ⅳ

Ｈ
一

Ｈ
一

σ
一

Ｇ
一

0              2m

第32図  第18号住居址
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＝
牛
―
寸 ｂ

砧
ぐ
　
∪^
鯉

ユ     I

I:暗褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入 )

Ⅱ :暗褐色土 (砂・ローム粒多量混入 )

0                2m

第33図 第26号住居址
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完掘状態

Ａ
一
Ｌ
一

Ｅ

一

Ｄ

一
Ｃ
一

Ｈ

一

σ
一

Ｇ
一

Ｆ
一

Ｌ
一

匡撻

F′

0                 2m

ml

C′  D Ｆ
一

ｒ
一

Ｋ
一

ｙ
一

Ｊ
一

ｒ
一

Pl

V

P9

周
溝  P12

I:褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

Ⅱ :褐色土 (砂少量混入 )

Ⅲ :褐色土 (礫混入)

Ⅳ :暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

V:褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

Ⅵ :褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入 )

Ⅶ :暗褐色土 (炭化物・砂
。ローム粒少量混入 )

Ⅷ :暗褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

Ⅸ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

P3 P4

P13

第34図 第 3号住居址 (1)

ヽ
ｍ
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遺物出土状態

♀                21m

埋 甕

I:褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

Ⅱ :褐色土 (砂
。ローム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (小礫
。ローム粒少量混入)

V:褐 色土 (ロ ーム粒少量混入)

0                 1m

第35図  第 3号住居址 (2)
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完掘状態

,l
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＼

6

.ぬ  か

Ｃ
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C′
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一

σ
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ｒ
一

Ｆ
一

ｒ
一

Ｅ
一

ｒ
一

D

P2

H

P6

Ⅵ

ｙ
一

Ｊ
一

ｒ
一

‐
一

I:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)
Ⅱ :黒色土 (炭化物・砂少量混入 )

Ⅲ :黒色土 (炭化物 。砂 。小礫少量混入)

Ⅳ :褐色土 (小礫 。ローム粒少量混入 )

V:暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )
141:褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

Ⅶ :褐色土 (砂多量混入)

Ⅷ :暗褐色土 (砂多量混入 )

Ⅸ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入)

)◎ か ・．

０

Aヽ

26住
ZI
J

0                2m

第36図 第15号住居址 (1)
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ハ

Ｖ

Ａ
」
―
上
―

１
牛
―
市

＝

ヽ

キ

Ｍ
一

炉 埋 甕

L′

0                 1m

第37図 第15号住居址 (2)

P8

I:暗褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入)
Ⅱ :黒色土 (炭化物少量混入 )

Ⅲ :褐色土 (小礫 。砂少量混入)

Ⅳ :褐色土 (炭化物・砂・ローム粒少量混入 )

V:暗褐色土 (砂多量混入)
Ⅵ :暗褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

Ｎ
一

Ｌ
一

N′

八 hゝ叙馴

遺物出土状態

o                 2m

0よ

つりつ 。 Rχ
%OO

＼ 鰤 t a
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シ

A′

E       E′

P3

F       F′

P4

0              2m

第38図  第17号住居址 (1)
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Ｇ
一

G′

P5
ｒ
一

Ｉ
一

ｒ
一

Ｋ
一

Ｆ
一

Ｌ
一

ｒ
一

Ｍ
一

I:褐色土 (砂多量混入 )
Ⅱ :褐色土 (砂 。小礫多量混入)

Ⅲ :黒色土 (炭化物・砂多量混入 )

Ⅳ :暗褐色土 (炭化物 。砂少量混入 )

V:暗褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入)

Ⅵ :暗褐色土 (砂多量混入 )

Ⅶ :褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )

Ⅷ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入 )

0                 2m

埋  甕

Ｎ
一

N′

I:褐色土 (炭化物 。砂 。ローム粒少量混入)

Ⅱ :褐色土 (砂 。小礫少量混入)

0                 1m

第39図 第17号住居址 (2)
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完掘状態

C      c′

Pl

P8

-v

Ⅲ

K′

ml

I:暗褐色土 (小礫 。砂少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (炭化物・灰 。砂少量混入 )
Ⅲ :褐色土 (砂多量混入 )

Ⅳ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )
V:褐色土 (炭化物・ローム粒少量混入 )

ヽ
ｍ LI

0                2m

ｒ
一

宍
句 い  ＼唯 ml

ｙ
一

Ｄ
一 Ⅳ

一
Ｆ
一
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一

α
一

Ｇ
一

Ｋ
一

ｒ
一

Ｉ
一

ｒ
一

第40図 第23号住居址 (1)

Ｐ４

-74-



Ｌ
一

L′

I:暗褐色土 (炭化物・砂・石英閃緑岩粒少量混入 )

Ⅱ :褐色土 (砂
。ローム粒少量混入 )

27住

埋甕/
ノ

遺物出土状態

0                1m

Ａ

Ｔ

十

第41図 第23号住居址 (2)
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ヽ
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一
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C

P3

_皿 ノ

D

P5

/w

P7

1:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

Ⅲ :暗褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (砂多量混入 )

V:褐色土 (炭化物・砂少量混入)

0                 2m

ｒ
一

ｒ
一

Ｈ
一

E

P10

V

G     G′

P6

イ
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′

P8

V
Ⅳ

K        K′

P2

第42図 第31号住居址
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Ａ
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14住

＼

均
◎
V
＼
＼ ヾ

´

I:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)

Ⅱ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (炭化物・ローム粒少量混入 )

Ⅳ :暗褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入 )

V:褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
Ⅵ :暗褐色土 (砂少量混入 )

1711:暗褐色土 (砂多量混入)

I′    llll:褐 色土 (砂 。ローム粒多量混入)~    
Ⅸ :暗褐色土 (炭化物・砂多量混入)

X:褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )
X:褐色土 (砂少量混入 )
Xll:褐 色土 (炭化物・砂少量混入 )
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一Ｍ門〕

Ｄ
一

s.
P z prr-\tw

G′

Ｉ
一

Ｐ９
0                2m

第43図 第 4号住居址 (1)
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こ >

埋  甕

I:暗褐色土 (小礫 。炭少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (砂多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂少量混入)

Ⅳ :褐色土 (炭化物・砂少量混入)

V:暗 褐色土 (砂少量混入 )

１
」
―
上
―ビ

一
Ｋ

一

0                  1m

第44図 第 4号住居址 (2)
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完掘状態

ｒ
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一

ｕ
´

Ｆ
一

ｒ
一

」

ml

C

P13

0                2m

ｒ
一

P7

I:褐色土 (炭化物・砂少量混入 )
Ⅱ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (炭化物・砂少量,ロ ーム粒多量混入 )

Ⅳ :褐色土 (砂少量混入)

V:褐 色土 (砂 。ローム粒少量混入)

Ⅵ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

Ⅶ :暗褐色土 (砂少量混入)

Ⅷ :暗褐色土 (砂多量混入 )

Ⅸ :暗褐色土 (炭化物・砂少量混入)

X:暗褐色土 (炭化物・砂・ローム粒少量混入)

第45図 第24号住居址 (1)
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L 
先:20m

＼
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I:暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (砂 。小礫少量混入 )

V:褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

遺物出土状態
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第46図 第24号住居址 (2)
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完掘状態
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0                 2m
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第47図 第27号住居址 (1)

Pr po 73e'2om psIwv
F′

Ⅱ :暗褐色土 (炭化物・砂多量混入)
Ⅲ :黒褐色土 (炭化物 。砂多量混入 )
Ⅳ :暗褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入 )
V:暗 褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
Ⅵ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入 )
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遺物出土状態

I:黒色土 (炭化物 。砂少量混入 )

Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (灰 。砂少量混入 )
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第48図  第27号住居址 (2)
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I:褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入 )

V:褐色土 (炭化物・砂少量混入 )
Ⅵ :褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )

Ⅶ :褐色土 (炭化物・月ヽ礫少量混入 )

Ⅷ :黄褐色土 (ロ ーム塊 多量混入)

第49図 第25号住居址
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I:褐色土 (小礫 。砂少量混入 )
Ⅱ :黒 色土 (炭化物・灰少量混入)

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

V:暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入)
Ⅵ :暗褐色土 (炭化物少量混入 )

Ⅶ :暗褐色土 (砂・ローム粒少量混入)

Ⅷ :暗褐色土 (砂多量混入)

Ⅸ :暗褐色土 (焼土塊少量混入 )

X:褐色土 (小礫 。ローム粒多量混入)

0′

0                2m

第50図 第28号住居址
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1:褐色土 (砂多量混入)
Ⅱ :黄褐色土 (砂多量混入)

Ⅲ :黄褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

Ⅳ :暗褐色土 (砂多量混入)

V:暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入)

第51図 第 6号住居址
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I:褐色土 (炭化物・砂多量混入)
Ⅱ :褐色土 (砂多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

Ⅳ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒混入)

V:褐色土 (砂少量混入)
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リヽ完掘状態
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I:暗褐色土 (砂少量混入)
Ⅱ :黒色土 (砂 。小礫少量混入 )

Ⅲ :暗褐色土 (炭化物 。ローム粒 。砂少量混入 )

Ⅳ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)

V:褐色土 (炭化物 。ローム粒 。砂少量混入 )
Ⅵ :暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

第53図 第22号住居址 (1)
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遺物出土状態

hoa腎 こヾ

第54図 第22号住居址 (2)・ 第21号住居址 (1)
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完掘状態
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第55図 第21号住居址 (2)
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I:黒色土 (礫 。砂少量混入)

Ⅱ :黒色土 (砂少量混入)

Ⅲ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

Ⅳ :暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

V:褐 色土 (砂 。ローム粒少量混入)
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完掘状態
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I:褐色土 (小礫少量混入 )
Ⅱ :褐色土 (砂多量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入 )
Ⅳ :暗褐色土 (炭化物・砂・ローム粒少量混入)
V:褐 色土 (砂・ローム粒少量混入 )
Ⅵ :褐色土 (炭化物・砂少量混入)
Ⅶ :暗褐色土 (砂少量混入)

Ⅷ :暗褐色土 (砂 。ローム粒少量混入)
0                2m

第56図 第20号住居址 (1)
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第57図 第20号住居址 (2)
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I:暗褐色土 (砂多量混入)
Ⅱ :褐色土 (砂多量混入)

Ⅲ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

Ⅳ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

遺物出土状態

0                2m

第58図 第19号住居址
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2.方形柱穴列

今回の調査では発掘中に建物址と推定される柱穴列を数か所確認した。このうち今回方形柱穴列

1と したものについて明確にすることができた。しかし他の数か所については、整理の段階で配置

や遺物等を検討したが、確定することはできなかった。そのためこれら以外については位置を示す

にとどめた。なお遺構の名称は、本報告では「方形柱穴列」としたが、さらなる検討を要するもの

である。

方形柱穴列 1(第59図)

調査区の中央やや北寄りに位置する。第19号住居址に南西隅の柱穴 (No 3)の上部を切 られる。

南北 3基の柱穴が東西に2列並んで検出された。南北7.6m、 東西4.5mで、主軸はN-10°― Eで

ある。東西 1間、南北 2間で、北側がわずかに開いている。柱穴の大きさにはややバラつきがある

が、最も深い部分はほぼ均等の間隔になる。各柱穴のデータは下の表に示してある。柱痕はNo lと

NQ 2で明瞭に観察された。柱の直径は20cm程度の大形のものと推定される。斜面にあって上部を削

平されているため、柱穴以外の施設の存在は不明である。遺物は各柱穴内より少量の土器片が出土

している。本址の時期のものと推定されるものの他、中期中葉の土器片が数片混入している。

時期は柱穴内の遺物と他遺構との切り合いより、縄文時代中期後葉Ⅲ期と推定される。

その他、建物址の可能性のある土坑群は調査区の中央部から南西部にかけて分布している。特に

第21・ 22号住居址の南西には直径20cm程の土坑が集中し、部分的に列が認められるものもある。明

確な柱痕の検出されたものが少なく、また遺物のないものが多いため、明確ではないが、柵列等の

可能性も含めて、再検討を要するものである。

土坑陥 座  標
大 き さ(cm)

平 面 形 断面形
長軸×短軸×深さ

N13 E8 144)〈 102〉〈66 不 整 形

N10 E7 84X 82X54 円 形

N6 E7 61)〈  52)く 48 円 形

N16 E10 174〉く 90)〈 73 楕 円 形

N9 E10 103X 90〉〈78 円 形

N12 E12 100〉〈 86)〈 60 円 形

〔表中の断面形については、土坑の凡例 (P103)を参照されたい。〕
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3.土坑 (第60～64図)

第 2次調査では1078基検出された。調査区の全体に分布するが、特に西側の平坦部に集中してい

る。北東部の住居址群に囲まれた部分と南東部の谷状に傾斜する部分は空白になっていた。報告書

作製にあたっては数量があまりに多いため、埋設土器をもつもの、配石状の礫を伴うものなどを抽

出・図示し、他については一覧表でデータを提示した。充分な分析には至らなかった。

検出された土坑を時期別にみると、ほとんどが縄文時代のものであるが、古墳時代後期と思われ

るものが 1基ある (第 785号土坑)。 他には調査区西端部に数基、覆土の状況から中世の土坑墓と思

われるものがあったが、遺物がなく、時期は決定できない。縄文時代の土坑の時期別の分布等につ

いては、考察の項を参照されたい。以下主要なものについて概観してみたい。

埋設土器をもつものは第60・ 71・ 15401079号土坑の4基である (第60図 )。 いずれも土器の遺存

状態はよくなく、復元・図示できたものは60坑・ 154坑の2点のみである。 154は平出第二類 A土

器の胴部 (第88図129)を正位で埋設している。71は無文の大形の深鉢の底部を正位で埋設してい

る。時期は中期後葉と推定される。

配石状の礫を伴うものは図示したもののほか10数基である。坪ノ内遺跡などにみられた配石を伴

う墓と推定される土坑とは様相が異なっており、性格不明なものが多い。第401号土坑など押型文

土器を伴うものの中にも多量の礫をもつものがあるが、石の被熱や覆土中の炭などはみられず、こ

の時期の集石炉と考えられるものはない。

充分な分析はできなかったが、近接する坪ノ内遺跡などの土坑群とは様相の異なる部分が多く、

今後さらに検討していきたい。

4.遺物包含層

調査区の南東部の地形が谷状に落ちている部分で、検出作業の際に多量の土器が出上している。

自然堆積の黒色土中に土器片が散在しており、最終的には整理箱に 1箱弱が出土した。この場所は

湧水が著しく、また器形を判別できるものや時期的なまとまりが認められないため、出土位置の記

録等は行なわずに掘り下げを行なった。出土した土器は早期の押型文土器に始まり、前期後葉、中

期初頭・中葉・後葉と広い時期の破片がみられる。しかし風化が著しく、遺存状態は良くない。
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I:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (炭化物・砂多量混入 )

Ⅲ :暗褐色土 (砂多量混入 )

Ⅳ :褐色土 (炭化物・砂少量混入)

V:褐 色土 (炭化物・砂多量混入 )
Ⅵ :褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入)

Ⅶ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入 )

Ⅷ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

Ⅸ :褐色土 (小礫 。ローム粒多量混入)
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第59図 方形柱穴列
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土坑71東埋設土器

1    736.50m

I:褐色土 (砂少量混入)

Ⅱ :褐色土 (砂
。ローム粒少量混入)

土坑60埋設土器 土坑1079埋設土器

I:暗褐色土 (炭少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入 )

Ⅲ :褐色土 (砂 。ローム粒少量混入 )

0                  1m
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／
牛
―
†

I:褐色土 (炭・骨片少量混入)

Ⅱ :褐色土 (砂少量混入)

土坑154埋設土器

古
牛
―
†

I:褐色土 (砂少量混入 ,

内部に顔料(?)片 混入 )

Ⅱ :褐色土 (砂少量混入)

第60図 土坑 (1)
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Ⅲ :褐色土 (ロ ーム粒少量混入)
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褐色土 (砂少量混入)

褐色土 (砂少量混入)

第61図 土坑 (2)

-97-



土坑982  、_+
-0ニ

~ミ

Ξァ

ン~736.40m

暗褐色土 (小礫 。ローム粒少量混入)

土坑290

-∠
:菫)一
∫

_737.40m

土坑268

-藝⊃≫

土」Fそ:b)_|
736.40m

暗褐色土 (砂少量混入)

土坑 125

~‐

~¬
ミL=コ笙⊇【

ギ

野
三 736.90m

I:褐色土 (砂多量混入 )
Ⅱ :褐色土 (砂・ローム粒多量混入 )

土坑285

二 f

_737.10m

737.70m

褐色土 (砂・ローム粒少量混入)

土坑1095   1

埠

¬
てミ

=五
匿准ラ

「

736.25m

褐色土 (砂少量混入)

天 巨 ィ
ル
736.50m

暗褐色土 (ロ ーム粒少量混入)

、 導
=っ

夏
735.05m

I:黒色土 (小礫 。砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

土坑 114

―

(① )一

|

_麺
へ 万

736.70m

I:褐色土 (小礫・砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

土坑110o

736.25m

褐色土 (砂多量混入)

土坑1119

736.70m

暗褐色土 (ロ ーム粒微量混入)

―⑤ン

735.05m

I:暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

土坑300

- ト

ー
て象 玉

=≡
7-736.60m

I:暗褐色土 (炭化物少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

土坑586

-(20,シー/

天 憂 墜 万

734.95m

I:灰 色土 (小礫少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (砂少量混入)

土坑 150

〆

土坑806

一
一
(筵璽)一 /

／

一

I:黒色土 (炭化物少量混入 )
Ⅱ :暗褐色土 (炭化物 。ローム粒少量混入)

土坑270

I:暗褐色土 (砂少量混入)
Ⅱ :暗褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

土坑496

¬ ミ
夏 E戸

麺 夢 =ア
~715.05m

I:褐色土 (炭化物・砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (砂・ローム粒少量混入)

―

(〔
 
シ
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土坑235

-ド― ―＼ ―墨楔一`べ＼
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―
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― ゝ 一 ≫

737.70m

褐色土 (砂少量混入)

土坑1102

ゝ
た

¬起駐 x⊆≧二 y-736.60m

褐色土 (砂多量混入)

0           2m

第62図  土坑 (3)
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―

~ヽ
_」じ
、J/~738.05m

土坑1114

一 人

736.60m

褐色土 (砂少量混入)
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ノ

土坑876

17イ声
訛
“
m

黒色土 (砂微量混入)

土坑1104

1101土

736.40m

736.15m

褐色土 (ロ ーム粒多量混入)
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１
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‐
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‐Ａ
」
―
―
一―

刊 一月―

ゝ ＼
)シイ＼

土坑409

734.65m .。 Q。  
「

736.70m

一

( R3-

土坑 179

736.60m

I:暗褐色土 (砂微量混入 )

Ⅱ :暗褐色土 (ロ ーム粒微量混入 )

土坑97

暗褐色土 (炭化物・砂少量混入 )

土坑228

737.30m

褐色土 (砂多量混入)

土坑 1101

範 )Jこ =ミ 1736.50m

褐色土 (砂多量混入)

/

°
0, 2

739.25m

I:褐色土 (砂多量混入 )

Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒微量混入)

土坑1112

判
一 一 |一

ml              ml
A                                  ―一            御

T
暗褐色土 (砂少量混入)

第63図 土坑 (4)
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土坑294

一
(重E)三

fイ

Ⅱ
し
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術
737.30m

I:暗褐色土 (砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入)

土坑584

I:黒色土 (炭化物多量混入 )
Ⅱ :褐色土 (炭化物・砂 。ローム粒少量混入)

Ⅲ :褐色土 (ロ ーム粒多量混入 )

― ∫

―
_737.10m

暗褐色土 (砂微量混入)

土坑 118

736.90m

I:褐色土 (砂少量混入)
Ⅱ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入 )

土坑 113

一   ｀

~Ц

てミI[:三::ラフ「
~736.60m

I:褐色土 (砂多量混入 )
Ⅱ :褐色土 (砂 。ローム粒多量混入)

0           2m

第64図 土坑 (5)
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伊J凡

土坑の分類と一覧表の表記について

1.座標  座標原点からの距離を示した。 1次 と2次の調査区を同一原点からの座標で示すことが困難

なため、それぞれの調査区内に原点を設定した。 1次は調査区の南西隅、 2次は調査区の中央に設定した。

基点から南北・東西の方位に沿って1× lmの方眼を想定し、各々の北東隅の点の座標をその座標とした。

土坑がある方眼の座標を土坑の座標とし、複数にかかる場合は最も多くかかる方眼の座標をとった。複数

にほぼ均等にかかる場合は、北か東側の方眼の座標を採用した。

2.大きさ  長軸、短軸の長さは平面図上で測った。深さは検出面から最深部までの垂線の長さで表わ

し、ただし底に石等があり、底が不明の場合は石の上端までとした。検出面が傾斜し、最大値と最小値の

差が 5 cm以上ある場合は、両者の平均値を検出面の高さとした。

3.平面形  次の 5種類に分類した。

・円形  (短径と長径の比が 1:1.2以下)

・楕円形  (短径と長径の比が 1:1.2以下上)

・双円形  (円形が2つ つながった形、繭玉形)

・隅丸方形

・不整形

4.断面形  次の 7種類に分類した。

深さと長径の比が1:3以上で、浅く断面形が方形または逆台形のもの。

深さと長径の比が1:3以上で、断面が丸みをもつものなどa以外のもの。

深さと長径の比が1:3～ 1:1で、断面形が方形または逆台形のもの。

深さと長径の比が1:3～ 1:1で、断面が丸みをもつものなどc以外のもの。

深さと長径の比が1:3～ 1:1で、底が二段のもの、あるいはピットを有するもの。

深さと長径の比が1:1以下で、断面形が方形または逆台形のもの。

深さと長径の比が1:1以下で、断面がf以外の形のもの。

5.時期  埋設土器や器形を復元できる土器があった場合は、その遺物の時期とした。複数の時期の土

器片が出土している場合は、明らかに混入と推定される場合を除き、もっとも新しい遺物の時期をとった。

遺跡が広い年代に渡っているため、切り合いによる年代決定は行なわなかった。不明としてあるものは、

縄文土器が出ているが時期を決定できないものである。遺物がないものは空白になっている。早期は押型

文期、早期末葉は早期末～前期初頭を示す。

6.そ の他  備考欄の記載は以下のようなものを記した。柱痕、配石、埋設土器、焼土を伴う場合。骨、

土偶、土製品が出土した場合。石器、石製品は各項の観察表に示した。

平面形、断面形の分類は阿久遺跡 (『長野県中央道埋蔵文化財発掘調査報告書』原村その 5)の分類を

参考にした。なお欠番となったものについては、一覧表より削除した。
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′
ヾ
罫

∧

認
∞
引

∧

お
∞
引

∨

８
Ю
引

∧

゛
腫
整

幾
旧
肝

幾

巴

雙

圧

ミ
択
択
堅

簗
剛
降

畿

巴

幾
巴
埋

簗
択
択
堅

簗
択
択
堅

ミ
Ｅ
埋

ミ

Ｅ

簗
匡
葵

簗
側
降

畿

巴

ミ

巴

幾
剛
降

幾
巴
岬

簗
巴
埋

ミ
Ｅ
埋

幾
側
降

幾
側
Ｋ

簗
択
択
堅

ミ
匡
樫

幾
側
降

ミ
択
択
堅

簗
匡
概

簗

巴

幾
側
降

（日
ε

　

約

和
＜

抑
駄

×
響
熙

×
響
曜

∞
×

ｏ
一
×

Ｈ
瑯

卜
Ｈ
×

ｏ
一
×

Ｈ
∞

Ｈ
∞
×

ｏ
Ｈ
Ｈ
×

Ｈ
∞
Ｈ

一
Ｈ
×

ｏ
ｏ
×

∞
∞
出

∞
Ｈ
×

Ю
寸
×

ｏ
Ю

Ｎ
［
×

ｏ
∞
×

Ｈ
瑯

０
∞
×

寸
∞
×

寸
∞

Ю
寸
×

ｏ
８

×

ｏ
∞
Ｈ

Ｎ
∞
×

ｏ
ｏ
×

ｏ
ヾ
Ｈ

［
∞
×

Ю
卜

×

０
ト

∞
ω
×

ｏ
卜
×

ｏ
Ｈ
Ｈ

コ

×

∞
ｏ
Ｈ
×

ｏ
Ｎ
Ｈ

ｏ
ヽ
×

ｏ
寸
×

∞
寸

卜
×

Ю
Ｎ
×

ｏ
い

Ｎ
゛
×

ｏ
∞
Ｈ
×

∞
〓

ｏ
×

寸
∞
×

寸
ｏ
Ｈ

ｏ
Ｈ
×

卜
Ｎ
×

Ｎ
寸

Φ
Ｈ
×

∞
∞
×

∞
ヾ

３

×

８
卜
０

×

３
認

）

［
∞
×

Ｏ
ｏ
∞
×

Ｎ
卜
∞

Ю
∞
×

∞
卜
×

寸
ｏ
Ｈ

Φ
∞
×

ｏ
寸
Ｈ
×

寸
ｏ
∞

０
∞
×

∞
∞
Ｈ
×

∞
卜
Ｈ

ｏ
∞
×

¨
卜
×

ｏ
一
Ｈ

ｏ
×

Ｎ
∞
×

Φ
寸

ｏ
Ｈ
×

∞
０
×

ｏ
ト

Ｈ
Ю
×

ｏ
ｏ
×

ｏ
』

攣
側

Φ
∞
」だｒ
　
∞
Ｚ

卜
∞
」ド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

卜
∞
だヽｒ
　
Ｏ
Ｈ
Ｚ

０
で
ド
　
ｏ
Ｚ

Φ
∞
」ド
　
ｏ
［
Ｚ

Ю
∞
」ド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

ｏ
∞
」ド
　
［
Ｈ
Ｚ

Ю
∞
」ド
　
ヽ
Ｈ
Ｚ

寸
∞
ドヽ

　

Ｈ
Ｈ
Ｚ

∞
∞
にド
　
〓

Ｚ

マ
∞
」ド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

寸
∞
」ド
　
ｏ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
Ｏ
Ｈ
Ｚ

い
∞
」Ｆ
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

ｏ
∞
」ド
　
の
Ｚ

ｏ
∞
にド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

ｏ
が
だｒ
　
ｏ
出
Ｚ

卜
ご
ド
　
①
Ｚ

ヾ
い
」ド
　
∞
Ｚ

卜
一
ドヽ
　
ト
Ｚ

ｏ
一
」ド
　
ト
Ｚ

Ｈ
曽
Ｆ
　
∞
Ｚ

ｏ
ご
ド
　
Ｏ
Ｚ

ｏ
ご
ド
　
Ю
Ｚ

ｏ
ご
ド
　
Ю
Ｚ

ｏ
ご
ド
　
Ю
Ｚ

Ｏ
Ｚ

¨
∞
∞

∞
Ｏ
∞

絆
樫

′゙

興 Ｈ
女

騰
引
靭
終
駅
叶

ヾ
Ъ
劇

恩
ま
い
凶
判
羅

ヽ
小
図
恒
眸

駅
歯

目
靭
さ
雲
手

目
靭
Ｓ
熙
岳

日
継
Ｓ
熙
■

熙
Ｓ
熙
■

継
■
熙
手

Ｈ
熙
Ｓ
駅
手

靭
手
眼
手

罫
降

‘
ぐ
罫

ヾ

ミ

゛

撃

∨

′
ヾ

撃

∧

［
０
∞
‐‐「

∧

〇
〇
∞
‐‐「
∨

∞
Φ
鳴

「

∨

お
∞
引

∧

ｏ
卜
¶

「

∧

ｏ
ｏ
錦

「

∨

卜
諮
引

∨

』
お
引

∨

０
お

・Ю
お
引

∧

簗
口
整

ミ
旧
肝

幾

巴

簗

匡

簗

巴

畿

圧

簗

配

簗
巴
埋

簗

Ｅ

幾
巴
糎

簗
巴
埋

簗

巴

幾

巴

幾
巴
埋

簗
Ｒ
択
堅

ミ
巴
肥

簗
巴
埋

ミ

巴

簗
剛
降

畿
巴
埋

簗

Ｅ

や

Ｅ

幾
悧
降

簗
巴
埋

簗
巴

幾
巴
肥

幾
圧
樫

（日
ε

　

粕

和
＜

粕
賦

×
繹
熙

×
繹
哨

Ю
卜

×

∞
ト

〓

×

ヽ
∞
×

∞
∞

Ｈ
一
×

寸
卜
×

∞
∞

寸
ヾ

×

ｏ
崎

ヽ
ｏ
×

∞
ト

Ю
卜

×

∞
ｏ
［

ヾ
ｏ
×

ｏ
ｏ
Ｈ

∞
¨
×

Ｎ
Ｒ
×

ｏ
∞

い
い
×

【
Ю
×

ｏ
∞

∞
∞
×

ｏ
Ｏ
×

Ｏ
ｏ

ｏ
Ｈ
×

ｏ
Ｏ
×

Ｏ
⑬

卜
Ｎ
×

０
寸
×

ｏ
Φ

ｏ
∞
×

∞
①
×

ｏ
ｏ
Ｈ

∞
Ｎ
×

Ｈ
寸
×

【
Ю

ｏ
×

Ｎ
ヾ

×

∞
Ю

∞
い
×

ｏ
寸
×

ｏ
ヾ

Ю
輝

×

寸
∞
Ｎ

゛
∞
×

①
Ｏ
×

寸
ｏ

卜
Ｈ
×

∞
ｏ
［
×

Ｏ
ｏ
Ｈ

Ｎ
゛
×

ｏ
Ｏ
×

∞
０

卜
Ｎ
×

Ｈ
ト

［
∞
×

Ｏ
Ю
Ｈ
×

∞
“
Ｎ

Φ
寸
×

寸
目

×

∞
Ю
Ｈ

ｏ
×

０
い
×

寸
∞

ヾ
Ｈ
×

０
∞
×

ｏ
寸

∞
い
×

∞
Ю
×

∞
ト

邸
側

∞
ト

卜
Ｈ
∽

∞
≧

∞
Ｈ
∽

寸
」だ
ｒ
　

ｏ
Ｈ
∽

∞
卜

①
あ

Ｎ
〓

瑯
Ｈ
∽

Ｈ
ト

⑬
［
∽

Ｈ
ト

ト
あ

［
口

　

Ｏ
Ｈ
∽

ヽ
国
　
Ю
Ｈ
∽

∞
国

　

ｏ
Ｈ
∽

ヽ
国

　

Ｏ
Ｈ
∽

い
国

卜
［
∽

ｏ
ヽ
」ド
　
Ｈ
Ｈ
Ｚ

ｏ
ご
だｒ
　
一
Ｈ
Ｚ

ｏ
曽
ド
　
ヽ
Ｈ
Ｚ

ｏ
曽
だｒ
　
∞
Ｈ
Ｚ

卜
∞
」ド
　
Ｈ
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
ｏ
Ｈ
Ｚ

①
∞
」ド
　
Ｏ
Ｚ

ｏ
曽
ド
　
∞
Ｚ

ｏ
寸
」ド
　
∞
Ｚ

∞
寸
だヽｒ
　
卜
Ｚ

ｏ
ヽ
≧
″
　

卜
Ｚ

∞
∞
」ド
　
∞
Ｚ

卜
∞
」だ″
　
∞
Ｚ

卜
∞
Ｆヽ
　
∞
Ｚ

Ｏ
Ｚ

∞
０
∞

Ю
卜
∞
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辮
樫

′゙

興

駅
歯

罫
降

日
駅
Ｓ
駅
手

熙
Ｓ
熙
子

‘
く日
撃

●
ミ

゛
罫

∨
′
Ю
罫

∧

゛
Ю
ヾ
＝
「

∧

Ｈ
寒
引

∨

卜
ｏ
ｏ
哺

「

∧

Ｒ
寸
引

∨

ぶ
寸
引

∧

８
ヾ
引

∧

゛
陣
蓋

簗
口
眸

幾

巴

簗

巴

簗
Ｅ
埋

簗

巴

簗

Ｅ

幾

巴

畿
Ｅ
樫

畿

圧

幾

巴

櫂

匡

ミ

巴

雙
側
降

幾
巴
拠

簗
Ｅ
埋

ミ
巴
埋

簗
Ｅ
糎

幾
剛
降

簗

巴

簗
匡
肥

ミ

圧

幾
匡
埋

幾
Ｅ
埋

簗

巴

簗

匡

簗

巴

簗
択
択
堅

幾

巴

（日
ε
　
　
約

和
Ｋ

約
賦

×
響
熙

×
縣
暉

ω
〓
×

Φ
∞
×

０
∞

ｏ
×

∞
Ｎ
×

∞
∞

ｏ
Ｈ
×

Φ
Ｈ
×

∞
Ｎ

Ｈ
Ｈ
×

Ю
∞
×

寸
∞

寸
Ｈ
×

¨
∞
×

【
∞

ｏ
Ｈ
×

∞
寸

×

ｏ
Ю

Φ
【
×

∞
い
×

０
∞

８

×

Ｎ

×

∞
∞

ｏ
×

Φ
∞
×

ｏ
寸

Φ
Ｎ
×

ｏ
∞
×

゛
∞

Ю
Ｈ
×

ｏ
∞
×

Ｈ
∞

曰

×

Ｎ
曰

×

曰

Ｈ

∞
∞
×

ｏ
Ｈ
［
×

ｏ
８

∞
×

寸
∞
×

゛
ヾ

∞
∞
×

Ю
卜

×

ｏ
ｏ
Ｈ

ｏ
Ｈ
×

寸
Φ
×

Ｈ
ｏ

Ｈ
∞
×

Ｎ
の
×

ｏ
寸
Ｈ

０
出
×

”
∞
×

寸
∞

寸
Ｎ
×

∞
∞
×

寸
０

Φ
゛
×

¨
Ю
×

ｏ
Ю

ｏ
ｍ
×

Φ
∞
×

寸
Ю

゛
Ｈ
×

寸
Ｎ
×

Ｈ
寸

ｏ
∞
×

∞
ヾ
×

寸
寸

ｏ
×

ｏ
Ｎ
×

ヽ
Ｎ

Ю
Ｈ
×

Ｎ
∞
×

０
∞

一
¨
×

Ю
卜
×

一
〇

∞
×

寸
Ｈ
×

寸
Ｈ

雖
側

∞
∞
ドヽ
　
Ю
Ｚ

∞
∞
ドヽ
　
Ю
Ｚ

卜
曽
Ｆ
　
Ю
Ｚ

Ю
で
だｒ
　
卜
Ｚ

Φ
∞
」だｒ
　
卜
Ｚ

０
∞
」ド
　
ト
Ｚ

０
∞
」Ｆ

　
ｏ
Ｚ

卜
∞
」Ｆ
　
Ю
Ｚ

卜
∞
」Ｆ
　
Ю
Ｚ

０
曽
ド
　
∞
Ｚ

Φ
∞
」ド
　
∞
Ｚ

Ю
∞
酵ヽ

　
∞
Ｚ

ｏ
∞
」Ｆ
　
∞
Ｚ

Φ
曽
ド
　
゛
Ｚ

Ю
曽
Ｆ
　
Ｈ
Ｚ

寸
∞
」ド
　
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」Ｆ

ｏ
の
Ｚ

Ｎ
∞
」ド

ｏ
∽
Ｚ

∞
∞
」Ｆ
　
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
ヽ
Ｚ

ヾ
∞
」Ｆ
　
¨
Ｚ

寸
曽
ド
　
¨
Ｚ

∞
曽
だｒ
　
”
Ｚ

Ю
∞
」ド
　
∞
Ｚ

寸
∞
」Ｆ
　
∞
Ｚ

∞
∞
」だ″
　
寸
Ｚ

∞
∞
」だｒ
　
寸
Ｚ

Ｏ
Ｚ

¶
導

∞
Φ
寸

絆
無

′゙

呵

賢
歯

靭
巡
駅
■

目
靭
巡
駅
岳

罫
降

罫
降

駅
邸
駅
■

靭
邸
騒
Ｉ

３
ぐ
思

ヾ
ヾ

゛
罫

∨
′
Ю
尽

∧

ヽ
マ
引

∧

Φ
゛
マ
‐‐「

∨

翠
陣
整

幾
陣
眸

簗

巴

簗
巴
糎

幾
測
Ｋ

幾
択
ぱ
堅

簗

巴

簗
巴
輝

簗
巴
埋

簗

圧

幾
測
Ｋ

幾
巴
埋

幾

巴

幾
巴
糎

幾

Ｅ

畿
巴
埋

簗
巴
埋

畿

巴

幾
巴
埋

畿
剛
降

簗
匡
理

幾

巴

幾
Ｅ
埋

畿

巴

幾
巴
牌

幾
側
Ｋ

幾
巴
埋

簗
択
択
堅

畿
巴
埋

（日
ε

　

和

和
К

和
賦

×
彗
熙

×
響
曜

∞
Ｈ
×

∞
゛
×

Ｎ
∞

Ю
Ｈ
×

∞
寸
×

寸
ｏ

Ｈ
一
×

ヾ
ヾ
×

０
ト

ヾ
Ｈ
×

∞
ｏ
×

Ｎ
ｏ
［

∞
Ｈ
×

”
∞
×

ｏ
∞

卜
Ｈ
×

０
寸

×

゛
ト

［
Ｈ
×

寸
∞
×

寸
Ю

∞
Ｈ
×

∞
∞
×

∞
∞

０
日
×

゛
寸
×

Ю
ヾ

ｏ
゛
×

ｏ
Ｎ
×

０
∞

∞
Ｈ
×

ｏ
∞
×

∞
∞

Φ
Ｈ
×

ｏ
ヽ
×

ｏ
¨

∞
∞
×

Φ
∞
×

Ｈ
ヾ

ｏ
ヽ
×

Ю
Ｎ
×

Ｎ
∞

Ｈ
∞
×

ｏ
寸

×

∞
Ю

一
Ｈ
×

①
∞
×

Ｎ
寸

Ю
∞
×

ｏ
∞
×

ｏ
∞

Ю
゛
×

゛
Ｎ
Ｈ
×

∞
ヾ
Ｈ

∞
［
×

Ｎ
寸
×

寸
Ю

∞
Ｈ
×

∞
卜
×

ｏ
∞

Ю
Ｎ

×

ヾ
Ю
×

Ｈ
∞

ｏ
Ｈ
×

Ｎ
寸

×

∞
寸

∞
Ｈ
×

∞
Ｎ
×

゛
∞

Ｈ
∞
×

∞
寸
×

０
０

ｏ
∞
×

ヾ
∞

×

Ｎ
寸

“
Ｎ
×

寸
Ю
×

Φ
∞

ｏ
Ｈ
×

ｏ
Ｎ
×

０
∞

雖
側

ｏ
ご
ド
　
ヾ
Ｚ

ｏ
ご
Ｆ
　
マ
Ｚ

０
∞
」Ｆ
　
∞
Ｚ

ｏ
寸
」ド
　
Ｈ
Ｚ

∞
曽
だだ
　
Ｏ
Ｚ

ｏ
∞
」Ｆ

　
ｏ
Ｚ

ｏ
∞
Ｆヽ
　
Ю
Ｚ

ｏ
∞
ドヽ
　
Ю
Ｚ

ｏ
∞
」ド
　
Ю
Ｚ

ｏ
∞
」ド
　
寸
Ｚ

０
∞
」ド
　
ヽ
Ｚ

∞
曽
Ｆ
　
ヾ
Ｚ

∞
曽
だｒ

「
Ｚ

∞
∞
」だｒ
　
寸
Ｚ

∞
∞
」ド
　
∞
Ｚ

田
卜

　

ヾ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
Ｎ
Ｚ

∞
∞
」Ｆ

　

ω
Ｚ

０
曽
ド
　
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」ド
　
Ｈ
Ｚ

∞
∞
」Ｆ
　
Ｈ
Ｚ

卜
∞
」ド
　
Ｈ
Ｚ

卜
∞
」ド
　
Ｈ
Ｚ

卜
∞
ドヽ
　
∞
Ｚ

卜
∞
」Ｆ
　
寸
Ｚ

諮
卜

ヾ
Ｚ

卜
∞
」ド
　
Ю
Ｚ

Ｏ
Ｚ

Ｎ
Ｎ
寸

∞
ヽ
ヾ

寸
野
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や
樫

′累
躙

駅
世

目
牒
さ
哭
■

罫
降

罫
降

器
降

目
靭
邸
熙
手

日
靭
巡
熙
手

Ｓ
ぐ
罫

●
ミ

゛
撃

∨
′
ヾ
撃

∧

寸
ｏ
寸
「
「

∨

ｏ
鷹
引
∨

Ｏ
ｏ
Ю
［「

∧

簗
陣
整

簗
旧
眸

簗
巴
埋

幾
巴
埋

幾
巴
埋

幾

巴

幾
側
降

幾
側
降

ミ

巴

簗
巴
拠

幾

圧

簗
圧
肥

簗

Ｅ

簗
圧
埋

幾

巴

幾
匡
理

幾
択
択
堅

簗

巴

翠

巴

幾
択
ば
堅

幾

巴

幾
択
択
堅

幾

匡

幾
択
拭
堅

簗
剛
降

幾
圧
糎

幾

巴

幾
巴
肥

（日
ε

　

和

和
＜

抑
賦

×
繹
熙

×
響
曜

∞
∞
×

ｏ
寸
×

∞
ヾ

コ

×

ｏ
ヾ
×

Ｈ
Ю

¶
∞
×

ｏ
一
×

ｏ
寸

Ｈ
ヾ
×

ｏ
Ю
×

Ｏ
Ю

Ю
゛
×

ｏ
ｏ
Ｈ
×

寸
卜
Ｈ

ｏ
寸
×

０
卜
×

∞
Ю
Ｈ

ヾ
Ｈ
×

寸
゛
×

∞
Ｎ

Ю
∞
×

０
い
×

∞
∞

∞
Ｈ
×

ｏ
∞
×

ｏ
ヽ

゛
日
×

∞
゛
×

Φ
∞

∞
∞
×

卜
∞
×

Ｈ
∞

０
日
×

Ю
Ｎ
×

ヽ
ト

∞
【
×

卜
∞
×

寸
寸

Φ
円
×

∞
∞
×

ｏ
ヾ

∞
∞
×

ｏ
寸
×

∞
Ю

ｏ
寸
×

ｏ
ｏ
×

ω
ｏ
Ｈ

卜
∞
×

ｏ
卜

×

ｏ
ト

ｏ
Ю
×

ｏ
Ю

∞
∞
×

∞
Ю

∞
Ｈ
×

寸
゛
Ｈ
×

∞
Ｎ
Ｈ

∞
∞
×

寸
寸

ト
マ
×

Φ
∞
×

∞
０

ｏ
Ю
×

ｏ
ｏ

ｏ
∞
×

”
ヾ
×

∞
Φ

Ю
Ｎ
×
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Ｏ
Ｈ
∽

Ｎ
卜

ｏ
Ｈ
∽

ヽ
卜

　

ｏ
∽

震
卜

　

∞
∽

Ｎ
卜

　

∞
∽

∞
Ｎ
≧
′
　
　
０

∽

Ｒ
卜

　

∞
∽

マ
が
ド

　

∞
∽

マ
ヽ
」だ
ｒ
　
　
∞

∽

Ｒ
卜

　

∞
∽

Ｒ
ト

　

ト
∽

バ
ト

　

ト
∽

ミ
ト

　

ト
∽

∞
゛
≧
だ
　
　
卜

の

Ｎ
ト

　

ト
の

ヽ
ト

　

ト
∽

尽
ト

　

ト
の

Ｎ
〓

　

卜
∽

民
ト

　

ト
の

民
ト

　

ト
∽

民
ト

　

ト
∽

Ｒ
ト

　

ト
∽

ｏ
∞
≧
′
　
　
∞

の

Ｒ
卜

　

∞
∽

Ｒ
卜

　

∞
∽

ｏ
゛
≧
ｒ
　
　
ｏ

∽

ｏ
ヽ
≧
″
　
　
ｏ

∽

Ｏ
Ｚ

卜
∞
∞

〇
〇
∞

撫
樫

′゙

廻

駅
歯
罫
降

駅
さ
熙
岳

罫
Ｋ

罫
Ｋ

熙
Ｓ
駅
手

獣
Ｓ
雲
手

熙
巡
駅
岳

靭
ぎ
熙
手

３
くＥ
Ｓ

ヾ

い
ヽ
゛

罫

∨

′
ヾ

撃

∧

Ю
諾
引

∧

Ｏ
Ю
銘

「

∧

Ю
Ю
”

「

∨

暉
∞
引

∧

Ｒ
∞
引

∨

゛
恒
整

幾
口
眸

簗
択
択
堅

畿

巴

簗

Ｅ

簗

肛

簗

巴

幾
巴
概

簗
巴
肥

幾

巴

幾
Ｅ
埋

畿
巴
樫

簗
巴
糎

簗

Ｅ

簗

巴

や

Ｅ

幾
択
択
堅

幾

巴

ミ

巴

簗

巴

幾

肛

幾
択
択
堅

簗

巴

簗

巴

簗
巴
埋

や

Ｅ

簗
巴
埋

や

Ｅ

（日
ε

　

和

和
＜

和
蠍

×
響
熙

×
響
畔

∞
Ｈ
×

Φ
∞
×

∞
∞

Ю
∞
×

Ю
Ю
×

卜
Ю

ｏ

×

Ｎ
Ю
×

ｏ
ｏ

卜

×

ｏ
ｏ
×

Ю
０

コ

×

ｏ
∞
×

Ｎ
∞

曽

×

Φ
ｏ
×

【
ｏ

［
い
×

寸
∞
×

∞
寸

ｏ
Ｈ
×

゛
∞
×

Φ
∞

ｏ
寸

×

∞
Ю
×

∞
ト

Ｈ
一
×

【
卜
×

ｏ
ｏ

曽

×

曽

×

８

０

×

ｏ
ω
×

∞
゛

ｏ
∞
×

Ｎ
ｏ
Ｈ
×

ｏ
Ｈ
Ｈ

コ

×

０
∞
×

∞
∞

ｏ

×

∞
寸
×

Ю
ヾ

ｏ

×

ｏ
ヾ

×

¶
寸

∞

×

Ю
∞
×

ｏ
∞

ｏ
Ｈ
×

゛
寸

×

∞
寸

∞
寸
×

ｏ
ヾ
×

寸
寸

∞

×

Ю
Ｎ
×

ｏ
∞

Φ

×

ヾ
゛
×

Ю
ω

０
日
×

∞
寸
×

ヾ
寸

）
Ｎ
×

Ю
゛
×

０
寸

ｏ
∞
×

ｏ
Ｎ
×

∞
ω

⑬
出
×

ｏ
Ｎ
×

ｏ
Ｎ

［
【
×

寸
∞
×

ｏ
∞

ｏ
Ｈ
×

ｏ
∞

邸

側

ヽ
Ｎ
≧
ｒ
　

∞
Ｈ
∽

ヽ
卜

一
Ｈ
∽

尽
〓

　

一
Ｈ
∽

バ
ト

ロ

の

民
卜

Ｈ
あ

対
い
」だ
ｒ
　

［
［
∽

鶏
卜

ｏ
Ｈ
∽

寸
Ｓ
Ｆ
　
ｏ
Ｈ
∽

ヾ
∞
」だ
ｒ
　

Ｏ
Ｈ
∽

震
卜

ｏ
あ

∞
Ｎ
≧
′
　

ｏ
Ｈ
∽

震
舞

ｏ
あ

Ｎ
Ｓ
Ｆ
　
Ｈ
Ｈ
∽

寓
卜

゛
Ｈ
∽

ｏ
が
ド
　
∞
Ｈ
∽

寓
卜

∞
あ

ｏ
Ｈ
≧
ｒ
　

∞
Ｈ
∽

Ｒ
卜

〓

∽

Ｎ
卜

〓

∽

民
〓

Ｈ
あ

【
い
Ｋだ
ｒ
　

［
Ｈ
∽

Ｎ
卜

Ｈ
あ

Ｎ
卜

ｏ
Ｈ
の

ｏ
Ｓ
ド
　
ｏ
Ｈ
∽

Ｒ
卜

Ｈ
あ

民
卜

　

の
の

ヽ
卜

ｏ
尻

Ｏ

Ｚ

∞
Ю
∞

Ю
Ю
∞

∞
Ю
∞

Ю
卜
∞
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絆
樫

′゙

躙

駅
世

罫
Ｋ

熙
邸
駅
Ｉ

靭
巡
駅
手

罫
降

熙
Ｓ
駅
手

罫
降

罫

Ｋ

罫

降
器
Ｋ

‘
ぐ
露

や
く

０
罫

∨
′
ヾ
撃

∧

Φ
ぶ
引

∧

Ю
寸
Ｒ

「

∨

∞
Φ
ｏ
「

「

∨

や
陣
整

幾
旧
肝

簗

巴

簗
巴
埋

幾

Ｅ

簗
圧
樫

簗
匡
肥

ミ

巴

簗

巴

幾

Ｅ

幾

巴

畿

匡

幾

巴

簗

巴

幾

巴

幾
巴
拠

幾
Ｅ
糎

や
Ｅ
糎

幾
圧
鰹

簗
択
ぱ
堅

や
Ｅ
肥

畿

巴

幾

巴

簗
側
Ｋ

幾
巴
理

ミ
巴

簗
巴
埋

幾

巴

幾

巴

（日
ε

　

和

和
Ｋ

和
賦
×
響
熙
×
響
暉

寸
日
×

ｏ
∞
×

ｏ
寸

∞
Ｎ
×

ｏ
∞
×

∞
Ю

［
Ｈ
×

⑬
∞
×

ｏ
∞

∞

×

Ю
∞
×

Ｎ
寸

ｏ
∞
×

寸
寸
×

Ю
Ю

∞
Ｈ
×

寸
∞
×

Ю
∞

一
Ｈ
×

Ｎ
∞
×

∞
∞

目

×

∞
゛
×

Ｎ
∞

∞
Ｈ
×

ｏ
Ｎ
×

∞
∞

∞
Ｈ
×

゛
∞
×

寸
∞

Ю
Ｈ
×

０
∞
×

卜
∞

Ю
∞
×

寸
寸
×

ｏ
Ю

〓

×

ｏ
Ю
×

ｏ
Ю

ｏ
Ｈ
×

卜
ｏ
Ｈ
×

寸
Ю
出

０
∞
×

゛
∞
×

ｏ
寸

∞
∞
×

卜
∞
×

ｏ
Ю

Φ
Ｈ
×

ｏ
∞
×

卜
一

卜
Ｈ
×

ｏ
ｏ
×

∞
Φ

∞
Ｎ
×

∞
ω
×

寸
∞

∞
Ｈ
×

卜
”
×

Ｎ
∞

∞
［
×

Ｈ
∞
×

∞
∞

ｏ
Ｎ
×

ヾ
∞
×

Φ
∞

Ю
∞
×

Φ
∞
×

∞
０

寸
Ｈ
×

Ｈ
∞
×

Ю
∞

Ю
Ｈ
×

ｏ
∞
×

０
マ

∞
∞
×

Φ
∞
×

［
ヾ

Ｏ
Ｈ
×

ｏ
ヽ
×

Ｈ
ω

駄

側

Ｏ
Ｈ
」だ
ｒ
　

”
日
∽

∞
Ｈ
」だ
ｒ
　

［
［
∽

８
卜

一
あ

０
で
Ｆ
　
∞
Ｈ
∽

∞
ビ
Ｆ
　
【
Ｈ
∽

卜
Ｈ
≧
″
　

Ｈ
Ｈ
∽

コ
〓

い
出
の

８
卜

一
あ

ｏ
Ｈ
≧
ｒ
　

Ｈ
Ｈ
∽

８
卜

Ｈ
あ

口
舞

ｏ
あ

ロ
ト

ヽ
Ｈ
∽

ヽ
■

∞
Ｈ
∽

ヽ
卜

寸
あ

ロ
ト

ｏ
あ

ロ
ト

ｏ
あ

冒
卜

　

の
の

ロ
ト

　

ｏ
∽

８
卜

　

∞
∽

ロ
ト

　

∞
∽

ロ
ト

　

∞
∽

Ю
Ｈ
」だ
ｒ
　
　
∞

∽

ロ
ト

　

ｏ
∽

コ
ト

　

ト
∽

コ
ト

　

ト
∽

コ
ト

　

∞
∽

コ
〓

　

∞
∽

Ｏ
Ｚ

Ｏ
Ю
０

絆
樫

′゙

興

嘲
黙
器
引

騒
歯

靭
Ｓ
熙
手

罫
Ｋ

駅
巡
駅
手

罫
Ｋ

罫
降

靭
Ｓ
駅
丑

継
Ｓ
駅
手

罫
降

罫
降

‘
ぐ
罫

ヾ
ミ

゛
ぶ

∨
′
ヾ
罫

∧

さ
卜
引

∧

ｏ
卜
ｏ
「

「

∧

゛
陣
蓋

畿
阿
眸

簗

巴

ミ
択
択
堅

簗

巴

や

Ｅ

簗

匡

簗

巴

簗

巴

簗

Ｅ

幾
巴
理

簗

Ｅ

幾
巴
概

幾
Ｅ
埋

簗

巴

簗

巴

幾

巴

簗

圧

簗
巴
糎

畿

Ｅ

簗

巴

幾
巴
鰹

簗

Ｅ

簗

匡
幾
巴

簗

巴

幾

圧

幾

巴

（日
じ

　

和

和
К

和
賦

×
響
熙

×
暮
曜

∞
Ｈ
×

Ｏ
Ｎ
×

ｏ
Ｎ

ｏ
∞
×

ｏ
∞
×

Ю
∞

ｏ
∞
×

ヾ
ω
×

∞
∞

Ｈ
Ю
×

０
マ
×

卜
寸

∞
［
×

Φ
∞
×

卜
一

ｏ
Ｈ
×

¨
∞
×

ヾ
∞

Ｈ
一
×

寸
∞
×

Ю
∞

卜
日
×

∞
Ｎ
×

∞
Ｎ

寸
Ｈ
×

ｏ
ｏ
×

Ｏ
ｏ
Ｈ

∞
Ｈ
×

寸
∞
×

Ю
Ｎ

寸
∞

×

寸
∞
×

∞
ヾ

Ю
［
×

寸
∞
×

寸
寸

ｏ
Ｎ
×

Ｎ
Ю
×

Ю
Ю

∞
Ｈ
×

寸
゛
×

寸
∞

Ю
∞
×

Ю
Ю

×

卜
Ю

Ю
Ｈ
×

Ю
ω

×

∞
Ｎ

Ю
寸

×

∞
゛
×

Ю
寸

ｏ
Ｈ
×

寸
∞
×

∞
゛

０
∞
×

ｏ
寸
×

∝
寸

８

×

∞
∞
×

∞
Ю

ｏ
Ｈ
×

∞
∞
×

ｏ
∞

寸
Ｈ
×

∞
寸
×

Φ
寸

Φ
Ｈ
×
　

　

×

ｏ
Ю

Φ
∞
×

ｏ
∞
×

寸
∞

卜
∞
×

Φ
ヾ

×

Φ
寸

Ю
∞
×

ｏ
一
×

ｏ
Ｎ

ｏ
Ｈ
×

ｏ
ｍ
×

［
∞

覺
国

Ｒ
〓

　

ｏ
∽

ｏ
Ｓ
Ｆ

　

ｏ
の

ロ
ト

　

ト
∽

８
ト

　

ト
∽

８
ト

　

ト
∽

曽
ト

　

ト
∽

曽
ト

　

ト
∽

卜
で
Ｆ

　

卜
の

Ｏ
Ｈ
≧
ピ
　
　
ト

の

Ю
ピ
ド

　

Φ
∽

Ю
Ｈ
≧
だ
　

卜

の

ロ
ト

　

ト
∽

ロ
ト

　

∞
∽

〓
〓

　

卜
∽

営
〓

　

∞
∽

ヽ
ト

　

ト
∽

曽
卜

　

∞
∽

８
卜

　

∞
∽

曽
卜

　

∞
∽

営
卜

　

ｏ
∽

曽
卜

　

ｏ
∽

ヽ
卜

　

ｏ
∽

ロ
ト

　

の
∽

ヽ
■

ｏ
Ｈ
∽

∞
ピ
ド
　
ｏ
Ｈ
∽

ヽ
卜

ｏ
Ｈ
∽

ｏ
Ｈ
≧
ｒ
　

一
Ｈ
∽

Ｏ

Ｚ

卜
〇
〇

Ｈ
ω
０

∞
い
Ｏ

Ю
゛
〇
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や
螺

′Ｓ
興

ヾ
Ъ
劇

せ
ま
「
凶
畑
羅

駅
出

靭
Ｓ
駅
■

罫
Ｋ

罫
Ｋ

罫
降

日
熙
巡
熙
岳

罫
降

罫
降

靭
巡
駅
■

罫
Ｋ

継
終
駅
叶

靭
終
駅
畔

靭
手
駅
■

３
く日
軍

ヾ
城

゛
撃

∨
′
ヾ
罫

∧

簗
陣
整

幾
阿
眸

簗

巴

簗
像
択
堅

幾
匡
聖

幾
Ｅ
鰹

簗

匡

幾

巴

簗

巴

簗

匡

簗
巴
埋

簗
巴
肥

幾

匡

幾

巴

簗
巴
埋

簗

巴

幾

巴

幾
巴
埋

幾
巴
興

簗
Ｅ
肥

幾
巴
埋

幾
択
択
堅

簗

巴

簗
巴
輝

幾

巴

簗

巴

幾
匡
埋

幾

巴

（日
ε
　
　
和

和
Ｋ

杓
嶽

×
響
熙

×
響
曜

Φ
い
×

Ｎ
寸

×

Φ
寸

ｏ
ヾ
×

Ｎ
寸
×

∞
ヾ

寸
∞
×

ｏ
∞
×

ｏ
∞

Ｎ
円
×

∞
Φ
×

ト
ト

ｏ
Ｈ
×

Ю
寸

×

Ю
寸

ｏ
寸

×

Ｈ
寸
×

∞
¶

ｏ
∞
×

Ｏ
Ю
×

ｏ
ｏ

Ｈ
゛
×

ｏ
Ю
×

∞
Ю

寸
Ｈ
×

∞
寸
×

ｏ
ｏ

ｏ
Ｈ
×

ｏ
∞
×

Ｈ
Ю

０

×

∞
Ｎ
×

寸
Ｎ

寸
Ｈ
×

∞
寸
×

Ｈ
Ю

∞
Ｈ
×

ｏ
寸
×

Ｏ
Φ

∞
〓
×

ｏ
Ю
×

寸
Ю

Ｈ
¨
×

∞
∞
×

寸
寸

∞
Ｎ
×

Ю
∞

ｏ
Ｈ
×

゛
∞
×

ｏ
寸

ヾ
Ｈ
×

ｏ
Ｈ
一

［
［
×

ｏ
ｏ
×

寸
Ｈ
【

∞
Ｈ
×

Ｎ
ヾ
×

Ю
Ю

Ю
Ｈ
×

∞
Ю
×

ｏ
Ю

∞
Ｈ
×

ｏ
寸
×

Ｎ
寸

目

×

ヽ
い
×

卜
Ｎ

目

×

∞
∞
×

Φ
∞

寸
Ｈ
×

０
∞
×

ｏ
Ю

Ю
Ｈ
×

Ю
∞
×

∞
∞

邸
側

ロ
ト

ロ

∽

Ｏ
Ｈ
」だ
ｒ
　

Ｏ
Ｈ
∽

８
〓

ｏ
あ

ｏ
で
Ｆ

　

ｏ
∽

８
卜

　

∞

曰
卜

　

∞
∽

ロ
ト

　

ト
∽

認
卜

Ю
Ｈ
∽

認
卜

Ю
Ｈ
∽

〓
卜

Ю
Ｈ
∽

認
ト

コ

∽

認
ト

コ

∽

８
ト

コ

∽

Ｒ
卜

Φ
あ

Ｒ
≧

Ю
Ｈ
∽

∞
゛
≧
ビ
　

ヾ
Ｈ
∽

卜
Ｓ
Ｆ
　
寸
Ｈ
∽

駕
ト

ト
Ｈ
∽

ｏ
Ｎ
≧
ｒ
　

卜
日
の

ｏ
Ｓ
Ｆ
　
ｏ
Ｈ
∽

Ｒ
卜

Φ
Ｈ
∽

Ю
Ｓ
Ｆ
　
ｏ
Ｈ
∽

Φ
∞
」
だ
ｒ
　

Ю
Ｈ

∽

Ｒ
ト

コ

∽

Ｒ
卜

Ю
あ

寸
Ｓ
Ｆ
　
Ю
出
∽

寓
卜

寸
あ

Ｏ
Ｚ

卜
∞
〇

Ｎ
Ｏ
Ｏ

０
い
０

卜
の
０

〇
〇
〇
Ｈ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

゛
〇
〇
Ｈ

∞
〇
〇
日

「
〇
〇
Ｈ

Ю
Ｏ
Ｏ
Ｈ

〇
〇
〇
日

卜
〇
〇
Ｈ

∞
〇
〇
Ｈ

０
０
０
Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｏ
Ｈ

Ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｈ

∞
［
Ｏ
Ｈ

寸
Ｈ
Ｏ
Ｈ

絆
樫

′゙

興

駅
士

罫
Ｋ

継
巡
駅
手

靭
Ｓ
駅
手

靭
ぎ
駅
子

部
Ｋ

日
靭
Ｓ
駅
手

Ｈ
靭
Ｓ
駅
■

継
終
駅
叶

罫
Ｋ

駅
邸
駅
岳

罫
Ｋ

日
靭
巡
駅
子

鰈
巡
眼
■

罫
Ｋ

継
さ
駅
手

日
靭
Ｓ
駅
手

‘
く日
罫

や

ｏ
ヽ
゛

撃

∨

′
ヾ

撃

∧

震
０
引

∨

∞
卜
の
‐‐「

∧

Ю
卜
Ｒ

「

∧

マ
ト
Ｒ

「

∨

簗
陣
整

幾
旧
肝

畿
剛
降

簗

圧

簗

巴

簗
巴
拠

幾

巴

簗
巴
埋

幾

巴

畿

巴

幾

巴

簗

巴

準

巴

幾

匡

ミ
Ｅ
鰹

簗

巴

や
Ｅ
輝

簗
択
ぱ
堅

幾
巴
肥

幾
巴
糎

簗

巴

幾
巴
肥

簗
巴
埋

雙

巴

幾
Ｅ
埋

や

Ｅ

幾

巴

簗

巴

簗
匡
肥

（日
ε
　
　
Ю

駒
Ｋ

和
賦

×
繹
熙
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5.縄文土器

今回の調査では整理箱 (容積34× 54× 20cm)で約60箱出土 している。その時期は早期前半から中

期終末まで非常に幅広い。報告書作製にあたっては以下の基準で分類・検討を行なっている(1)。 時

期の区分は早期前半、早期末～前期初頭、前期後葉～中期初頭、中期中葉、中期後葉として各時期

ごとに土器の検討を行なった。早期から中期初頭の土器については量が少ないので、全資料をまと

め、分類・検討 した。中期中葉・後葉の遺物についても、基本的には全ての資料をさらに段階ごと

に細分し、検討を行なった。この時期の資料のうち、住居址等の遺構に伴う一括資料については各々

の帰属する段階の中で検討した。ただしそれらの出土状態などに関する記述は各遺構の項で行なっ

ている。なお中期の土器の年代観については、中葉のものは下総考古学会の編年②、後葉のものは

長野県史の編年oに より時期区分を行なった。

註 1.分類の方法については『梨久保遺跡』 (岡谷市教育委員会1986)を参考にした。

2.下総考古学会1985「勝坂式土器の研究」『下総考古学』 8

3.長野県史刊行会1988『長野県史』考古資料編全 1巻 (四)遺構遺物

第 1群 縄文時代早期前半の土器 (第90図 1～ 34、 第93図80・ 81)

早期前半の土器は67点出土 している。ほとんどが押型文土器で、少量の撚糸文土器などがある。

遺構に伴うのは土坑から出土 した数点のみで、ほとんどが遺構外や後の時代の遺構への混入品であ

り、調査区のほぼ全域に分布している。いずれも小さな破片であり、器形を復元できるものはな

い。

第 1類 押型文土器 (第 90図 1～ 31)

61点出土 している。全体量は決して多くないが、松本市の発掘調査で出土したものでは比較的ま

とまった資料といえる。今回は文様と器厚より以下のような分類を行なった。

第 1種 (第90図 1～ 9)器厚が 4～ 6 mmの薄手の山形文土器である。17点のうち9点を図示 して

いる。山形文の比較的大きなもの (1～ 4)と 細かいもの (5～ 9)がある。 1・ 204は 体部に

横位の帯状施文をもつ。 1は 口唇にも体部と同一の原体による施文が施されている。 305～ 9の

体部は縦位の帯状施文である。 3は樋沢式土器の特徴である口縁に平行する文様帯の下に縦の文様

帯をもつ。 7～ 9は胴部下半の破片で文様帯が密着し、単位の判読が困難である。

第 2種 (10～ 16)器厚が 4～ 6 mmの薄手の楕円文土器である。16点 のうち 7点を図示 している。

いずれも楕円文は非常に細かい。小片のため文様帯の判読が困難であるが、横位の帯状施文と推定

される。原体はいずれもかなり短いもののようである。15・ 16は楕円の端部が角張り、菱形に近く

なっている。

第 3種 (17018)器厚が 7 mm以上の厚手の山形文土器である。 3点のうち 2点を図示 している。

17は第 1種としたものより胎土中に細かい砂粒を多く含む。 18は 粗大な山形文を斜めに施 してい

る。

第 4種 (19～28)器厚が 7 mm以上の厚手の楕円文土器である。23点のうち10点を図示 している。
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第 2種 としたものに比べて粗大な楕円文をもつものが多い。26～ 28の 3点は器厚は厚いが、第 2種

と似た細かい楕円文が施されている。19～ 21は縦位の密接施文である。22023027の 3点は横位の

密接施文と思われるが、単位の判読は困難である。28は 口縁下の屈曲部の破片であるため原体が判

別しにくいが、上半部に横位施文し、下半部は先端の細いU字状の工具による刺突文が施されてい

る。先端を斜めにした半裁竹管状の工具で器面を垂直に刺突したものと思われる。小片のため確実

ではないが、 2種の文様帯の交互施文と推定される。

第 5種 (29030)胎土に繊維を含む厚手の楕円文土器である。出土したのは図示した 2点のみで

ある。29は粗大な楕円文がわずかに認められる。30は菱形に近い楕円文が施されている。

第 6種 (31)か なり崩れた格子目文、あるいは市松文土器である。 1点のみ出土した。器厚は薄

く、第 1・ 2種に近い。月台■には非常に糸田かい砂が含まれる。

第 2類 撚糸文土器 (第90図32～34)

3点出土している。いずれも遺構外からの出ILで、胎土中に繊維を含んでいない。早期末の土器

に比べるとやや薄手である。

第 3類 田戸下層式土器 (第 91図 80・ 81)

2点出土している。80は 回縁部の破片である。口縁に連続する刻みを入れ、 2条の爪型の刺突と

連続する斜めの沈線を施している。下端は屈曲部で折損している。81は 80よ りやや太 く浅い沈線が

施されている。 2点 とも胎土中に微小な穴が見られ、微量の繊維を含んでいた可能性がある。

第 1群土器を編年的にみると、 1類 1種及び 2種とした薄手の押型文土器は樋沢式土器の新 しい

段階に位置付けられるものである。近接する遺跡との比較では、塩尻市向陽台遺跡の土器群に似て

いるが、同遺跡の資料中には胎土に黒鉛を含むものが多く、本遺跡の資料中にはみられないことか

ら、向陽台遺跡よりも1段階後のものといえよう。樋沢式そのものではなく、その系統上のものと

考えたい。 2類 3種及び 4種 とした厚手の押型文土器は、細久保式の段階に位置付けられる。 4種

の中の厚手で細かい楕円文をもつもののうち、27028の 2点は前段階との中間的なものと位置付け

られるかもしれない。28は遺存部の下に楕円文の文様体がある交互施文だとすれば、細久保式と考

えられる。第 2類の胎土に繊維の含まれない撚糸文土器と、第 3類の田戸下層式土器は細久保式に

伴うものと考えられる。第 1類 5種の胎土に繊維を含む押型文土器は細久保式期のなかでも新しく、

高山寺式に近い段階のものと考えたい。第 1類 6種は位置は不明である。

第 2群 縄文時代早期末葉～前期初頭の土器 (第90図35～第91図72・ 74～ 79)

この時期の土器は約200点出土 しており、少量ではあるが 比較的まとまった資料である。早期

前半に比べると土坑からの出土資料が増えるが、大半は遺構外や後の時代の遺構
への混入品である。

この時期のものと考えられる土坑は、調査区の西側の低くなった部分を中心に分布するが、遺物は

調査区のほぼ全域から出土している。出土した土器はいずれも小片で、器形を復元できるものはな
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い。今回は施文方法による大別の後、比較的遺存状態の良好なものを抽出し、図化している:概観

すると在地の胎土に繊維を含む土器群が主体で、それに少量の東海系の土器群が伴っている。この

時期の土器は同じ中山地区の坪ノ内遺跡 (松本市教育委員会1990年)や生妻遺跡 (同1991年刊行予

定)な どで近年良好な資料を得ており、それらを参考に位置付けてみたい。

第 1類 在地の土器 (第89図35～第91図 79)

胎土に多量の繊維を含む厚手の土器で、器形はいずれも尖底の深鉢になると思われる。以下施文

方法により細分を行なった。

第 1種 撚糸文・縄文系土器 (第90図35～ 45)出土量は多いが、大半は小破片である。胴部の破
片11点を図示した。35～ 40は撚糸文施文、41～45は縄文施文である。いずれも厚手で胎土中に少量

の繊維を含むが、焼成は良好である。内面の調整は比較的丁寧である。

第 2種 絡体圧痕文系土器 (46～53)出土量は少なく、図示したものでほとんどである。48・ 49
は口縁部の破片であるが、風化が著しい。46は地文の撚糸文の上に絡体で押圧している。46047は

弾力性をもつ原体をイモ虫状に曲げて押圧している。

第 3種 条痕文系土器 (54～69)出土量は多く、この時期の大半を占める。条痕が内面のみのも
の (54055)、 外面のみのもの (56～ 60)、 両面に施きれたもの (61～ 67)あ 3種がある。59の外面

には指頭あるいは幅の広い工具によると思われる横方向の不規則なナデがみられる。62・ 64は他よ

りやや薄い。63は底部に近い破片で繊維の含有量が非常に少ない。67の内面には規則的は条痕がみ

られる。

第 4種 その他の在地系土器 (70～ 73)出土量は少ない。70は山状の小突起をもつ口縁の破片、
71・ 72は無文土器である。73は沈線の区画内を刺突で埋めている。

第 2類 非在地の土器 (第91図75～ 79)

在地以外のものと思われるものを一括した。出土量は少なく、図示した5点のみである。75は上

半の屈曲部より上に粗大な刺突文をもつ。下端は条痕端部の盛り上がりの直下で折損している。関

東地方の鵜ケ島台式土器と推定される。77・ 79は微量の繊維を含む灰色のよく似た胎土で、同一個

体と思われる。77は低い隆帯の上と器面に横方向に連続した爪型文が施されている。78は浅い条痕

をもつ。79は屈曲した端部とその上に半円形の連続刺突が施される。いずれも茅山下層式に並行す

る段階の東海地方の資料と思われる。76はわずかに突起する国縁である。断面の丸い工具で回縁の

形に平行する横方向の押し引きを行なっている。胎土には多量の繊維が含まれる。この土器の系譜

は不明である。

第 2群の土器群の編年的は位置付けは、遺構外資料が多く共伴関係等の資料の確実性はないが、

近年の周辺地域の資料等により、ほぼ同時期に属するものと考えられる。この土器群は共伴する東

海地方のものの時期より、早期末葉から前期初頭に位置付けられる。なお本遺跡出土で非在地とし

た土器群は、他地域そのものではなく、在地で模倣したものと考えられる。
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第 3群 縄文時代前期後葉の土器 (第91図74082～86)

この時期の土器は破片が数点出土したのみである。今回の調査ではこの時期の遺構は検出されて

おらず、全て後の時代の遺構覆土への混入品である。点数が少ないので細分は行なっていない。

74は 2条の隆帯の間を工具でナデ押さえ、隆帯の頂部を半哉竹管で連続刺突している。隆帯の上

にも沈線のような文様があるが、欠損していてわからない。82～ 84は地文の半裁竹管による沈線文

の上に、極細い粘土紐を張り付け、その上に刻みを入れ、結節浮線文としている。83は下半に小さ

なボタン状の張り付けが加わる。 3点の胎土・色調は各々異なるが、同一時期のものと考えられる。

時期的には前期末葉に位置付けられる。85は 口縁が屈曲し、受け口に近い形態である。文様は半哉

竹管による縦横の浮線文である。86は地文の半裁竹管による沈線の上をヘラ状工具による沈線で切

り、区画した部分を三角形または方形に削りとっている。この2点は前の3点 と同じか、やや後の

中期初頭に近い段階に位置付けられるものと推定される。

第 4表 押 型 文 土 器 観 察 表

問 図M 出土位置 群 類 種 部 位 器厚60 二又 様 器面調整 胎  土 備 考

14住覆土 山 形 密 接 ナ  デ 石 0砂 早75

14住覆土 山 形 密 接 ナ  デ 壼〓 早73

169土坑 1 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂

33住覆土 1 山 形 帯 状 ナ  デ 石

23住覆土 山 形 帯 状 ナ  デ 石

14住覆土 胴下半 山 形 帯 状 ナ  デ 石 早 8

5住覆土 山 形 帯 状 ナ  デ 石 早71

390土坑 山 形 帯 状 ナ  デ 石

296土坑 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂 早77

30住覆土 口 縁 山 形 帯 状 ナ  デ 石 0砂 早10

14住覆土 山 形 帯 状 ナ  デ 石 0砂 早12

14住覆土 山 形 帯 状 ナ  デ 石

14住 P8 山 形 帯 状 ナ  デ 石 0砂

566土坑 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂

2住覆土 楕 円 帯 状 ナ  デ 石・雲 早74

3住覆土 胴下半 楕 円 密 接 ナ  デ 石 。砂 早 3、 異方向施文

14住覆土 楕 円 密 接 ナ  デ 石・砂 早79

5住覆土 1 胴上半 楕 円 帯 状 ナ  デ 石・砂 早72、 屈曲部

11住検出面 楕 円 帯 状 ナ  デ 石・砂

23住覆土 1 楕 円 密 接 ナ  デ 石 。長 早17

20住覆土 楕 円 帯 状 ナ  デ 長 早 4

5住覆土 楕 円 帯 状 ナ  デ 雲・砂 早 2

排   土 楕 円密接 ? 粗 石・雲

18住覆土 1 楕 円 帯 状 ナ  デ 石・雲

検 出 面 1 楕 円 帯 状 粗 石

32住覆土 胴下半 楕 円 帯 状 ナ  デ 石・長 異方向施文
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M 図 M 出土位置 群 類 種 部 位 器厚←→ 工又 様 器面調整 胎  土 備 考

27 32住覆土 胴下半 楕 円 帯 状 ナ  デ 石

28 1087土坑 1 口 縁 山 形 帯 状 ナ  デ 石・雲 早76、 回縁横位、胴部縦位

29 14住覆土 1 口 縁 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂 早 11、 日唇施文

30 14住検出面 山 形 帯 状 ナ  デ 石 。砂

56土坑 胴上半 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂 早 7

32 22住床面 山 形 帯 状 ナ  デ 石・砂 早 9、 粗大山形文斜位

638土坑 楕 円 粗 長

34 包 含 層 1 楕 円 粗 長

808土坑 1 楕 円 帯 状 ナ  デ 石 早 6、 横位施文

36 1120土坑 楕 円 ナ  デ 石・雲

37 排   土 1 楕 円 粗 砂 横位施文

排   土 1 楕 円 密 接 ナ  デ 石 横位施文

24住覆土 1 楕 円 帯 状 粗 石 横位施文

40 404土坑 楕 円 粗 早78

404土坑 1 楕 円 密 接 ナ  デ 長 早13、 輪積痕明瞭

42 20住覆土 口 縁 楕 円 密 接 粗 砂 早 16

843土坑 楕 円 密 接 粗 砂 早 18

44 401土坑 楕 円 帯 状 粗 石・長 早81、 横位施文

45 449土坑 楕 円 粗 石・長

46 409土坑 胴下半 楕 円 密 接 ナ  デ 石

47 検 出 面 楕 円 ナ  デ 石 早 15

48 4住 炉 楕 円・刺突 ナ  デ 石・長 早 15

49 21住検出面 楕 円 ナ  デ 石 0長 早 5、 横位施文

排   土 楕 円 ナ  デ 長 横位施文

排   土 1 楕 円 ナ  デ 長 横位施文

401土坑 楕 円 ナ  デ 長

401土坑 1 山 形 帯 状 ナ  デ 石

54 401土坑 胴下半 楕 円 ナ  デ 長

896土坑 胴下半 楕 円 ナ  デ 長

56 255土坑 楕 円 ナ  デ 石・長

57 404土坑 楕 円 ナ  デ 長

5住覆土 口 縁 楕 円 ナ  デ 砂 早 1、 横位施文

排   土 口 縁 楕 円 ナ  デ 石 早14

371土坑 楕 円 粗 繊 維 早80

69土坑 楕 円 粗 繊 維 早69

151土坑 格  子 ? ナ  デ 長 早70

検 出 面 撚 糸 ナ  デ 長 早21

検 出 面 口 縁 撚 糸 粗 雲 。長 早22

排   土 口 縁 撚 糸 ナ  デ 繊維・砂 早20

検 出 面 口 縁 連続刺突・沈線 ナ  デ 繊維 ?・ 砂 早68

22住覆土 沈 線 粗 繊維 ?0雲 早19
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第 4群 中期初頭の土器 (第88図 131・ 134拓影第102～ 105図 )

縄文時代中期の土器は『松本市坪ノ内遺跡』 (松本市教育委員会1990)に ならって、初頭・中葉・

後葉の 3段階に区分した。

初頭に比定される土器は少量で、土坑内及び包含層から破片が出土するにとどまっている。

第56号土坑出土土器 (拓影280・ 282)は、縄文を地文とし深い陰刻文や連続刻み目文などがみら

れ、五領ケ台Ⅱ式の新しい段階に比定される。第179号土坑 (302)、 第756号土坑 (拓影313・ 314)、

第1013号土坑出土土器 (320)も 五領ケ台Ⅱ式段階に比定されるもので、314は浅鉢である。

遺構に伴わない土器では、沈線文系 (三上1987)の 131・ 拓影301・ 327・ 3350348。 縄文系の930

153・ 163・ 拓影322・ 334・ 336～ 339・ 347があげられる。おおむね五領ケ台Ⅱ式の段階であるが、

301は古 くなる。また、327は平出三 A土器につながるものである。134は浅鉢である。 また、328

は角押文の施された最終末の土器であり、胴部の装飾によっては中葉 I期に下がる可能性を持って

いる。

第 5群 中期中葉の土器

第 2号住居址出土土器 (第65図 1～第66図 8、 拓影第90図87～ 93)

6は炉体土器で、全面にRL縄文が施されており、五領ケ台式土器の末期から勝坂式土器の初頭

の段階と思われる。

覆土中には I期の新しい段階からⅡ期の土器を主体とし、その前後の土器が混在している。 3・

5は勝坂式土器系統の I期 c段階 (寺内1984)の土器である。胎土中には白色の大粒岩石片が多量

に入っており、 6の胎土に近く勝坂Ⅱ式段階の 1・ 2や斜行沈線文土器とは大きく異なっている。

3は指頭圧痕を地文とし、口縁部の突起から舌状に延びる隆線を特徴をしている。 5は角押文の施

文具が立ちはじめている。図示しなかった破片から、口縁部 Ia文様帯には楕円形区画文が一段め

ぐる。拓影92も I期である。

1・ 2・ 拓影88は勝坂式土器系統のⅡ期に比定される。胎土には砂粒を多く含み粗いが、大粒の

混和材は入らなくなる。 1・ 2と もに本来の勝坂式土器からは逸脱 した文様の構成を取っている。

1の菱形の区画文は、多くの場合胴部文様や、他の区画文の一部と組合わさって使われることが多

い。しかし、全面に菱形区画文が施される例は、東京都西上遺跡など少数に限られる。また、 2に

みられる胴部に斜めに配置される楕円形区画文は、さらに特異な例と言える。

407は I tt c段階からⅡ期の古い段階にともなう斜行沈線文土器 (寺内1984)で ある。両者と

も横位の細長い楕円形区画文が崩れはじめている。4の胴部に見られる連結部を持つ懸垂文は、仮

称“深沢式"土器 (高橋1989)の系譜を引くものとして注目される文様である。 しかし、本来のも

のとは異なり、横方向に広くなり崩れる傾向を見せている。沈線はいずれも単沈線である。

8・ 拓影87089・ 90はⅣ期に比定される勝坂式土器であり、凹地となった本住居址への混入品と
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考えられる。

5号住居址出土土器 (第66図 9～第77図 56、 拓影第92図94～第95図 137)

覆土中から中期中葉Ⅲ期の新しい段階～Ⅳ期のまとまった資料が出土している。

9～ 32は勝坂式土器の中で、横割の区画文などが重畳する土器であるな

13015・ 16は 回縁部文様帯に半楕円形 +三角形区画文 (重三角文)の残存する土器である。いず

れも隆線上の刻みが認められないか、あるいは非常に限定して使われており、Ⅲ期に比定される。

13は隆線脇や区画内を充填する細沈線を特徴としている。15の胴部にはいわゆる象の鼻と呼ばれる

抽象文が残存 しており、本住居址の中でも古い土器である。16に は半哉竹管による平行沈線文が認

められる。

14017は 口縁部文様帯の半楕円形 +三角形区画文が崩れはじめた土器である。14はⅢ期、17はⅣ

期であろう。14に見られる装飾は、基本的には勝坂式土器の系統に属するが、口縁部にみられる突

起は斜行沈線文土器の突起が変形したもので注目される。また、口縁部文様帯の集合沈線は、口唇

部直下に刺突を入れ、足の長い蓮華文に近い様相を示している。23・ 26は、口縁部文様帯の区画文

が横方向との連絡を弱め、 4単位の独立した区画文とその上部に付属する突起を主体をした土器で

ある。隆線上には本格的に刻み目が施されるようになっており、Ⅳ期に比定される。10・ 27・ 32に

は楕円形区画文が一部に認められており、10がⅢ～Ⅳ期、27・ 32がⅣ期である。

9・ 12・ 20022は 一段から数段の楕円形区画文が認められる土器である。 9は刻みのない隆線に

よる区画文内にキャタピラー文とくさび文が施されており、15022と ともに本住居址では比較的古

いⅢ期に属する土器であろう。12020の 隆線上には一部で刻み目がのってきており、Ⅲ期の新しい

段階かⅣ期に比定されるものである。

25・ 30は 口縁部が遮、くらみを持った波状口縁となり、集合沈線で飾られる。松本平においては、

この時期の遺跡では確実に一定の割合で認められる類型の一つである。25の胴部区画内にはキャタ

ピラー文やくさび文など古い要素が認められるため、Ⅲ期と考えられる。30は隆線上の刻みも多 く

なり、若干新 しくなるであろう。

21・ 24028・ 29・ 54は胴部上半に、一段の三角形区画の崩れた横方向の隆線文が認められる土器

である。23は Ⅲ期の可能性があるが、他はⅣ期であろう。

31は櫛形文を持つ土器で、他の勝坂系統の土器と胎土が異なっている。Ⅳ期かそれよりも新しい

段階の土器である。

33～ 42は勝坂式土器系統の内、縦割区画文土器と胴部文様帯を幅広く取った土器である。

36～ 38は胴部文様帯を幅広く取る土器でキャタピラー文の盛行からⅢ期に比定される。40041は

36～ 38よ りの新 しい段階でⅣ期に属すると考えられる。いずれも、口縁部に無文帯を有し、口唇部

の一ケ所に突起を配している。

34・ 35・ 39・ 42・ 55は隆線脇に半裁竹管の腹を使った半隆起線 (平行沈線)文によるパネル文が
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認められる。ここでも回縁部には無文帯を有し、一ケ所に突起が認められる。Ⅲ期～Ⅳ期である。

53・ 56を はじめ勝坂式土器系統の土器に施された縄文は、すべて単節RLである。

43・ 44は焼町土器 (1984野村)である。いずれも文様帯の分割がなくなっており、Ⅲ～Ⅳ期に比

定されよう。

45・ 46・ 48は平出三 A土器である。勝坂式土器や焼町土器とは一見 して胎土が異なり、器壁が

うすく作 られている。45や 48はかなり崩れてきてはいるものの、平出三 A土器の文様構成をとど

めており、Ⅲ期かもしくはより古くなるであろう。48に は押し引き文やRL縄文が認められる。43

では頸部文様などに変化が現れており、Ⅲ～Ⅳ期と思われる。

47は松本平やその周辺地域で少数ながら点在する類型である。全面にRL縄文が施 されており、

そのうえに連鎖状隆線だけが認められる。器形は回縁部付近の幅の狭い部分が直に立ち上がり、広

い頸部を有するなど平出三 A土器との類似が認められる。しかし、胎土は勝坂式土器に近 く、器

厚も厚 くなっている。

49・ 52は浅鉢である。

拓影で図示 した土器は、102が Ⅱ期である以外は、Ⅳ期を主体としたもので、若千Ⅲ期やV期の

土器が混ざるようである。いずれも、破片では時期を限定することができない。

8号住居址出土土器 (拓影第95図 154・ 158)

154は角押文が施されておりI期である。158も近い時期のものであろう。

9号住居址出土土器 (拓影第94図 140・ 1410144)

140・ 144に は隆線上に刻みが施されており、Ⅳ期～V期 と考えられる。141の沈線の一部はくさ

び状の刺突となっている。

10号住居址出土土器 (拓影第94図 142・ 143)

142に は蛇行する隆線の脇に 2条の沈線がみられ、143に は幅の狭い区画の耳部に円形の突起がつ

いている。いずれも、斜行沈線文土器系統か焼町土器の古い段階の破片と考えられる。全体のモチー

フがはっきりしないがⅡ期であろう。

11号住居址出土土器 (拓影第92図 145～ 149)

146は地文がなくなった回縁部文様帯に鋭い沈線装飾が施されており、五領ケ台最終末の段階か、

胴部の状態によっては中期中葉 I期の最古の段階になるであろう。147は I期の斜行沈線文土器。

148・ 149は Ⅳ～V期である。

13号住居址出土土器 (拓影第94図 150～第95図153)

150は角押文の施された I期である。151・ 152は角押文と格子目文が認められる。 I期かあるい

は若干古 くなるかも知れない。

32号住居址出土土器 (第 78図 58、 拓影第94図138・ 139)

58は 口縁部の突起の形状や隆線の形状から斜行沈線文土器か、それに伴出する千曲川水系の土器
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であろう。RL縄文が全面に施されており、隆線脇の角押文は刺突に近くラフになっている。 I期

c段階かⅡ期の古い段階に比定されよう。138は平出三 A土器、139は角押文がラフになってくる I

期 c段階である。

土坑出土土器 (第 88図127～ 1300132・ 133、 第89図 136)

第154号土坑出土土器 (129)は平出三 A土器の古い段階の土器であり、五領ケ台式平行期まで

上がる可能性を持っている。第226号土坑出土土器 (128)は Ⅲ期～Ⅳ期の縦位区画文土器である。

第901号土坑出土土器 (136)は指頭圧痕のみの土器で I期 と考えられる。第1087号 土坑出土土器

(127)は、口縁部文様帯を 2段に分帯しようとする徴候が現れており、斜行沈線文土器の成立を考

える上で重要な土器である。口縁部 Ia文様帯には変形した蓮華文が認められる。また横位に重な

る半哉竹管による半隆起線文は、北陸系の土器との関連をうかがわせる。胴部の縄文はRLである。

第1099号土坑出土土器 (130)は撚糸文を地文としており、Ⅳ期と思われる。

遺構に伴わない土器

I期では、27号住居址出土の指頭圧痕文を持つ土器。拓影329・ 330の 角押文を伴う土器があげら

れる。

Ⅱ期では、342の勝坂式土器のほか斜行沈線文土器の拓影340がある。

Ⅲ期では、349や 350。 Ⅳ期からV期にかけては、拓影3410343・ 344な どがあげられる。

(参考文献〉

高橋 保  1989「県内における縄文中期前半の関東・信州系土器」『新潟県考古学談話会会報』第 4号

寺内隆夫  1984「角押文を多用する土器群について」『下総考古学』第 7号

寺内隆夫ほか1990『松本市坪ノ内遺跡』

野村一寿  1984「塩尻市焼町遺跡第 1号住居址出土土器とその類例の位置づけ」『中部高地の考古学』Ⅲ

三上徹也  1987「梨久保式土器 再考」『長野県埋蔵文化財センター紀要』 1

第 6群 縄文時代中期後葉の土器

今回の調査で出土した土器の中では時期別では最も多く、全出土量の大半を占める。住居址に伴

なう一括資料など良好なものも多い。以下時期別に文様の変化等を追いながら概観してみたい。

1)中期後葉 I期の土器

第 14、 29号住居址の資料が中心である。量的には多くないが、器形を復元できたものが多い。中

期中葉末の土器の文様等を残すものや、唐草文系土器群に先行する梨久保 B式土器が主体で、器

形は、ほとんどが深鉢である。

第14号住居址の資料 (第 79図59-65、 拓影第95図 155～ 97図171)は、ほとんどが小破片であるが、

良くまとまっている。第79図 61や拓影第95図157は 口縁部に細い粘土紐を貼り付けた重弧文をもつ。

61は キャリパー形の回縁であるが頸部のくびれが少なく、口縁と胴部の最大径差が少ないため、寸

づまりの印象が強い。62は頸部が数段にくびれる器形で、その部分の外側に細い粘土紐を格子目状

に貼り付けている。このような細い隆帯の貼り付けの多用や、59・ 61～ 63・ 拓影 160・ 161・ 1640
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167・ 170・ 171な どに見られる胴部の隆帯による区画内の縦横の沈線による充てんは、 この時期の

特徴である。62は肩部にテラス状の大きな張り出しをもち、その上面に粘土紐を貼り付ける特殊な

器形の深鉢である。拓影165・ 166は月同部下半に前段階から続く櫛形文をもつ。 169は斜めの沈線が

あり、時期は下るものと思われる。

第29号住居址の資料は、本址を切る第18号住居址との時期差が少なく、帰属の決定の困難なもの

が少なくない。第79図 66は、この時期では古い様相をもつ。87の 回縁部は隆帯を貼り付けた後、そ

の間に深い沈線を入れている。胴部は深い沈線で器面を埋めている。第79図 68・ 拓影174は前述の

169同様、新 しい時期のものである。

遺構外の資料には第89図 137な どがある。137は縦の隆帯から枝別れした部分の脇を、沈線で充て

んした後、ナデている8

2)中期後葉Ⅱ期の土器

第16、 18、 26号住居址の,資料が中心であるが、量的には非常に少なく器形を復元できたものは、

ほとんどない。前の段階から発達 した唐草文系の土器が主体となる。器種別では深鉢がほとんどで、

文様は前の段階の系譜上のものに、区画内の充てんに斜めの沈線が加わり綾杉文に発展する。

第16号住居址の第82図83は唯一器形が復元できたが、時期を決定できる文様はなく、帰属は不明

である。拓影の資料も量が少ないので、まとめて概観したい。拓影第96図 172・ 178・ 182は隆帯に

よる重弧文をもつ。184・ 193は頸部に隆帯による格子目状の貼付をもつが、前の段階に比べて隆帯

は太くなり、粗大化する。174・ 186・ 191～ 193は 1同部の充てんに斜めの沈線が加わる資料である。

192・ 194は綾杉文が確立した、Ⅱ期の中では新 しい段階の資料である。

3)中期後葉Ⅲ期の土器

9軒の住居址があり遺物の量は最も多くなる。埋甕をもつ住居址もこの時期に集中しており、埋

甕に使われた土器など、器形の復元できたものが多い。前の段階に続いて唐草文系の土器が主体で

あり、これに加曽利 E系の土器と、少量の曽利系の土器が伴なう。唐草文系の土器は胴部に綾杉

文をもつが、新しい段階には序々に崩れはじめる。今回は住居址の切り合いや、土器の文様の変化

により、この時期を新旧 2段階に細分 したが、区分の基準に明確さを欠く部分があり、なお検討を

要するものである。

古段階としたものには、第 3、 15、 17、 23、 31号住居址の資料がある。

第 3号住居址の資料 (第80図69～ 76、 拓影第97図195～第98図202)は全て唐草文系の土器である。

埋甕 (第80図74)は地文の条線の上に沈線で文様を描いている。これに対して覆土内や床上から出

土したそのほかの土器は隆帯の区画内を沈線の綾杉文で埋めており、両者の使いわけが行なわれて

いる。このような例は同じ中山地区の生妻遺跡 (松本市教育委員会1991刊行予定)の第 2号住居址

にあり、今後の検討を要するものである。他の土器もほとんどが深鉢だが小型のものが多い。第80

図73は小型の器台である。円錐状の台の上に円盤が乗るこのようなタイプの器台は類例が少ないも
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のである。

第15号住居址の資料 (第81図77～第82図 82、 拓影第98図204～第99図213)に は、唐草文系と加曽

利 E系の土器が混在する。埋甕 (第 82図81)は加曽利 E式土器の第 2様式から第 3様式の移行期

にみられる頸部の無文帯の省略が進行 した段階に位置付けられると思われる。上下の文様帯の端部

の名残りと思われる隆帯が 2本平行して巡り段状になっている。拓影209は地文に縄文をもち、唐

草文系と加曽利 E系の両方の要素の融合した資料である。

第17号住居址の資料 (第82図86・ 第83図 87、 拓影第99図214・ 215)は非常に少ない。埋甕 (第83

図87)の胴部の文様よりⅢ期としたが、上下が欠損しており明確でない。覆土より出土 した86は、

口縁の重弧文が、やや崩れているものの、胴部はⅡ期の特徴を残す。この土器は住居址奥側の床よ

りやや上の礫の固まりの中から出土 しており、本址との帰属関係には、やや疑間が残る。そのほか

の資料も少なく、この住居の時期については、Ⅱ期あるいはⅢ期の古段階のどちらかと考えたい。

第23号住居址の資料 (第86図89～ 91、 拓影第100図 232～ 235)は量的には少ない。本址を切る

第27号住居址との時期差が少なく、切り合いの誤認もあり、帰属の微妙な資料もある。第86図89は

2単位の把手をもつ。把手の上面には粘土紐を、うず巻き状に貼り付けた後、その接ぎ目に沈線で

線を入れている。肩部の最大径部に横に区画された文様帯が確立するのも、この段階の特徴である。

第31号住居址の資料 (第82図84・ 85、 拓影第100図236・ 237)は非常に少ない。帰属 も第 4号住

居址との時期差が少なく微妙なものがある。

新段階としたものには、第 4024・ 25・ 27号住居址の資料がある。前の段階の土器にみられた深

鉢の最大径部の文様帯が消え、胴部と一体化してゆく。また口縁部の文様帯も簡略化され、やがて

無文化する。胴部の綾杉文も崩れ、簡略化されてゆくなど、次の段階に向かって省略が進んでゆく。

第 4号住居址の資料 (第83図92～第84図94・ 拓影第99図220～231)は ほとんどが唐草文系土器で

ある。この住居址は遺構の項で述べたように、 1軒のものかどうか疑間が残るものであり、土器に

もバラつきがみられる。埋甕 (第84図95)は 回縁部に沈線と列点による文様を描いている。これは

前の段階にみられた隆帯による文様の退化したものと思われる。94は床面直上より出土 した。口縁

部は沈線による文様をもち、胴部の文様も崩れ始めているが、最大径部の文様帯は残っている。93

も胴部の綾杉がしっかりしており古い要素をもつ。これらの資料からみても埋甕が最も新 しい要素

をもっており、この住居址については再検討の必要があるといえる。

第24号住居址の資料 (第84図96～第85図1040拓影第100図 238～245)は量が多く、唐草文系、曽

利系、加曽利 E系の土器が混在している。埋甕 1(第84図96)は 曽利系、同 2(97)は条線が地文

の唐草文系、同 3(101)は 隆帯の間を沈線で埋める唐草文系と、各々異なった土器が使用されて

いる。埋甕 2の中に入っていたのは98で、この上に拓影242が入っていた。唐草文系の土器はいず

れも胴部にみられる綾杉文が崩れはじめている。99は小型の壺形土器である。胴部は沈線で文様を

描いており、 3条の沈線の下に4単位のループが描かれている。このループは割り付けがズレてお
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り4単位のうち 1つ は極端に小さくなっている。上部は3条の沈線の上にループをのせ、その上部

が三角になり、さらに上へ続いているが折損 しており上部の展開は不明である。どのような系統上

に位置付けられるのかは不明である。105、 106・ 拓影239～ 241は加曽利 E系の土器である。

第25号住居址の資料 (第86図 107～ 109・ 拓影第101図246・ 247)は量的には非常に少ない。埋甕

(第86図107)は月同部の綾杉文が崩壊し、縦方向の短かい沈線になっている。Ⅳ期の土器に極めて近

いが、隆帯による区画が、わずかに残るため、Ⅲ期の終わりのものと考えた。 108は肩部の文様帯

が消滅 し、胴部の綾杉も崩れている。

第27号住居址の資料 (第86図 110～ 115、 拓影第101図248～251)も 唐草文系と加曽利 E系土器が

混在する。埋甕に使用されていた 2つ の深鉢 (第 86図 110・ 111)は 回縁部と胴部の文様帯が区画さ

れる加曽利 E式第 3様式に位置付けられるものである。拓影249は前述の第25号住居址の埋甕と同

様に胴部の綾杉文が崩れ、 1方向の短かい沈線になっている。

以上がⅢ期の土器の概観であるが、唐草文系土器のこの段階については、変遷の様子を多くの部

分で把握しきっていないため、自分自身混乱 している部分が多く、多くの誤認等があると思う。細

分にあたっても文様帯の変化でなく、断片的な資料からの全体の雰囲気で決めてしまった部分があ

り多くの問題を残してしまった。しかし文中で上げてきたような、口縁部の文様帯の隆帯→沈線→

消失という変化、肩部文様帯の確立から崩壊までの変化、それに胴部の綾杉文の変化などを抽出し、

それらを組み合わせてゆくことによって変遷が追えると思う。また共伴する土器や、さらに曽利系、

加曽利 E系以外の例えば東北地方の大木系などの影響等、今後解明してゆくべき点は多い。今後

改めて検討し、究明してゆきたいと思う。

4)中期後葉Ⅳ期の土器

中心となる第28号住居址の資料のほか、第19号住居址とした集石、遺構外に若干の資料がある。

量的には決して多くないが、比較的良好な資料といえる。この時期には、深鉢の肩部の広ゝ くらみが

失われ、口縁に向け直線的に開く器形となる。隆帯による区画も退化し、やがて沈線に変わる。前

段階で肩部の文様帯や、それが退化した口縁と胴部を区画する隆帯の下に見られた両端が蕨手状に

曲がる沈線も退化して短かくなり、勾玉状のものになる。またこの文様の施文具も棒などの工具か

ら指頭によるものへ変化する。胴部の綾杉文は完全に崩壊し、短かい沈線による器面の充てんが行

なわれるようになる。器形も深鉢のほか、バケツ状の吊手をもつものなどがみられるようになる。

第28号住居址の資料 (第87図116～ 119・ 拓影第101図 252～255)に は、これらの要素が良く現わ

れている。第87図1170118はバケツ状の吊手をもつ深鉢の破片である。118は 回縁か ら把手の側面

にかけて 2列の刺突をもつ。116は肩部が大きく外へ張り出す深鉢である。口縁は数単位の突起を

もつと思われる。胴部は指頭によるごく浅く幅の広い沈線と列点状の文様が描かれている。119は

地分の縄文の上を沈線で区画し、一部を磨り消ししている。この時期の加曽利 E系の土器である。

拓影の資料も指頭による勾玉状の短かい沈線 (252)、 縦の蕨手状沈線 (253)な どをもつ。253は波
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状口縁の頂部の破片である。

第19号住居址及び遺構外の拓影資料も同様の特徴をもっている。

以上中期後葉の土器を見てきたが、Ⅲ期の終わりのところで述べたような様々な問題点がある。

今後改めて唐草文土器を中心に検討したい。
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6。 石器・石製品

(1)石器 (第 106～118図)

今回の発掘調査で出土した石器群のうち、定形的な石器と原石・石核の点数 (全体の構成比)は

以下のとおりである。

⑦打製石斧     89点 (13.1%)

③磨製石斧     16点 ( 2.4%)

⑨凹・敲・磨石   85点 (12.5%)

⑩石皿        3点 ( 0.4%)

⑪砥石        8点 ( 1。 2%)

⑫原石・石核    60点 ( 8。8%)

総 計       681点 (100.0%)

このほかに2次加工のある景J片、使用痕のある景J片、景j片、砕片等が大量に出土しているが報告

書では割愛している。定形的な石器についてはできるだけ多くのデータを提示するため、整理作業

は以下の方針で行なった。

1)すべての石器について種類毎に出土地点・寸法・重量・石質・破損状況等を一覧表に登載する。

2)実測は完形または全形をうかがえるもの、使用痕を残すもの、特殊なものを中心に行なう。

3)石器の分類及び一覧表中の略号は、昨年度の坪ノ内遺跡の報告書(Dに従う。

なお、石質鑑定については森義直氏のご教示を受けている。以下では石器の種類毎にその概要を

述べることにする。文中の石器を説明する数字は図番号である。

①石槍 (1～ 4) 5点出土している。 1は チャート製で、基部が破損している。景J離調整は両面

加工であるが、身幅の割に横断面は厚い。 2は桂質頁岩製で、両端が破損しているが木葉形尖頭器

の下半部と考えられる。両面加工が施され薄身であるが、背面側のまJ離調整は粗雑である。 3は黒

曜石製で、三角錐状を呈する。両面加工であるが、背面側の右側辺、腹面側の最」離調整が粗雑なこ

とから未成品の可能性がある。 4は黒曜石製で、全長7.23cmの有舌 (茎)尖頭器である。身部は木

葉形を呈し長3。 9cm、 幅2。 9cmを計り、比較的長く先鋭な茎部は長3.3cmを計る。本資料に類似する石

槍は殿村遺跡 (山形村)か ら出土している。②

なお、木葉形を呈する大形尖頭器の 2、 三角錐状を呈する3は縄文時代にあまり例をみないもの

である。旧石器～縄文時代草創期の遺物が混入している可能性も考えられる。

②石鏃 (5～ 48) 278点が出土している。石材は黒曜石製250点、チャート製27点、磋化凝灰質泥

岩 1点が利用されている。基部は破損品を除いた223点のうち、凹基205点、平基16点、円基と凸基

は各 1点が出土している。茎部については凹基と凸基 (29)の各 1点に有茎鏃があるほかは、すべ

て無茎鏃である。破損状況についてみると、先端や片脚を破損したもの (一覧表のAOB・ D類 )

が多いが、完形品も69点 (24。8%)あ り注目される。

①石槍        5点 (0。 7%)

②石鏃       278点 (40.8%)

③石錐        37点 (5.4%)

④ピエス・ エスキーユ 35点 (5。 1%)

⑤石匙        17点 (2.5%)

⑥スクレイパー    48点 (7。 1%)
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特徴的なものとして異形石鏃 (19)と 局部磨製石鏃 (13・ 14・ 17018・ 44～46048)がある。前

者は両側縁が基部寄りで横に張り出す形態を取り、飛行機鏃と呼ばれるものに類似している。後者

は早期に特徴的にみられるもので、本遺跡の押型文土器に伴う可能性が高い。これらは長さと幅が

ほぼ同じ正三角形に近い平面形を呈し、基部のえぐりが比較的浅いものが多く (13・ 14・ 17・ 45)、

表面に研磨による線条痕がみられる。研磨は長軸方向に沿って両面に施されるものが大半であるが、

44の片面は長軸に直行する方向で研磨が施されている。

③石錐 (49～ 64) 37点が出土している。石材は黒曜石製31点、チャー ト製 5点、桂化凝灰質泥岩

製 1点が利用されている。形態からみると棒状錐15点、つまみをもつ錐13点、不明 9点がある。つ

まみは明瞭なつまみをもつ52・ 61・ 63、 錐部から頭部にかけて徐々に幅が増していくため錐部との

境界が不明確な51・ 55がある。なお、60は両側に錐部をもつ特殊なものである。錐部の景J離調整は

両面加工31点、片面加工 6点で、概して棒状錐の方が景J離調整が丁寧に行なわれている。

使用痕については錐部先端の景J離面の稜に摩耗のあるものが 6点 (49・ 50053・ 56・ 57他)あ る。

このうち49057に ついては一部の景J離面の中にまで摩耗がおよび、長軸に直行する線条痕がみられ

る。

④ピエス・エスキーユ (65～72)35点が出土している。石材はすべて黒曜石である。概ね長さ 2

cm前後の四辺形を呈し、両極景J離面をもっている。上下端に景J離面をもつものが33点 と大半を占め、

上下端に加えて片側辺にも景J離面をもつものは2点にすぎない。縁部のつぶれは上縁にあるもの 6

点、下縁にあるもの5点、上下縁にあるもの10点である。断面形態については、多くは両端が薄く

なる紡錘形を呈し、打面としての平坦面をもつ楔形を呈するものは2点出土している。

⑤石匙 (73～83) 17点が出土している。これらは黒曜石・チャート製の小形・精製石匙 (13点 )

と砂岩・粘板岩製の大形 0粗製石匙 (4点)に分類することができる。

小形・精製石匙は横形 80斜形 4・ 不明 1点があり、刃部形態は直刃 3・ 外湾刃 9・ 不明 1点が

ある。刃部調整は両面・片面加工ともみられる。片面加工はすべて主要求J離面 (腹面)倶1か ら素」離

が施され、刃部は片刃を呈している。両面加工では背面側の景J離面が刃部を形成しており、腹面側

は整形が目的と思われる不連続な景J離が多い。なお、79は長11。 8mm・ 幅24.5mm・ 厚さ2。 Omm・ 重量

0。 50gの超小形品である。つまみや刃部のまJ離整形は丁寧であるが、一般の石匙と同じ用途で使用

されたかは疑間である。土器に対するミニチュア土器のような位置づけの石器であるかも知れない。

大形粗製石匙は横形 2・ 斜形 1・ 不明 1点がある。刃部はすべて直刃で、その調整は両面加工 2・

片面加工 1・ 不明 1点である。

⑥スクレイパー (84～104)48点出土している。これらは小形品と大形品の2種類がある。

小形品は35点出土している。石材は黒曜石製20点、チャート製14点、磋質泥岩 1点である。素材

景j片は縦長景J片が多い。刃部形態は直刃・外湾刃・内湾刃ともにある。刃部調整は片面・両面加工
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ともに17点ずつである。これらは景J片の縁辺部に簡単な連続する景J離を加えて刃部としているもの

が多い。特徴的なスクレイパーとしては、石刃状景J片を素材にしている98、 拇指状の円形掻器の

102、 黒曜石の縦長景J片の長側辺に刃部をもつ89「 93・ 94・ 97・ 100・ 104がある。

大形品は13点出土している。石材は粘板岩が 9点 と多く、他に砂質泥岩・硬砂岩が各 2点出土し

ている。刃部形態は直刃 80外湾刃 5点であり、刃部調整は両面加工 7・ 片面加工 6点である。素

材となる景J片は不明のもの以外はすべて横長景J片である。特に、横長景J片の幅広の末端に直線的な

刃部をもつものが多い (84086・ 87)。 なお、88は刃部の一部が摩耗しており、使用痕と考えられ

る。また、上方の景J離面の稜が一部摩耗しており、着柄または皮などが巻かれていた可育旨性がある。

⑦打製石斧 (105～ 126)89点が出土している。石材は6種類が利用されているが、粘板岩57点

(砂質粘板岩 3点を含む)・ 砂岩21点で 9割近くを占めている。このほかに桂質頁岩 9点、凝灰質

泥岩と砂質凝灰岩が各 1点ずつある。

平面形でみると撥形44点、短冊形15点、分銅形 8点で、不明22点がある。また、刃部は円刃24点、

偏刃19点、直刃4点が確認できた。破損状況をみると、完形品が29点と全体の 3割以上を占めてい

る点が特徴である。また、着柄部分の頭部を残すもの (一覧表のAl～ A3)は 26点 あり、刃部を残

すもの (Bl～B3)20点 を上回っている。

使用痕については、着柄痕と考えられる胴部のつぶれが15点、使用痕と考えられる刃部の摩耗痕

が23点の打製石斧にみられた。このほかに胴部の側縁が摩耗しているもの、頭部に摩耗痕のあるも

のが各 1点出土している。これらは着柄痕と考えられる。

③磨製石斧 (127～ 136) 3種類の磨製石斧が16点出土している。

定角式石斧は11点が出土している。石材は硬玉質が 7点と多く利用されている。他に砂岩・粘板

岩・緑泥片岩・桂化凝灰質泥岩が 1点ずつある。いずれも研磨によって面取りされた側面をもち、

刃部はわずかに外湾している。形態的には頭部と刃部の幅がほぼ同じで短冊形を呈する1280131、

刃部幅が広くなって撥形を呈する134・ 135、 中間形の12901330136がある。

乳棒状石斧は2点出土している。石材は緑泥片岩質と砂質粘板岩が利用されている。 127は蛤刃

状の刃部で、使用の際の破損品と考えられる。他に破損品を再敲打して整形途上にある未製品があ

る。

ノミ形石斧は狭長な長方形を呈し、ノミ状の刃部をもつものを仮称したもので、 2点出土してい

る。石材は緑色凝灰岩と硬質粘板岩が利用されている。いずれも小形の破損品で全形はうかがえな

い 。

他に硬玉質の刃部片が出土しているが、石材から定角式に属すると考えられる。

⑨凹・敲・磨石 (137～ 155) 85点出土している。石材は7種類が利用されているが、砂岩製40点、

溶質凝灰岩製16点・凝灰岩製13点・安山岩製13点で96.5%を 占めている。他に砂質凝灰岩・頁岩・

確質頁岩が各 1点ある。
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使用痕については、単独で使用痕をもつものが凹部10点 (11。 8%)、 敲打痕 3点 (3。 5%)、 磨面

35点 (41。 2%)である。 2つ の使用痕をもつものは、凹部+敲打痕 2点 (2。 3%)、 凹部 +磨面24点

(28.2%)、 敲打痕十磨面 6点 (7.1%)が あり、3つ の使用痕を併せもつものが 5点 (5。 9%)あ る。

このことから、凹・敲・磨石は複数の機能をもつものが一般的であったことがうかがえる。

素材については、楕円礫 (一覧表のB～ D類)37点 と棒状礫 (G～ I類)30点が多い。なお、

特殊磨石が15点出土しているがほとんどが後者を素材にしている。

⑩石皿 (156・ 157) 3点出土し、いずれも砂岩製である。 156は両面に磨面をもつ石皿である。

下半分が破損しているため全形はうかがえないが、片面に彫刻が施されている。施文は敲打によっ

て行なわれ、その後に部分的に研磨が加えられている。文様は隅に直径 2～ 2。 5cmの 円形のくばみ

があり、さらに側辺に沿って円弧文が巡らされている。この円弧文は側面にも巡らされているが、

上面ほど明瞭ではない。磨面は特に彫刻面側が使い込まれている。157は不整円形を呈し、三方に

縁をもつ石皿である。磨面は使い込まれて平滑になっており、中央から掻き出し口にかけて高い勾

配を有している。他に破片 1点が出土している。

⑪砥石 (158～ 161) 8点出土している。大きさと重量から、手持ち砥石と考えられる小形砥石と

置き砥石と考えられる大形砥石に分類できる。

前者は凝灰岩製 2、 砂岩製 1点が出土している。これらは偏平または断面三角形の長方形を呈す

る礫を素材にしている。なお、161は形態・石材・沈線状の研磨痕などから、古代以降の金属製品

用砥石の可能性がある。後者は砂岩製 4、 花同岩製 1点が出土している。いずれも両面が平らな大

形礫を素材にしているが、全形をうかがえるものはない。

⑫原石・石核 すべて黒曜石製で60点 (総重量 1944。 45g)出土 している。内訳は原石44点

(1426。 73g)、 石核16点 (517.72g)で ある。原石・石核の大半は石鏃、石錐、 ピエス・ ェスキー

ユなどの製作に関するものと考えられる。

原石は6。 35～330gま で大小あるが、多くは20～ 70gの間に集中している。石核も8.30～ 91。 01g

まで大小あるが50g未満のものが大半である。景J離はすべて原石の自然面 (礫の表皮)を打面にし

て行なわれている。大形の石核では打面転移が行なわれるものもあるが、多くは原石自体が小さい

ため素材景j片の獲得には困難なものがあったと思われる。遺構別にみると14軒の竪穴式住居から38

点、 4基の土坑から6点が出土している。特に、第 4013・ 15・ 19・ 20号住居址から4～ 5点の原

石・石核が出土している点が注目される。原産地から離れた遺跡から出土するこうした原石・石核

も集落内での石器生産を反映しているものとして今後注目していく必要がある。

註 1 松本市教育委員会 1990『松本市坪ノ内遺跡』 P。 227～ 234

2 山形村教育委員会 1987 『殿村遺跡』 P。 1040180

(2)石製品 (第 120図 )

竪穴式住居から3点が出土している。 1は研磨痕をもつ、横断面がカマボコ状を呈する棒状の石
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製品である。研磨は全面に施されているが、特に先端付近の稜線部には研磨によって幅0.1～ 0。 2cm、

長さ2.5cmに わたる平坦面が形成されている。 2は滑石製の小形品で、研磨によって面取 りがされ

ている。表面には顕著な線条痕が観察される。 3は石棒の上半部である。横断面は隅丸三角形を呈

し、明瞭な研磨痕はみられないが表面は平滑である。

7。 土製品 (第 119・ 120図 )

土偶・土製円盤・ ミニチュア土器などが総計15点出土 している。

土偶 (1～ 6)は 7点出土している。遺構別にみると竪穴式住居から5点、土坑から2点が出土

している。特に、図番号 3の土偶の脚部は第15号住居址と第24号住居址の遺構間で接合したもので

注目される。全形をうかがえる土偶はなく、残存部位別にみると両腕部 2点、脚部 4点である。前

者 (2・ 4)は乳房の高さで腕を水平に伸ばしたポーズをとっている。なお、 2点とも形態・寸法・

破損部分が類似 しており興味深い。後者 (1・ 3・ 5・ 6)はいずれも沈線または刺突で施文され

ている。

製作痕としては 5点の土偶の破損面に、分割した粘土塊を接合するための芯棒の痕跡がみられる。

なお、 3は接合部分で破損しており、粘土を巻きつけた芯棒と、そのう,え にかぶせた整形・施文用

の粘土が明瞭に区別できる。特に、芯棒については端部まで粘土で覆われていて、脚部よりも l cm

程突出している。このことは粘土塊同士が芯棒で連結されたのではなく、胴部に脚部をソケット状

に差し込んで接合されたものと考えられる。土偶の製作方法のわかる良好な資料である。

土製円盤 (7～10)は住居内から5点出土している。文様については10に沈線文が観察できるだ

けで、他は表面の景J落等で不明である。いずれも周囲を打ち欠いた後に側面を磨いているが、断面

が平坦面を呈するほどの研磨ではない。

ミニチュア土器 (11・ 12)は住居内から2点出土している。11は鉢形の完形品である。 2段 の輪

積みによって製作されており、外面には指頭圧痕が多く残されている。12は深鉢形を呈 し、胴部に

綾杉状の沈線文が施されている。

以上のほかに種類不明の土製品 (13)が 1点出土している。中空の球状を呈すると思われ、土鈴

の可能性がある。

土製品ではないが被熱粘土塊が 8点出土している。遺構別にみると第17号住居址から3点、第 18

号住居址から4点、第97号土坑から1点である。いずれも不定形な塊状を呈 し、大きさは親指大か

ら7 cm大 まである。表面には指頭圧痕が観察されるが、第97号土坑の粘土塊にはさらに細い棒状工

具による刺突が20ケ 所以上みられる。

こうした被熱粘土塊は近接する坪ノ内遺跡 (松本市教育委員会1990)か らも出土しており、最近

各地で類例が増加 している。性格等については不明な点が多いが今後注意していかなければならな

い遺物である。
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① 石槍

② 石鏃

第 5表 石器一覧表

NO
図

Ｎ。 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

11住検 4.10 2.23 1.05 9。 45 チャー ト 完形

21住 〃 (4.17) (4。 13) (1。 10) (19.50) 磋質頁岩 両側欠

±117 (7.50) (2.70) 1.50 (25。 50) 黒曜石 基部欠 未成品 ?

〃1134 (3.50) 1.97 1.30 (10。 20) チャー ト 先端欠 未成品

検 7.23 2.91 0。 97 14.55 黒曜石 完形

NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考基 部 茎 部 側 縁

平 鉦
小

IV 2住 2.50 (1.90) 0。 72 (2.95) チャー ト B

凹 (1.92) (1.57) 0。 39 (0.85) 黒曜石 C

V 2.87 (2.04) 0.80 (3.85) B 未成品

2.66 1.91 0.59 2.60 チャー ト ○

凹 鉦
（

IV 3住炉 (2.23) (1.43) (0.23) (0.60) 黒曜石 H

〃 No 2 1.80 (1.28) 0.30 (0.45) B

〃 P5 (1.75) (1.38) (0。 39) (0。 95) E

V 3住 (1.86) (1.06) 0。 19 (0。 30) B

1.55 (1。 12) 0.20 (0。 30)

円 (2.99) (2.33) 0.62 未成品 ?

凹 (1.66) (1.32) 0.41 (0.95) A 未成品

V 2.17 1.30 0。 34 0。 70 O

2.54 1.46 0。 27 0。 75

(1.54) 1.32 0.23 (0.45) A

(0。 10) F

平 鉦
小

4住 P13 2.73 1.85 0.56 3.20 チャート O 未成品

凹 (1.52) (1.33) (0.30) (0.65) 黒曜石 E

(1.76) (0.34) (1.25) F 未成品

凹 鉦
小

(2.39) (0。 97) (0.35) (0.85) H

IV 4住 1.34 1.48 0.28 0.40 O

(1。 90) (1.33) 0.40 (0。 70) C

平 IV (1.45) 1.42 0.31 (0.65) A

凹 〃 検 (1.48) (1.41) 0.29 (0.55) D

5住 ヽ17 1.37 1。 35 0.39 0.50 O 未成品

V 1.55 1.10 0.27 0.40

(2.00) (1.78) 0.34 (1.05) D

(1.97) (1.50) 0。 30 (0。 75)

IV 〃 床 (2.29) (1.51) 0。 33 (0.80) B

V 2.09 1.73 0.43 0。 95 O 未成品

(2.16) (1.47) 0.52 B

(1.94) (1.29) 0。 18 (0.45)

IV 5住 (1.85) (1.60) 0。 35 (0.90) D

V (2.54) (1。 13) (0。 36) (0.80) H

(1.53) 1.30 0.29 (0.65) B

IV (1.44) 1.39 0。 28 (0.55) A

(1.93) (1.38) 0。 30 (0.60) B

V 6住 (1.74) 0.32 (0。 75) チャー ト

1.41 1.34 0.18 0.30 黒曜石 ○

IV 7住 2.37 1.50 0.34 0.95

8住 1.77 1.72 0.32 0。 70

1.40 1.41 0。 15 0.25 局部磨製

42 平 V 1.98 (1.48) 0.57 (1.45) B

-181-



NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考基 部 茎 部 側 縁

凹 鉦
小

8住 (1.62) (1.49) 0。 44 (0190) 黒曜石 D

44 IV 2.38 1.60 0.40 1.30 チャー ト O

2.23 (1.26) 0.26 (0.50) 黒曜石 B

V (2.02) (1.49) 0.34 (0。 95) チャート

47 9住 2.04 0.27 (0.45) 黒曜石

(1.64) (1。 18) 0.29 (0。 45) C

49 1.60 1.21 0。 41 0。 75 O

〃 検 (2.29) (1.26) 0.34 (0.65) D

V 10住 1.49 1.34 0.21 (0。 35) B

〃 検 (2.44) (2.10) 0.56 (1.95) D

IV 〃   〃 (1.53) 1.64 0。 27 (0.75) A

平 11住 (1.45) (1.87) (0.34) (0.85) D

凹 V (1.30) 1.33 0。 30 (0.50) A

〃 検 (2.26) 0.33 (0。 65) C

13住 2.12 (1.53) 0.34 (0.80) B

14住 (2.06) (1.23) 0.25 (0.50) F

(0.40) E

(1.70) (1.49) (0.33) (1.00) チャート F

2.21 1.91 0。 75 2.65 黒曜石 O 未成品

凹 鉦
小

IV (0.90) (1.75) (0.35) (0。 35) D

1.68 (1.23) 0。 30 (0。 35) B

V 1.96 1.13 0.50 0。 85 O

1.21 1.22 0。 12 0.15 局部磨製

V (1.50) (2.05) (0.23) (0.70) A

(2.58) (1.70) 0.41 (1.35) B

平 IV 1.18 0.42 (0。 95) A

1.84 1.66 0.52 1.50 O 未成品

凹 缶
小
V 2.63 1.75 0.27 (1.00) チャート B

(1.92) 1.43 0.59 (1.55) 黒曜石 A 未成品

凹 鉦
小

IV (2.34) (1.38) 0.45 (0。 90) C

V 15住 (1.74) (0.83) 0.28 (0.30) チャー ト H

IV (0.92) (1.20) 0。 14 (0。 15) 黒曜石 D 局部磨製

75 平 (1.34) 1.73 0。 27 (0。 75) A

76 凹 (1.39) 1.43 0。 33 (0.45)

77 2.13 1.30 0。 43 0.95 0

IV (1.97) 0.30 (0。 65) D

(2.14) (1.02) (0.28) (0.45) H

(1.66) (1.31) 0。 26 (0。 40) D

(1.25) (0.25) (0。 40) F

82 凹 鉦
小

IV 15住検 (2.90) (2.01) 0.56 (2.40) D

V 1.29 0。 94 0。 28 0。 30 O

IV 16住 P3 1.98 1.17 0.30 0.50

2.13 (1.20) 0。 38 (0。 70) A

86 平 (2.08) (1.67) (0.53) (1.45) 再加工

凹 〃 検 (1.70) (0.81) (0。 23) (0.20) H

2.40 1.83 0.48 1.50 O 未成品

凹 鉦
小

IV 1.73 (1.29) 0,32 (0.45) B

17住 Pl 2.03 (1.30) 0。 27 (0.65) チャー ト

91 〃 P12 1.78 1.20 0.37 0.70 黒曜石 O 未成品

凹 鉦
小

17住 (2.23) (1.47) 0。 43 (1.05) C

IV 2.48 0.37 (1.10) チャー ト B
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NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚 さ

(cm)

重さ

(g) 石  質
破損
状況 備 考基 部 茎 部 側 縁

凹 征
小
V 18住検 (2.35) (2.00) 0.48 (1.70) 黒曜石 D

IV (1.48) 1.80 (0。 23) (0.30) E

(2.15) (1.54) 0.36 (0.90) D

19住 (1.63) (1.10) 0。 49 (0.75)

〃 検 (1.98) (1.57) 0。 38 (1.00)

平 1.73 1.44 0。 31 0.50 O 局部磨製

IV 〃   〃 (1.94) 1.31 0。 33 (0.80) A

凹 V 20住 P10 2.89 (1.63) 0.53 (1.50) B

20住 (2.06) 2.18 0.44 (1.75) A 未成品

凹 征
小

IV 〃 検 1.63 (1.32) 0.30 (0.40)

104 21住ml 2.60 (1.65) 0.33 (1.00) チャー ト E 異形石鏃

21住 (2.24) (1.26) 0.34 (0.65) 黒曜石 D

IV (1.05) 0。 27 (0。 35) C

(1.76) (1.22) 0。 32 (0.55)

平 IV 1。 98 1.64 0。 50 1.40 O

凹 1.37 1.32 0。 28 0.35

(1.88) 1.47 0.56 (1.10) D

(2.82) (2.08) 0。 73 (3.15) B

〃 検 2.10 (1.60) 0.23 (0.60)

〃  〃 (2.23) 2.05 0.53 (2.50) A

〃  〃 (2.92) (1.76) 0。 80 (2.70) B

〃  〃 (1.66) (1.38) (0.37) (0.65) F

116 〃   〃 (2.05) (1.39) 0.30 (0.85) チャー ト G

凹 鉦
小

IV 〃  〃 2:06 1.30 0。 37 0.65 黒曜石 O

118 (1.93) 1.54 0。 40 (0。 90) A

1.73 1.39 0.29 0。 45 O

平 22住 2.34 1.91 0。 84 3.35

凹 (1.85) (1.73) 0。 26 (0.60) B

122 2.03 1.54 0.35 0。 65 O

123 IV 1.64 (1.63) 0.48 (0.85) B

124 (2.18) (0。 35) 0。 90 未成品

125 凹 鉦
（

1.73 0。 43 (0。 70)

(1。 10) (1.37) (0.26) (0.30) チャー ト D

〃 検 (1.57) (1.40) 0。 30 0.60

128 2.37 1.30 0.29 0。 80 O

23住 (1.91) (1.73) (0.85) (1.55) 黒曜石 D

1.86 (1.23) 0。 31 (0.45) B

(1.12) 1.37 (0.20) (0.30) A

(1.96) (1.46) (0。 24) (0。 70) F

2.78 (2.12) 0。 73 (3.70) B 未成品

凹 鉦
（

IV (1.28) (1.45) 0。 28 (0.50)

V (1.85) (1.09) (0.22) (0.40) F

136 (3.52) (2.28) (0。 71) (4.90) 未成品

凹 鉦
小

(1.97) (1.57) 0.46 D

(1。 93) (1.78) 0.29 (0.85)

(1.13) (1.52) (0.22) (0.35) A

2.04 (1.47) 0.30 (0.55) B

IV (1113) 1.57 0。 27 (0.35) A

〃 検 (1.94) (1.27) 0.35 (0。 70) D

143 〃   〃 (1.82) (1.23) (0。 27) (0.55) F

144 凹 鉦
小
V 24住 (1.60) (1.94) (0.43) (1.45) D
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NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考基 部 茎 部 側 縁

24住 (1.43) (0。 41) (0.50) 黒曜石 F

146 凹 鉦
小

IV (2.03) 3.00 (0.43) (2.20) A 未成品

25住埋甕 (2.37) 0。 46 (0。 95) C

IV 26住 P7 (1.95) (1.43) 0。 35 (0。 70) B

26住 (1.70) (1.19) 0。 21 (0.40)

(1.66) (1.56) 0.37 (1.00) G 未成品

151 V (1.52) 1.90 0.35 (1.00) チャー ト A

28住 P8 (1.65) (0。 93) 0。 27 (0。 30) 黒曜石 C

V 29住 (2.14) 1.53 0。 47 (1.25) A

154 IV 30住炉 0.99 1.03 0.20 0。 15 O

〃 Pl 1.81 1.15 0。 24 0.45 未成品側縁つぶれ

156 25 V 〃 P9 1.41 1.42 0。 22 0.40

IV (1.26) (1.58) 0。 36 (0。 70) E

凹 V (2.20) (1.77) 0。 24 (0.50) B

〃  〃 2.12 1.87 0.53 1.75 O 未成品

(0。 35) D

26 凹 鉦
小

IV 30住 (1.24) 1.63 1.24 (0。 70) A

32住 (1.36) 1.21 0。 24 (0。 35)

(2.31) (1.40) 0.35 (0.90) C

164 IV ±48 (1.57) 1.30 0.25 (0。 35) A

±56 (1.21) (1.25) (0.19) (0。 25) E

V ±58 (2.08) (1.27) (0.28) (0。 70) D

±93 3.10 2.48 0。 99 7.30 チャー ト 0 未成品

168 凹 鉦
（

IV ±97 (1.95) (1.34) 0.28 (0.85) 黒曜石 D

V (2.53) (1.65) 0.60 (2.05) B 未成品 ?

170 27 ±101 (1.86) (0。 25) (0.55) チャー ト C

±103 2.69 1.70 0.52 1.85 黒曜石 0 未成品

172 凹 缶
小

±113 (2.09) (1.65) 0.63 (1.80) C

±151 3。 17 2.40 0。 83 6.40 チャート O 未成品

凹 鉦
小

±154 (1.36) (1.33) 0。 31 (0.40) 黒曜石 G

IV ±167 2.45 (1.66) 0.24 (0.65) B

±169 2.04 1.40 0.50 1.25 O 未成品

±179 (1.84) 0.33 F

178 (2.25) 1.46 (0.55) (1.60) E 未成品

凹 鉦
小

(2.13) (1.85) 0。 47 (1.70) G

±180 (2.02) (1.30) 0。 26 (0.55) C

IV ±190 1.68 (1.38) (0。 40) (0.60) A

±214 2.10 1.25 0.37 0。 90 0

183 ±258 (1.75) (1.29) 0。 27 (0.50) D

V ±271 (1,75) 1.67 0。 45 (1.35) A

凸 有 ±272 2.25 (1.15) 0.63 (1.35) B

凹 鉦
小

IV 」L273 1.63 1.35 0。 38 0.65 O

±285 (1.28) 1.44 0。 24 (0.45) A

188 ±286 1.93 1.34 0.38 0。 75 0

」三297 (2.30) (1.26) 0。 30 (0。 70) D

平 IV 1.85 (1.66) 0。 42 (0。 90) BI 未成品
2.72 2.06 0。 70 3.75 O

±335 (0。 15) GI 残片
凹 鉦

小
(1.25) (1.17) 0。 34 (0.40)

IV ±347 1.85 (1.70) 0.45 (0。 85) B

±390 (2.34) (1.30) 0.64 (1.55) D
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NO
図

ＮＯ
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚 さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考基 部 茎 部 側 縁

凹 鉦
（
V ±390 (1.75) (1.05) 0.47 (0.55) 黒曜石 B

197 ±394 (2.16) (1.55) 0.40 (1.35) C

IV ±401 1.53 1.42 0.19 0.35 ○

199 (1.80) (0。 30) (0.45) C

凹 缶
小

(2.14) (1.36) (0.25) (0.55) チャー ト D

3.20 2.19 1.23 5.09 黒曜石 ○ 未成品

34 平 V 」ヒ403 (1.76) 1.71 0.30 (1.00) A

凹 ±404 2.20 1.56 0.67 1.70 O

204 IV ±539 (1.85) (1.58) 0。 25 (0.55) D

±569 (1.42) 0。 30 (0.40) C

206 IV ±584 (2.31) (1.40) 0.35 (0。 95) D

」L680 (2.40) (1.57) (0.52) (1.60) G

±705 2.39 1.80 0.80 2.60 ○ 未成品

平 IV ±708 2.37 (2.04) 0.85 (3.50) B

凹 鉦
小

±756 (1.76) (1.35) 0.21 (0.40) D

V IL773 (2.73) (1.62) 0.35 (1.25) B

IV 1.55 1.32 0。 31 0.40 O

1.20 1.28 0.36 0.50

±779 (1。 16) (1.10) 0.23 (0.30) D

±810 (2.86) (1.71) (0。 30) (1.30) F 未成品

216 凹 鉦
（
V 」三825 2.90 1.41 0.19 0.50 チャー ト O

IV (2.17) (1.39) 0.48 (1.25) 黒曜石 D

±859 (2.09) (1.47) 0。 47 (1.25) チャー ト C

IV 」ヒ877 (1.29) 1.38 0。 27 (0.35) 黒曜石 A

±881 2.57 2.13 1.11 4.50 O 未成品

凹 鉦
（

IV ±882 2.92 1.85 0.50 1.55

222 ±912 1.65 1.16 0。 29 0。 40

223 ±937 (1.89) (1.40) 0.37 (0。 90) C

IV 」三952 (1.94) (1.22) 0.23 (0.40) D

225 ±994 2.19 1.40 0.38 0。 70 O

226 ±1019 (1.85) (0。 94) (0.31) (0.50) F

227 ±1052 3.01 2.51 0.91 4.10 チャート O 未成品

228 凹 鉦
小

±1088 (1.40) (1.41) 0.36 (0.60) 黒曜石 G

229 有 IV ±1117 (2.08) (1.40) 0.40 (1.15) チャート B

鉦
小

±1130 (1.50) 1.35 0.50 (0.55) 黒曜石 A

IV 検 1.67 (1.33) 0.50 (0。 80) B

232 1.25 1.20 0。 17 0.20 O

(1.40) (1.08) 0.32 (0.30) D

234 (1.83) (1.44) 0.35 (0.55)

(2.31) (1:52) 0.30 (0。 70) C

1.98 1.49 0.40 0。 75 O

(1.73) (1.26) 0.32 (0.50) G

IV (1.45) 0.28 (0.45) D

V (1.49) (1.40) 0。 31 (0。 55) 磋化凝灰質泥岩

(1.36) (0.89) 0.31 (0.30) 黒曜石 E

241 IV (1.72) (1.25) 0。 21 (0.40) B

242 2.29 1.92 0.60 2.55 0 未成品

(1.73) (1.09) (0.21) (0.45) E

244 凹 鉦
小
V (1.93) (1。 42) 0.28 (0.65) D

4.13 2.45 0.45 4.80 チャート O 未成品

V (2.28) (1.96) 0。 32 (1.55) F
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NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考基部 茎部 側縁

247 検 (1.60) (0.33) (0.45) 黒曜石 F

凹 鉦
小

IV 2.24 1.82 0.54 2.60 O 未成品

(1.43) (1.25) 0.28 (0.45) E

平 (1.67) (1.55) 0.49 (0.90) D

(2.06) (0.26) (0.35) F

252 凹 鉦
小

(1.74) (0。 96) 0.30 (0。 35) C

253 (1.62) (1.21) 0.32 (0.50)

254 (2.20) (1.91) (0。 36) (1.30) F

255 凹 鉦
小

I 1.44 1.25 0。 19 0.30 O

256 (1.65) (1.20) (0.30) (0.50) F 局部磨製

257 凹 鉦
小

排土 1.65 1.57 0。 12 0.30 O

V 1.67 1.53 0.17 0.35

259 IV (2.76) (1.77) 0.43 (1.45) D

260 2.13 1.49 0.38 0。 70 O 局部磨製

(1.78) (1.31) (0。 29) (0.50) F 未成品

凹 鉦
小

(1.60) (1.30) 0.37 (0.50) B

V (2.19) (1.46) 0.31 (0.65) D

264 IV (1.97) (1.32) 0.40 (0.60) B

(2.45) (1.57) 0.50 (1.30) C

(1.42) (1.47) 0.23 (0.45) G

1.45 1.40 0。 34 0.60 O 未成品

凹 鉦
小

(1.56) (1.22) 0.28 (0.35) C

IV 1.97 1.45 0.24 0.50 ○

1.65 1.58 0。 29 0.50

1.60 1.26 0.34 0.40

V (1.49) (1.40) 0。 14 (0。 25) B

273 (0。 10) E

274 (0。 15)

275 凹 鉦
（

IV (1。 93) (1.32) 0.23 (0.50) C

276 (1.17) 1.22 0.33 (0。 30) A

277 (1.62) (1.08) (0.21) (0.35) F

凹 鉦
小
V 2.16 1.75 0.31 0.70 O

③ 石錐

NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石質

損
況
破
状 備 考形態 調整

両 2住 (2.22) (0.76) (0.53) (0.95) 黒曜石 頭部欠 錐部摩耗

棒 4住 3.12 1.05 0.54 1.75 完形

片 5住 ヽ17 3.85 1.27 0.65 2.55

両 5住 2.45 1.11 0。 34 0。 95

つ (2.65) (0.43) (1.30) 上端欠

片 6住 1.75 1.20 0.48 0.80 完形

両 7住 (3.44) (1.37) (0.56) (2.15) 磋化凝灰質泥岩 頭部欠

14住 ヽ10下 (2.23) 1.07 0。 73 (1.60) 黒曜石 錐部欠

15住 2.17 1.33 0。 45 1.15 完形 錐部摩耗

棒 片 16住 検 2.58 0.58 0。 28 0。 40

両 19住 〃 (2.48) 0.86 0.65 (1.00) 頭端欠

(2.66) 0.87 0.39 (0.80)

つ 21住 (3.09) 1.87 0.67 (3.70) チャー ト 錐部端欠

1.95 0.89 0.58 1.00 黒曜石 完形

(2.04) (0.63) (0.38) (0.55) 両側欠

つ 22住 P5 3.54 1。 17 0.51 1.75 完形

棒 片 30住 P9 1.98 0。 94 0.52 0.75

両 30住 (2.75) (0.82) (0.43) 片側辺欠
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NO
図

Ｎ。

分 類

出土地点

長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石質

損
況

破
状 備 考形態 調整

つ 両 ±100 (2.90) (1.40) (0.55) (1.40) 黒曜石 頭部欠

±179 (2.30) (0.99) (0.65) (1.35)

(2.87) (0。 77) (0。 70) (1.45) 錐部摩耗

棒 ±297 (2.38) 0.84 0。 34 (0。 60) 上端欠

±599 2.72 1.88 0。 75 1.70 完形

つ 」ヒ979 1.50 (0.69) (2.55) 錐部端欠

棒 片 ±1005 3.49 1.04 0。 71 1.90 完形

両 検 (0.64) (0.35) (0.50) 両倶J欠

棒 2.42 0。 75 0.46 1.00 チャー ト 完形

2.80 0.67 0.37 0。 60 黒曜石

つ 3.36 1.50 0。 76 3.10 チャート 両端に錐部

61 (3.44) (2.15) (1.05) (5.07) 縦半欠

棒 片 (2.21) 0.60 0.44 (0.50) 黒曜石 錐部端欠

つ 両 2.03 1.33 0.24 0。 75 完形

排土 2.77 1.23 1.12 3.25

(3.45) (1.35) (0.82) (4.25) チャー ト 上部欠

(1.55) (0。 79) (0.43) (0.50) 黒曜石 頭部欠

(1.37) (0.59) (0.38) (0.35)

棒 (2.00) 0.87 0.54 (0.95) 錐部欠

④ ピエス・エスキーユ

NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石質

損
況

破
状 備 考剥離 縁部

I ○ 2住 2.28 1.72 0.80 2.55 黒曜石

3住 2.13 1.15 0。 93 2.40

△ 2.02 1.51 0.84 2.80

2.16 2.20 0.55 3.20

△ 4住 1.73 1.58 0.56 1.65

5住 1.52 0。 97 0.41 0。 70

2.40 1.38 0.60 2.30

1.51 0.65 0.45 0.70

6住 1.80 0。 94 0。 75 1.20

△ 9住 1.82 1.53 0.65 1.70

11住検 1.94 1.19 0.68 1.50

○ 14住 1.35 0.98 0.49 0.85

▽ 3.49 1.46 0。 98 4.90

▽ 15住 1.20 1.16 0。 40 0.55

○ 18住検 1.77 1.66 0。 74 2.15

○ 1.04 1.26 0.48 1.00

▽ 21住 2.20 1.19 1.14 2.50

▽ 24住埋甕 2.00 0.55 0.39 0.50

○ 30住 2.05 1.83 1.38 4.65

32住 1.52 1.30 0.60 1.35

○ IL207 2.72 1.52 1.06 3.10

±233 2.09 1.77 0。 97 2.20

○ ±256 1.60 1.00 0.75 1.10

△ ±569 2.32 1.82 0。 79 3.05

△ ±970 1.70 2.50 0.83 1.60

±1095 2.50 3.04 1.16 8.50

○ ±1125 2.00 1.53 0.80 2.20

○ 検 2.43 1.68 1.19 3.90

2.17 1.60 0.63 1.85

○ 1.97 2.16 0。 96 4.60

△ 1.49 1.16 0.53 1.00

▽ 2.20 1.50 0。 92 2.70

33 2.01 1.40 0。 70 1.85

2.84 0。 78 0。 38 1.05

排土 1.33 1.14 0。 35 0.60
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⑤ 石匙

⑥ スクレイパー

ヽ

図

恥

分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石質

破損
状況 備 考位置 刃部 調整

横 直 両 5住 ヽ 60 5。 45 (9.09) 1.58 (49。 75) 粘板岩 ほぼ完形

11住 検 2.60 3.25 0.66 4。 45 チャー ト 完形

外 片 14住 ヽ18 (4.36) (3.60) 0.71 (10。 20) 刃部欠

75 斜 5。 17 2.17 0。 74 9。 14 磋化凝灰質泥岩 完形

5.14 4.24 0。 93 18.55 チャート 〃

77 15住 (5。 82) (5。 13) (0。 81) (27.90) 砂岩 刃部欠

横 外 両 21住 検 3.05 5.06 1.42 13.75 チャー ト 完形

直 片 3.34 (3.83) 0。 51 (6.50) 片倶J欠

斜 両 23住 (3.20) (3.47) 0.66 (6.45) 刃部欠

横 外 26住 1.18 (2.45) 0.20 (0.50) 黒曜石 ? ほぼ完形

片 土 179 1.90 2.30 0.45 1.60 チャー ト 完形

斜 直 土 (9。 71) 7.87 1.08 砂岩 つまみ端欠 未成品 ?

横 外 両 検 4.07 4,40 0.89 13.45 黒曜石 ? 完形 〃  ?

(2.55) (1.97) (0.62) (2.65) チャー ト 刃部欠

横 外 両 2.80 4.82 0.73 8.95 完形

斜 排土 3.39 (5.00) 0。 70 (15。 40) 刃端部欠

横 直 不明 5。 94 8.23 1.02 粘板岩 ほぼ完形

恥

図

ヽ
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考刃部 調整 素材

直 両 3住 検 9.59 6.16 1.14 79.50 粘板岩 完形

縦 5住  P16 3.58 1.50 0.55 2.20 黒曜石
内 片 5住 5.35 4.23 1.16 28.15 チャート

直 両 横 5住 検 6.49 (7.27) 1.83 (80.20) 確質粘板岩 片側端欠
84 4.70 14.57 1.15 84.60 粘板岩 完形

6住 3.48 4.33 1.02 16.00 チャー ト

外 横 3.71 7.08 0.86 21.30 粘板岩
直 14住 ヽ14 4.71 11.04 0.84 54.70

縦 14住 3.92 2.84 0。 95 9。 15 チャー ト

横 5。 18 9.58 1.33 52.30 粘板岩
外 片 3.60 (7.80) 0。 64 片側端欠

(1.49) (2.07) (0.29) (1.25) 黒曜石

外 両 横 4.57 (7.72) 1.25 (60。 40) 砂質泥岩 刃部摩耗
15住 検 6.82 8.28 1.67 103.80 チャート 完形

直 片 〃  〃 2.67 2.91 0。 76 3.80 黒曜石

外 縦 17住 P5 3.87 1.76 2.05 3.65

両 横 3.73 5.53 1.36 28。 10 チャー ト

直 片 4.12 6.30 0.55 15.30 粘板岩

縦 〃 検 (4.26) 2.94 0.56 (3.20) 黒曜石 片側端欠
20 外 両 19住 検 5.00 3.29 0。 72 13.45 チャー ト 完形

片 20住  P6 5.25 2.50 1.22 13.50 黒曜石

縦 20住 4.74 3.03 0。 94 13.30 チャー ト

(7.86) (7.21) (2.32) (132.60) 硬砂岩 片側欠
内 縦 3.71 2.08 1.00 5。 90 黒曜石 完形

横 3.00 3.20 0.84 7.50

外 縦 21住 (5.43) 2.74 1.24 (20.85) チャート 片側端欠
両 23住 (3.18) (3.26) (0。 90) 片側欠

30住 炉 (3.69) (1.81) (0.59) (3.25) 確質泥岩 残片

外 両 〃  〃 (2.69) (3.93) (0。 42) (2.30) チャー ト 片側欠
直 縦 〃 P9 3.41 3.09 0.52 4.35 黒曜石 完形

外 〃  〃 4.57 2.48 0.55 5.40

直 31住 (2.73) (1.73) (0.40) (1.40) 片側欠
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NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考刃部 調 整 素 材

内 片 縦 32住 4.05 2.80 1.18 9.15 黒曜石 完形

直 横 ± 47 4.71 6.10 1.61 43.65 チャー ト

土 157 7.05 9。 92 2.10 164。 90 硬砂石

内 両 ±  233 7.26 4,74 1.11 27.00 チャー ト

96 外 縦 ± 294 2.65 5.02 0。 98 12。 70 黒曜石

片 ± 856 5.81 3.04 0。 95 14.50

直 両 土 (3.28) (1.46) 0.36 (1.45) 脚 lla

片 ± 1019 2.18 2.15 0.79 3.05 完形

内 両 縦 検 9.09 2.35 1.61 22.50 石刃状剥片

外 横 2.84 4.27 1.15 18.15 チャート

43 内 片 縦 (4.97) (1.51) (1。 37) (7.40) 黒曜石 片側欠

44 外 7.62 8。 98 1.36 115.46 粘板岩 完形

2.01 1.88 0.60 2.35 黒曜石

両 (5.30) (3.52) 1.25 (23.90) チャー ト 片側欠

直 片 縦 排 土 4.87 2.07 0。 99 7.20 黒曜石 完形

横 4.19 (10.32) (0.79) (40.95) 砂質泥岩 鰤

⑦ 打製石斧

NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長 さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

使 用 痕 破損
状況 備 考平面 刃部 頭部 胴部 刃部

撥 円 2住 7.87 (4.13) 1.10 (36.10) 砂岩 ● Bl

分 11.83 4.81 2.08 151.00 ○ 0

撥 〃 検 (7.43) (5.57) (1.48) (72.00) Al

3住 Pll (8.60) (6.23) (1.23) (93.00) 凝灰質泥岩 C

(6.38) (4.07) (1.02) (32.40) 砂質凝灰岩 A2

撥 円 (6.80) 4.70 (1.81) (77) 磋質頁岩 ● B2

105 偏 11.58 8.61 2.06 183.50 砂岩 ● 0 未成品

(15,40) 粘板岩 ● E 残片

撥 偏 4住ヽ 4 (14。 65) 5。 44 1.56 (150.70) 砂岩 B3

円 14.52 7.10 2.51 298.50 O

5住ヽ33 (8.39) (4.44) (1.95) (79.00) 粘板岩 C 未成品 ?

撥 偏 〃 No49 (8。 41) 5。 39 1。 36 (76.40) ● B3

短 円 〃 No54 12.29 4。 26 1.95 131,70 砂岩 ○ 0

5住 (9。 14) (3.45) (1.44) (71.30) ● C

偏 (6。 88) (3.81) (1.36) (42.00) 粘板岩 B2

6住 P3 (7.43) (3.66) (0。 97) (29.50) 確質頁岩 C

11住ヽ 3 10.06 5。 27 2.30 142.70 粘板岩 O 未成品

撥 〃 No 4 11.46 6.19 2.49 246.20

〃 検 (11。 38) (4。 49) (1.86) (101.40) A3

偏 (10,71) 5.36 1.45 (87.70) 砂岩 B3

13住 (5.50) (5。 46) (0.81) (35.40) 粘板岩 Al

撥 円 10.74 4.67 1.61 115.00 ○ ● O

短 14住 (9。 59) (4.25) 1.84 (96.00) ○ A3

撥 偏 8。 67 5.59 1.69 115.60 O

25 (8.46) (4.23) (1.90) (92.80) 砂岩 A3

(6.53) (6.32) (1.69) (89。 30) 粘板岩 C

27 短 偏 17.30 6.05 1.67 211.00 0

撥 円 (6.04) 5.14 1.86 (86.70) ● B2

15住ヽ10 (12.83) (4.60) (1.98) (112.00) ○ Al

15住 (6.45) (3.88) (1.59) (45。 40) ○ A2

偏 9。 30 7.94 2.40 192。 90 砂岩 O 未成品 ?

(9.39) 4.73 (1.28) (60.80) 粘板岩 ○ B3
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NO
図

Ｎ。
分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

使 用 痕 破損
状況 備 考平面 刃部 頭部 月同音「 刃部

分 15住 (8.02) (5.55) (1.74) (97.10) 粘板岩 A2

撥 偏 9。 35 5.68 1.40 74.70 砂岩 O

短 〃 検 (11.87) (5。 17) (2.94) (251.80) 確質頁岩 C

〃  〃 (5.98) (3.31) (1.10) (28.70) 砂質粘板岩 Al

分 円 〃  〃 11.49 5.59 1.15 97.20 粘板岩 O

短 16住〃 (6.06) (3.93) (2.14) (93.80) A3

(4.97) (3.50) (1.51) (40。 30) ○ Al

直 19住〃 (10.53) (8.87) (3.11) (385) B2

分 円 〃  〃 18.50 7.55 2.44 355 砂岩 O

短 直 〃  〃 11.84 4.68 3.98 267.70 砂質粘板岩 ○ ●

円 20住 〃 9。 54 4.95 1.78 106.80 粘板岩

撥 直 21住 〃 12.91 4.43 1.92 139.30

118 分 偏 22住 10.07 5.16 1.24 80.20 ●

撥 円 23住m14 9。 97 4.33 1.34 68。 70 ●

47 分 23住 (6.81) (3.87) (1.25) (40.80) 磋質頁岩 Al

撥 円 (8.49) 4。 16 1.32 (54.80) 粘板岩 B3

直 24住 (7.65) (5.40) (1.16) (62.80) ● B2

50 120 分 円 10.60 4.90 2.29 154.00 ○ ● 0

撥 26住 14.72 6.71 2.72 ○ ●

52 偏 (6.52) 4.23 (0。 83) (35。 10) ● B3

53 27住 (7.70) (5.06) (0。 90) (44。 10) A2 未成品 ?

(4.28) (5.56) (1.83) (39。 30) Al

55 撥 (11.60) (8.08) (3.12) (355) 砂岩 ○ A2

偏 30住ml 9。 12 7.00 1.79 106.70 0

57 短 〃 No 2 (15.39) (7.80) 3.60 (620) B3

58 30住 (6.64) (4.46) (2.00) (65。 30) 粘板岩 Al

32住 (15。 40) 砂岩 ● E 残片

60 撥 偏 ±60 (8.94) 5.01 (1.40) (66.30) 粘板岩 B3

円 (5。 38) (5.54) (1.00) (42.00) 砂岩 ● Bl

±125 (6.85) (4.80) (1.32) (48.40) 粘板岩 C

63 短 円 ±147 10。 10 3.16 1.07 49.80 ● 0

±157 (25.00) 確質頁岩 E 残片

短 円 ±209 8.21 3.72 1.18 45。 90 粘板岩 0

撥 偏 ±394 9.28 4.75 1.49 82.60 ○ ●

±517 (9.86) (3.98) (0.76) (36.00) E 未成品 ?

68 撥 円 ±713 (9。 23) 5.26 1.43 (97) B3

±716 9.05 9.65 1.50 89.00 砂岩 ● 0

±945 (7.17) 4.45 (0。 94) (35.30) 粘板岩 B2

±1127 (6.02) (4.65) (2.76) (101.10) Al

72 偏 検 9。 24 3.98 1.13 53.60 ○ ● 0

短 (7.01) (3.75) (1.25) (50.80) C

円 (8.52) (6.25) (1.60) (107.50) ● B2

75 撥 (7.15) (6.26) (2.25) (127) 磋質頁岩 C

76 偏 (6.87) (4.21) (1.15) (48.60) 粘板岩 B2

77 短 円 10.34 3.80 1.62 83.70 0

撥 (7.16) (4.83) (1.75) (74.00) 磋質頁岩 B2

(6.70) (3.92) (1.66) (55。 70) 粘板岩 C

(7.43) (2.44) (0。 74) (16.20) 砂岩 Al

(4。 19) (1.95) (75.20) 磋質頁岩 ●

分 (6.64) (3.74) (1.74) (50。 40) 粘板岩

撥 (9。 74) (4.67) (0.89) (53.50) ● A3
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NO
図

Ｎ。

分 類

出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質
使 用 痕 破損

状況 備 考平面 刃部 頭部 月同音「 刃部

検 (6.59) (3.88) (1.21) (48) 確質頁岩 Al

撥 偏 10.01 5.04 1.90 90.60 粘板岩 O

短 (8.04) (2.80) 1.31 (51.40) ○ A3

撥 (6.89) (4。 19) (1.21) (41.20) A2

排土 (8.17) (4.25) (1.61) (71.20) 砂質粘板岩 A3

126 円 11.46 8。 18 2.40 304 砂岩 ● 0

③ 磨製石斧

⑨ 凹・敲・磨石

NO
図

Ｎ。 分 類 出土地点
長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重さ

(g) 石 質

残存
状況 備 考

5住 (3.10) 硬玉質 E 残片

定角 ? 6住 11.05 6.52 2.40 238.10 砂岩 O 未成品

127 乳棒 9住 (8。 78) (4.79) (2.77) (136.10) 緑泥片岩質 Bl

定角 ? 11住 検 4.09 (1.75) (115。 20) 硬玉質 C

129 定角 14住 ヽ 6 (5.64) 3.70 (45。 20) B3

14住 (7.50) 粘板岩 E 残片

130 ノ ミ (3.65) (2.07) (0。 84) 緑色凝灰岩 B2

乳棒 20住 (10。 90) (4.38) (4.04) (220。 10) 砂質粘板岩 C 未成品

定角 24住 m5 10.60 (4。 26) 2.01 (183.70) 硬玉質 Al

26住 (11.50) 緑泥片岩 E 残片

132 ノ ミ
―L  406 (3.22) (1.28) (0.28) (2.45)

133 定角 ? 検 5.35 3.80 0。 97 35。 20 桂化凝灰質泥岩 O 未成品

134 定角 南側包含層 6.73 3.79 1.31 57.80 硬玉質

135 排土 (9。 55) (4.33) 1.98 (142。 30) A3

136 (10.54) (5.59) 2.21 (265。 70)

(10。 75) E 残片

NO
図

Ｎ。
使 用 痕

素材 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考凹部 敲打 磨面

137 ○ (2+2) ○ C 2住 ヽ 1 10。 10 8.10 3.79 380 安山岩 完形

138 ○ (1+2) ○ G 3住 ヽ 10 9。 49) (7.05) (4.51) (475) 溶質凝灰岩 1/2欠 特殊磨石

○ 3住 9.48) (3.63) (6.27) (216) 3/4欠

○ (1+1) C 10。 35) 6.94 3.56 (375) 砂岩 1/4欠

○ B 5住 陥41 15。 40 9.68 4。 96 1000 溶質凝灰岩 完形

○ (2+2) ○ 5住 (8.90) (5.69) (570) 砂岩 1/3欠

○ (1+1) ○ G 9。 30) (6.60) (5。 94) (535) 2/3欠 特殊磨石

○ ○ 9住 m5 10.60) (6:24) (525)

○ (2+1) H 14住 8。 90 5。 10 2.90 445 確質頁岩 完形

○ ○ B 8.84 6.35 4.85 溶質凝灰岩

○ C (5。 60) (6.87) (3.37) (140) 1/2欠

○ (9.23) (3.16) (1.45) 頁岩 残片

○ (2+1) ○ G 15住 (8.80) (5。 33) (3.05) (270) 砂岩 1/2欠

○ 16住 P3 (5.33) (6.45) (4.95) (285) 両側欠 特殊磨石

○ E 18住 検 (6.50) (8。 77) (5.75) (470) 安山岩 1/2欠

140 ○ (1) ○ ○ B 20住 ヽ 1 10。 27 7.76 5.00 完形

○ (2+2) C 20住 (8。 90) (3.55) (380) 砂岩 1/2欠

○ (2+1) ○ E (6.67) (6.70) (4.97) (259) 凝灰岩 1/4欠

○ (2) ○ B 21住 9。 93 7.86 5。 39 550 砂岩 完形

○ (2+2) ○ ○ 11.49 8.63 4.87

○ E 7.86 6.70 4.82 355

○ ○ I 検 (8.30) (7.56) (6,84) (365) 2/3欠 特殊磨石
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NO
図

Ｎ。
使 用 痕

素材 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考凹部 敲打 磨面

○ (2+1) C 21住 検 10.30 8.00 2.54 290 砂岩 完形

○ H (6.80) (5。 23) (1.96) 両側欠

○ 22住 (9.40) (5。 88) (4.72) (350) 1/2欠 特殊磨石

○ 14.54 4.82 3.10 完形

27 ○ E 検 8.56 7.50 4.64 320

○ (2+2) ○ 23住 ヽ 6 9.74 9.62 6.62 溶質凝灰岩

○ (2+2) G 〃 No 8 16.20 4.50 3.27 410 砂岩

○ (1+1) ○ B 24住  P2 (9。 99) 8.31 4.43 (420) 凝灰岩 1/5欠

○ 〃 No 7 11.55 8.69 5.31 695 完形

143 ○ (1) E 〃 No 8 9.25 8.18 6.07 525 〃  ?

○ (2+2) ○ C 24住 9.01 8.62 3.55 凝灰岩

○ (1) ○ E 25住 ヽ 3 9.05 8.68 4.28 460 安山岩

○ (1+1) ○ F 27住 炉 8.28 7.29 3.70 砂岩

○ (1+1) ○ B 27住 (8.00) (6.37) (5。 24) (360) 溶質凝灰岩 1/2欠

○ (2+1) H 28住 炉 5。 90 (2.37) (340) 砂質凝灰岩 1/6欠

○ (2× 3+1) 29住 9。 30 6.73 3.93 295 凝灰岩 完形

146 ○ (2) ○ ○ G 30住 ヽ 3 11.37 7.33 7.43 砂岩

○ (2+2) ○ B 31住 12.03 10.12 4.19

○ (13.06) (6。 94) (3.49) (460) 1/2欠

○ H 33住 9。 10 3.58 2.00 完形

○ ±48 (168) 残片

44 ○ B 18.20 8.63 5。 35 1100 凝灰岩 完形

45 ○ ±56 (7.22) (8.61) (4.90) (500) 砂岩 1/2欠

○ A ±97 m5 8.61 7.95 7.56 730 安山岩 完形

47 ○ (2+1) ○ C ±157 (6.20) (7.50) (3.05) (195) 砂岩 1/2欠

○ (2) ○ ○ ±179 9.23 7.40 3.53 完形

○ (2) ○ B 8.63 7.41 4。 12 溶質凝灰岩

○ ±237 砂岩 残片

○ (1+1) ○ C ±302 7.95 6.36 3.48 228 凝灰岩 完形

○ ±323 (6.75) (5.40) (2.29) (109) 砂岩 1/2欠

○ ±328 (9.03) (8。 23) (2.46) (201)

○ G ±401 (7.20) (4.80) (3.77) (162) 残片

○ B ±404 14.05 6.79 4.12 完形 特殊磨石

○ ○ ±405 (410) 残片

○ C ±568 5.21 4.24 3.26 溶質凝灰岩 完形

○ (2+1) B ±831 10。 21 8.61 5。 47 520 凝灰岩

○ (2) ○ E ±885 (8.60) (4。 20) (260) 安山岩 1/2欠

○ (1+1) ○ B ±1122 9.80 9。 42 5.40 735 完形

○ G 検 14.65 5。 29 4。 94 630 砂岩 特殊磨石

62 ○ C (7.69) (6.68) (3.69) (223) 溶質凝灰岩 1/2欠

○ B 9.51 8。 17 4.07 455 完形

○ G 14.49 6.83 5。 30 安山岩

○ (1+2) ○ ○ E 8.62 7.75 4.71 溶質凝灰岩

○ B 13.60 (7.48) 5。 32 (680) 凝灰岩 1/5欠

○ (196) 溶質凝灰岩 残片

○ ○ (10.20) (6.81) (5.60) (520) 砂岩 1/2欠 特殊磨石

○ (1) ○ G (10.69) (5。 94) (5。 70) (490)

○ (2) ○ C 12.16 8.56 3.84 555 溶質凝灰岩 完形

○ (1+1) ○ (10.22) (5。 31) (5。 25) (495) 砂岩 1/2欠 特殊磨石

○ A 10。 81 8.40 5。 10 凝灰岩 完形

○ I (7.80) (5。 70) (5。 10) (267) 砂岩 両側欠
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NO
図

Ｎ。
使 用 痕

素材 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚 さ

(cm)

重さ

(g) 石 質

破損
状況 備 考凹部 敲打 磨面

○ (2× 3) G 検 14.03 5.09 5.00 凝灰岩 完形

75 ○ (7.13) (5。 97) (615) 安山岩 1/3欠

○ (1) ○ 12.77 (7.15) (5.20) (640) 片側縁欠 特殊磨石

77 ○ (12.40) (9.54) (6.84) (900) 溶質凝灰岩 1/2欠

○ 排 土 (9。 79) (6.78) (5。 29) (455) 砂岩

154 ○ (1) ○ D 9。 48 7.65 4.45 420 凝灰岩 完形

○ (4+3) ○ H 18.70 7.60 2.51 550 安山岩

○ ○ B 9.03 (6.94) 4.93 (400) 溶質凝灰岩 1/4欠
155 ○ ○ G (9。 21) (6.53) (6.70) (600) 砂岩 1/3欠 特殊磨石

○ (6.93) (6.01) (5.52) (280) 安山岩 残片

○ (7.20) (5.35) (4.93) (265) 砂岩

○ G (8.36) (6.70) (6.36) (555) 安山岩 両側欠

⑩ 石皿

⑪ 砥石

⑫ 原石・石核

NO
図

Ｎ。 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

3住 ヽ11 (1200) 砂岩 残片

156 15住 P8Ml (22.60) (27.40) (8.30) (7450) 1/2欠

27住 ヽ 7 (32.70) 31。 70 11.50 (13600) ほぼ完形

NO
図

Ｎ。 素材 砥 面 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

D 5住 床 (11.13) (16.30) (3.48) (765) 砂岩

A 15住 ヽ11 (15.50) (15。 90) (3.61) (1650)

(4) (6.51) (4.22) (0。 76) (27) 凝灰岩 1/3欠

159 E (3) 22住 (6。 17) (4.08) (1.90) 砂岩 1/2欠
160 A (2) 検 19.80 (16.00) 2.40 (1200) 1/4欠
D 24住ヽ 1炉 (900) 残片

27住 ヽ 3 (15。 21) (9.89) (4.07) (1100) 花聞岩

B 排 土 (5。 23) (1.70) (43) 凝灰岩

NO
図

Ｎ。 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚 さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

2住 4.85 4.19 1.15 17.75 黒曜石

3住  P5 3.94 2.41 1.60 12.35 石核

3.76 2.82 1.90 24.50

4住 P10 4.15 2.56 1.55 14.40 石核

〃    P13 3.93 3.24 1.73 16.60

3.99 1.83 1.07 9。 60

3.70 2.69 1.80 21.90

3.20 3.34 1.62 12.35

5住 検 4.52 2.97 2.13 26.70

4.53 4.10 1.72 33.25

12住 〃 10.10 5.89 5。 91

13住 3.98 2.92 2.63 38.55

6.25 5。 10 2.07 62.80

5。 92 3.58 3.04 67.95

6.10 3。 90 2.63 76.40

14住 P18 3.72 2.87 1.87 24.60

14住 3.88 3.58 1.66 24.65
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NO
図

Ｎ。 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

14住 3.64 2.10 1.33 8。 30 黒曜石 石核

15住 3.97 2.98 1.74 25.02

3.74 2.88 0.78 8.60

4.01 3.13 1.56 21.75 石核

〃 検 4.68 3.65 1.90 29。 55

17住 〃 5。 18 3.28 1.78 27.70 石核

19住 3.76 2.29 2.14 19。 70

〃 検 3.61 3.45 1.58 14.00

3.65 3.53 2.91 39.80

〃   〃 6.25 3.05 1.80 19。 15

20住  〃 4.24 3.24 0.90 13.25

〃   〃 3.70 3.00 1.81 17.50

〃   〃 4.62 3.12 3.47 53.60 石核

〃   〃 3.98 3.62 1.10 16.30

21住 5.24 4.70 3.19 91.01 石核

3.10 2.21 1.80 11.45

4.00 3.08 1.89 19.35

24住 ヽ 9 8.08 4.30 1.50 50.04 石核

24住 4.34 3.01 2.37 29。 40

3.58 2.64 2.84 31.70

25住  P2 5.00 3.40 2.47 48.35

±60 5。 70 4.40 2.04 34.45 石核

」三97  No6 5。 72 2.38 0.83 10.06

±534 4.66 2.61 0。 80 9。 30

4.08 5。 80 0。 78 6.95

2.60 2.32 0。 93 6.35

44 ±537 5。 71 2.52 1.90 25.06

検 4.07 3.40 2.55 38.65

3.68 3.22 2.37 23.00

8.81 2.10 1.46 24.55

4.09 2.44 2.10 20.06

4.90 4.10 2.29 40.09

6.62 3.44 1.07 23。 25

3.67 2.97 2.70 34.85 石核

2.53 2.46 1.89 10.01

3.98 3.13 1。 93 26。 40

54 4.75 2.66 1.62 20.05

55 4.85 3.43 2.04 29。 90

56 3.92 3.09 2.17 22.45

57 4.31 3.10 2.34 40.01 石核

3.25 3.01 2.93 31.75

南側包含層 4.06 3.32 1.53 20.09

排土 3.61 3.34 2.55 34.30
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第 6表 石製品一覧表

NO
図

Ｎ。 種類 出土地点
長さ

(cm)

幅
(cm)

厚さ

(cm)

重さ

(g) 石 質 破損状況 備 考

不  明 4住 (10。 90) (1.69) (1.20) ( 砂岩 1/2欠

7住 (1.45) (1.10) (0。 71) ( 2) 滑石 完形 未成品 ?

石 棒 27住 m2 (21.70) (8。 90) (7.27) (2200) 砂岩 1/2欠

第 7表 土製品一覧表

NO
図

　

Ｎ。
種 類 出土地点

長さ
回径
(cm)

幅
底径
(cm)

厚さ

器高
(cm)

重さ

(g)
残存状況 備 考

土 偶 3住 (3.3) (3.2) (4.5) (34.5) 片脚 芯棒痕 1

5住 (2.5) (6.4) (2.0) (28.2) 両腕

15住 (9.7) (4。 1) (8.6) (196.7) 片脚

24住

19住 検 (6.4) (1.7) (20。 1) 両腕

±226 (3.6) (3.3) (6.0) (71.7) 片脚

±228 (2.8) (3.9) (3.8) (29.7)

土製円盤 2住 (0。 7) 10.9 ほぼ完形 表面象J落

3住 9.2 完形

8住 37.1

21住 14.7

26住 (1.3) 14.5 ほぼ完形 表面象J落

ミニチュア土器 24住埋甕 2内 41.5 完形 鉢形、手づくね

30住 m2 (47.2) 底～胴部 深鉢形

不 明 18住 不 明

被熱粘土塊 17住 58.9

53.4

43.1

18住 83.2

20 60.5

64.1

22 23.1

±97 棒状工具による刺突
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0                                    10cm

第119図  土製品 (1)
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第 考察

1.南中島遺跡における縄文時代集落の変遷

今回の調査では第 2次調査で縄文時代の集落を検出した。ここでは時期別に集落の変遷を追って

みたい。なお土坑については明確な時期を特定できる遺物が少ないため、以下の各期とした区分よ

り細かい時期区分は行っていない。

I期 (早期以前～早期前半) (第 121図 )

遺構は押型文期の土坑が数基散在するのみである。早期以前に遡る可能性のある石器が数点出土

しており、今回の調査部分に近接する所に生活の場の存在が予想される。押型文期の遺物は調査区

北東部を中心に分布している。遺物の量は少なく、生活の場はやはり近接する場所に存在が予想さ

れる。

Ⅱ期 (早期末葉～前期初頭)

遺構は調査区の西部を中心に土坑が10数基散在する。遺物の量は前段階に比べると、非常に少な

く、生活の場の想定は困難である。

Ⅲ期 (前期～中期初頭)

土坑が数基散在する。遺物の量は非常に少ない。

Ⅳ期 (中期中葉) (第 121図 )

3軒の住居址が北東部にあり、東部には住居址として扱った大形の土坑・竪穴が集中している。

住居址の時期は2住・ 32住が勝坂Ⅱ期、 5住が同Ⅳ期である。土坑は中央及び西部に散在するが、

数は少ない。遺物は2軒の住居址の覆土中から廃絶時以降に廃棄されたと推定される多量の土器が

出土しているが、その他の遺構からの出土量は非常に少なぃ。全体の分布等をみると、この時期の

集落の中心は調査区の北～東部にあったと推定される。東部に集中する大形の土坑もしくは竪穴の

性格も不明であり、集落の構造等については不明な点が多い。なお周辺遺跡の項で触れたように、

調査区西側に隣接する久保添地籍からは同時期の遺物が出土しており、その付近にも生活の場があっ

たと予想される。

V期 (中期後葉) (第 122・ 123)

この時期が南中島の縄文集落の最盛期となる。調査区の北東部に15軒の住居址が集中し、中央部

に方形柱穴列及び住居址として扱った集石が存在する。土坑は南東部を除くほぼ全域に分布する。

北東部の住居址群及び集石に囲まれた部分に空白があり、この部分が広場的な性格をもつ空間と推

定される。以下段階ごとに細分し概観したい。なお本項では住居址の名称を○住と省略する (以下

同様)。

6章
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1段階 (中期後葉 I期) (第 122図 )

この時期の住居址は14住・ 29住の 2軒である。いずれも調査区北部で、この段階以降住居が営ま

れる場所にある。入口方向は14住が南、29住は不明である。炉は14住で検出された。川ヽ形の石囲炉

で掘り込みは浅い。住居以外では調査区中央部に22住 とした集石がある。土坑からの遺物でこの時

期のものはほとんどない。

2段階 (中期後葉Ⅱ期) (第 122図 )

この時期の住居址は16住・ 18住 026住の 3軒であり、調査区の北部西寄りに位置する。いずれも

遺存状態が悪 く、住居址の主軸方向は不明である。炉は16住で検出されており、方形の石囲炉と推

定されるが、掘り込みは比較的浅い。住居址以外では東部に住居として扱った大形の土坑または竪

穴が 2基あるが、その性格も不明である。土坑からの当時期の遺物出土はほとんどない。

3段階 (中期後葉Ⅲ期) (第 123図 )

この時期の住居址は3住・ 4住・ 15住・ 17住 023住・24住・ 25住・ 27住・ 31住の 9軒で、時期別

では最も多い。住居址はいずれも調査区北東部にあり、中央部には20住・21住 とした 2基の集石と

方形柱穴列 1がある。住居は出土遺物と切り合いによって、さらに2段階に分けられる。古い段階

には3住 015住・ 17住・ 23住・31住の 5軒が属し、新しい段階には4住・24住・ 25住・ 27住 の 4軒

が属する。分布をみると古い段階では前段階に続き、調査区の北部に集中するが、新しい段階では

東へ寄り北東部に集中するようになる。人口方向は古段階の 3住・23住が南側、15住が西側、17住

は南西側とまちまちであるのに対し、新段階はいずれも南側と統一されているようである。平面形

には明確な規則性を見いだせないが、後者は全体に丸みを帯びる傾向がみられる。また新段階の24

住や27住は、入口側にわずかに張り出しをもつようになる。炉は大形の方形の石囲炉で規模もほぼ

同じであるが、新しい段階のほうが中央の掘り込みがやや深くなる。埋甕は古い段階の15住と新し

い段階の27住では加曽利 E系の土器を使用しているが、他はすべて唐草文系の土器が使われてい

る。このことは埋甕についての考察の中で後述する。柱穴の配置をみると、いずれも主柱穴が 4本

の構造と推定される。なお住居址の分布は古い段階では2段階に続き北部に集中するが、新しい段

階になると東へ寄り北東部に集中するようになる。

4段階 (中期後葉Ⅳ期) (第 123図 )

この時期の住居址は28住のみである。位置は再び調査区北部の中央寄りに移動している。入回は

3段階の住居址と同じ南側である。炉は方形の石囲炉であるが、前段階に比べてやや小さくなり、

石の立ち方が垂直に近 くなる。柱穴は主柱穴が炉と壁の間になく、壁に沿って巡る構造に変化する。

この時期の遺物は遺構の数の減少に伴い、非常に少なくなる。そしてこの段階を最後にこの遺跡で

は縄文時代の人々の生活の痕はみられなくなる。

2。 中山地区の縄文時代遺跡群の展開

周辺遺跡の項などで述べたように、本遺跡のある中山地区では近年、向畑・坪ノ内・弥生前・生
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第121図  集落変遷図 (1)
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3.中期後葉

4.中期後葉 I期

0   5m

5ロ 中期後葉 I期

第122図  集落変遷図 (2)
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6.中期後葉Ⅲ期古段階

8口 中期後葉Ⅳ段階

7.中期後葉Ⅲ期新段階

埋甕 ● 唐草文系
◎ 曽利系
○ 加曽利E系

入国の方向 く 最終段階
〈 古段階

0   5m

第123図  集落変遷図 (3)
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妻の各遺跡で縄文時代の集落が調査されている。それらの成果を交え、当地区の縄文時代の遺跡に

ついて若干の考察を行なってみたい。なお土器の様相の概要については周辺遺跡の項で述べたので、

そちらを参照されたい。

中山地区の上記の各遺跡での縄文時代早・前期の遺物のあり方には多少の時期や量の差はあるが、

ほぼ同様の傾向がみられる。遺物は早期の押型文期、早期末～前期初頭、前期後葉～終末の各時期

に集中しており、その間の時期のものは皆無に近い。量的には早期前半のものが南中島から、早期

末～前期初頭及び前期後葉～終末のものが坪ノ内から多く出土している。早期～前期初頭の段階で

は検出された遺構が少ないため、明確に位置付けられないが、各々の遺跡の近くに何らかの生活拠

点が存在したことは推定される。このうち坪ノ内遺跡の土器集中区からの早期末～前期初頭の出土

遺物量は非常に多く、同遺跡で検出されたこの時期の遺構の数と、土器廃棄の場という土器集中区

の性格を考え合わせると、坪ノ内遺跡のみでなく、同時期の周辺遺跡との関係も注目される。前期

後葉～終末段階の資料はまだ断片的であるが、坪ノ内遺跡で住居址が 2軒検出されるなど前の段階

に比べると、生活の場はある程度ではあるが明らかになってきている。この2軒は同時期の他の遺

跡と同様に、台地の平坦面から斜面への移行部に立地している。中山地区では他の遺跡でも同じよ

うな所に、この時代の生活の場が営まれたものと推定される。

続く中期初頭の段階では、向畑遺跡で 9軒の住居址が調査された。集落の立地をみると前段階と

同様に台地の縁辺部であり、斜面への移行部に住居址が、平坦部に土坑群が分布している。集落規

模は小さいが、当地区ではこの時期の中心的な集落として位置付けられるものである。しかしこの

段階を最後に途絶え、次の時代に遺構の展開はない。そのほかの遺跡の資料は断片的であり、その

位置付けは今後の研究を待ちたい。中期中葉になると、各遺跡からの遺物出土量は急増する。この

時期の住居址は南中島と弥生前で検出されている。集落の立地は平坦部へと移行するようである。

住居址はいずれも遺存状態が悪く、その様相を窺える資料はない。さらに時期を細分すると、中期

中葉 I・ Ⅱ期の資料は生妻・坪ノ内にややまとまった資料があるものの全体量は少なく、Ⅲ期以降

に急増するようである。坪ノ内では土器集中区から多量の遺物が出土しているが、上で述べた早期

末～前期初頭段階と同様に遺構はほとんどなく、周辺遺跡との関連を考えたい。中期後葉になると

各地で住居址が検出され、資料も豊富になる。以下時期別に概観したい。中期後葉 I期の住居址は

弥生前で 1軒、南中島で 2軒検出された。坪ノ内では遺構はなく、土器集中区より少量の遺物が出

土しているのみである。住居址の立地は前段階と同様、台地上の平坦部である。いずれの遺跡も資

料は少なく、この段階は各地に点在していたという程度である。Ⅱ期になると検出された住居址は

生妻 1軒、弥生前 6軒、南中島 3軒である。坪ノ内では少量の遺物が土器集中区から出土したのみ

である。弥生前遺跡では6軒の住居址が環状に存在するが、いずれも遺存状況は悪い。地区内でど

のような位置を占めていたのかは不明である。Ⅲ期の住居址は生妻で 1軒、弥生前で 6軒、坪ノ内

で 5軒、南中島で 9軒、深沢で 2軒を確認しており、時期別の数では最も多くなる。坪ノ内では全
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体を調査していないものの、この時期から次時期にかけて台地平坦部に集落が環状に展開している。

土器集中区から出土したこの時期の遺物は、極めて少ない。南中島の住居址群も弧状に展開する様

子が明らかとなっている。弥生前では前段階に引き続き住居址が環状に展開している。深沢・生妻

の資料は集落としては断片的なものであり、その全容を把握することはできない。Ⅳ期の住居は南

中島・坪ノ内・弥生前で各 1軒検出されている。前段階に比べると数は急激に少なくなり、再び各

地に点在する程度になる。坪ノ内の土器集中区では少量の遺物が出土している。

中期後葉全体を通してみると、中山地区では各地の台地上の平坦部に小規模な集落が営まれ、住

居の数も急増し、多くの人々が生活していたようである。一時期の住居址や遺物量、資料の良好さ

などでは南中島のほうが上回るものの、環状集落の全体の大きさや周辺の未調査部分のことを考え

合わせると、集落の規模は坪ノ内がもっとも大きく、この地区の中心的な集落と考えられる。しか

し近接する塩尻市俎原遺跡の同時期の集落と比較すると規模が小さく、同遺跡と松本市東山部のこ

の時期の中核的な集落と考えるならば、坪ノ内の集落は中山地区というより小さな地域での拠点と

なる集落であったと位置付けられよう。これは南中島の中期後葉集落にも当てはまると思われる。

なお調査面積や位置等の違いがあり明確ではないが、南中島遺跡の対岸にあたる深沢遺跡でも多量

の遺物が出土していることから、この2遺跡を合わせると坪ノ内以上の規模の集落が存在した可能

性もある。またいずれの集落も遺物のあり方などから、比較的長い期間にわたって集落が同じ場所

で営まれており、継続性がみられる。生妻と南中島の集落は中期後葉で途絶えるが、坪ノ内・弥生

前ではともに後期初頭の資料が少ないものの、後期前葉に継続している。

後期前葉の住居址は坪ノ内で11軒、弥生前で 2軒検出されている。坪ノ内では中期後葉の環状集

落よリー段高くなった台地上に展開する集落が全面調査されている。弥生前の2軒は調査部分の端

に検出されたため、集落の展開は不明である。坪ノ内の集落はさらに後期後葉まで継続しているが、

弥生前ではこの段階を最後に集落が途絶える。他の遺跡の資料がないので位置付けは難しいが、坪

ノ内遺跡は中期後葉から引き続き、この地区の拠点的な集落と考えられる6後期後葉以降の資料は

この地区では確認されていないが、中期後葉以降の集落の立地が弥生前・生妻・坪ノ内遺跡など比

較的標高の低いところへ移る傾向がみられることから、後期後葉以降、中山の縄文時代の集落の居

住者たちはさらに低いほうへ移動していったことが予想される。

以上近年の発掘調査の成果を中心に概観してみたが、各遺跡の調査規模や遺跡内での調査範囲な

どの差異もあり、断片的な資料をもとにしたかなり強引な考察という感もある。また年代観などそ

のほかの点で力不足からの誤認や曲解もあるかと思われる。また既出資料の再検討も大きな課題で

ある。今後改めて究明していきたい。

なお向畑遺跡の成果については同遺跡報告書を参考にした。弥生前・生妻両遺跡については各々

の調査担当者より多くの御教示を得た。この2遺跡の報告書も本書と同時に刊行される予定である。

各遺跡の詳細についてはそちらを参照されたい。
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3.南中島遺跡の縄文時代中期後葉の住居址資料に関する諸問題

今回の調査では縄文時代中期後葉の住居址が15軒検出された。ここではそこから得たいくつかの

問題点について若干の考察を行なってみたい。

1)住居llLの拡張と上屋構造の変化

第24号住居址には埋甕、柱穴、周溝などの状態から一度以上の建て替えによる拡張が行なわれた

ことが想定できる。このような事例については宮坂光昭氏の論考 (宮坂1971)な どを始め、多くの

先学による指摘がある。最近の調査での検出例も増加しており、1988年の坪ノ内遺跡の調査でも検

出されている。その報告の際、同遺跡ではこのような建て替えが中期後葉の住居址のみに見 られ、

後期の住居址では短期で住居が廃絶され、同じ場所にあまり間を置くことなく建て直していること

を指摘した (拙稿 :新谷1990)。 その後、南中島遺跡、塚田遺跡 (松本市大村、 1990～ 91年調査)

で中期後葉の集落の調査を担当する機会に恵まれ、その中からいくつかの知見を得た。それらをも

とに考察してみたい。第124図は中期後葉の拡張が想定される住居址の事例である。いずれも時期

は中期後葉Ⅲ期である。以下想定される拡張の様子を検討 してみたい。なお図では住居址の入口側

を下に向け、記述中では方向を入口から奥を見た時の立場で記すことにする。

①坪ノ内18住 主柱穴は4本と推定される。建て替えにあたっては右側の主柱穴を外へ移 し、入口

は左へ寄せている (報告書の模式図の柱穴番号は誤りである)。

②坪ノ内 9住 主柱穴は4本と想定される。建て替えにあたっては主柱穴をいずれも左側へ移 し、

主柱穴間を拡げている。この住居は埋甕が 6個体あり、さらに何度か建て替えられている可能性が

ある。想定 した建て替えでは住居の主軸は向きを変えず、平行移動したものと思われる。

③南中島24住 主柱穴は4本 と推定される。 2回以上の建て替えが想定される。 1回目は柱穴はそ

のままで入口側を拡げ、 2回目は左側の柱穴を外へ移し、奥側を拡げている。

④柿沢東 3住 (塩尻市) 主柱穴は4本 と推定される。建て替え時の主柱穴の移動はなく、同心円

状に壁を拡げ、埋甕も外へ新たに埋めている。

⑤上木戸34住 (塩尻市) 埋甕と周溝より、外側へ向けて同心円状に 2回の建て替えが想定される。

柱穴の移動は行われていないとされているが、柱穴が周溝を切っており、検討を要する。

⑥増野新切 D13住 (下伊那郡高森町)埋 甕と周溝より、外へ向けた 2回 の建て替えが想定され

る。主柱穴は6本 と推定されているが、古い段階では4本かもしれない。建て替えの 1回目は左側

へ、 2回目は全体に拡張されている。主軸方向は 1回目はそのまま、 2回目は左へ振っている。

以上の例をみると、この時期の住居の拡張では片側あるいは全ての主柱 (穴)を外側へ移し、そ

れに伴い壁を拡げるという方法がとられていることがわかる。住居の上屋構造を直接窺えるような

資料はないが、基本的に4本柱でその上部から放射状に垂木を降ろす円錐形の構造が想定される。

このような構造の住居では、調査例にある主柱の移動による拡張は比較的容易であったと推定され

る。今回の考察にあたっては主に長野県中南信地方の事例について検討を行なったが、この地域の
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中期後葉Ⅲ期の住居址では、主柱穴が 4本という構造をもつものが一般的に見られる。またこのよ

うな拡張が行なわれている事例もこの時期のものに集中している。増野新切 D13住 のような主柱

穴が 6本のものについては、住居の性格あるいは地域による差なども想定されるが、明らかではな

い。さらに建て替えの方法についても、柱穴の移動を伴なうものとそうでないものといった類型化

を行なえば、地域性などを把握できるかもしれない。これについては、さらに資料の検討を行なっ

ていきたい。

今回検討 した中南信地方の資料では、次の中期後葉Ⅳ期になると敷石住居が出現し、住居址の構

造に大きな変化がみられる。南中島遺跡では28住がこの時期のものである。他の遺構との切り合い

などのため不明確な点も多いが、炉と壁の間に前段階のような主柱穴は存在せず、柱穴は壁に沿っ

て巡るようになる。この時期の資料は中南信地方の事例では良好なものが少なく、不明な点が多い

が、後期の事例も合わせて考えると、この段階から柱穴が壁に沿って巡るようになり、平面形も柄

鏡形に移行するようである。そしてこのことは同時に住居の上屋構造にも大きな変化があったこと

を窺わせる6こ の時期も上屋構造を直接知りうる資料はないが、壁に沿って巡る柱穴や入口部の柄

鏡形の張り出しをみても、中期後葉に比べると複雑になっていると思われる。柄鏡形の平面形をも

つ住居の事例についても、いくつかの資料を検証したが建て替えが明確に認められる事例はなく、

構造が変化したため、中期中葉の住居のように柱穴を移動して拡張することは困難であったことが

予想される。

これを坪ノ内遺跡の事例に当てはめると、中期後葉の住居址では建て替えによる拡張が見 られ、

後期の住居址では拡張せずに廃絶し、新たに建て直すということが住居の構造の変化によるものと

して一応説明できる。しかしこれには住居の継続する時間、廃絶される理由、またその背景として

想定される時期による住居への意識の差など多くの検討を要する問題がある。さらに同一時期の住

居でも改築されるものとそうでないものの違いや、集落内でのそれらが占める位置などの検討も課

題として挙げられる。今後もさらに検討を重ねていきたい。

(図出典)坪ノ内遺跡 :新谷和孝ほか1990『松本市坪ノ内遺跡』松本市教育委員会

上木戸遺跡 :唐木孝雄ほか1988『 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書』 2 0長 野県埋蔵文化財センター

柿沢東遺跡 :三村洋ほか1984『塩尻東地区県営圃場整備事業発掘調査報告書』 塩尻市教育委員会

増野新切遺跡 :神村透ほか1973『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』高森町地区その 2 長野県教育委員会

(参考・引用文献 )

宮坂光昭1971「縄文中期集落復元の基礎的検討」『信濃』Ⅲ23-4 信濃史学会

新谷和孝1990「第 6章 考察」『松本市坪ノ内遺跡』松本市教育委員会

石野博信1990『 日本原始・古代住居の研究』 吉川弘文館

2)第 15号住居llLに関する考察

今回の調査された中期後葉の住居址群のうち、第15号住居址にはいくつかの点で同時期の住居址

と異なった部分がみられる。ここではそれらについて考察してみたい。

15住の埋甕には下半部の切断された加曽利 E系の土器を用いている。覆土中から出土 した土器
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を見ると、唐草文系と加曽利 E系の土器が混在 し、量的には後者が多い。埋甕と覆土中の土器に

は使い分けはみられないが、全体に加曽利 E系の土器が多いことは他の住居と異なっている。埋

甕をみると、15住 と同じ中期後葉の古段階の 3住 017住 はいずれも唐草文系の大形の深鉢を使用 し

ており、埋甕に使われた土器の容積を比較すると、15住のものは他に比べ非常に小さい。また入口

の方向も中期後葉の住居址は全ての時期を通じて、ほとんどのものが南～南西を向くのに対 し、15

住は 1軒だけ西を向いている。炉は今回調査した中では唯一底に土器片を敷いている。本来は石囲

炉であったと思われるが、石は廃絶時に全て抜かれている。この炉石の全てを抜く行為も、この住

居だけにみられる特異なものである。遺物の中では、炉手前のピットの中から出土した彫刻のある

石皿が注目される。中央部で折れており、折損後にピット内の一辺に礫とともに並んで入っていた。

彫刻のある石皿自体類例の少ないものである(Dが、松本市では中山地区に集中しており、坪ノ内遺

跡で 5例の出土が知られる。今回出土したものは、文様等は各地の出土例と共通する点が多いが、

平面形は方形に近い類例の少ないものである。

以上のように15住は多くの点で特異な様相がみられる。おそらく居住者の性格によるものと推定

されるが、具体的に不明である。ただ加曽利 E系の土器を持っていた人々であることなど、いく

つかの姿を窺う糸口らしいものはみえる。今後さらに検証し追ってみたい。

註 1.唐木孝雄1984「 岡谷市後田原遺跡の彫刻のある石皿」『埋文雑記帳』 3

3)埋甕に関する考察

今回調査した住居址のうち、埋甕を持つものは中期後葉Ⅲ期に集中している。特に24住の埋甕NQ

2は特異なものである。この埋甕は外側の土器 (以下土器A)を逆位で埋設し、その中に小形の埋

甕 (以下土器 B)と別の土器の回縁部 (以下土器 C)及びミニチュア土器が入っていた。調査時

の所見及び土器の大きさからみると、埋設の順番は掘り方内に土器 B、 C及びミニチュアを設置

した後に、上から土器 Aを被せたと推定される。上からみると、土器 Aと Bの上部の間隔は極め

て狭く、底から土器下部のミニチュア土器の入っていた空間へのモノの出し入れは不可能と思われ

る。土器 Bの内側は床上と続く空間になっていたと思われ、この部分では従来の埋甕で考えられ

ているモノの収納は可能であったと考えられる。言い換えれば、 1つ の埋甕の中に閉ざされた空間

と開かれた空間が存在しており、埋甕の機能を考える上で大変興味深い資料である。

埋甕の中に埋納されたと思われるミニチュア土器は塩尻市平出遺跡」-4住に類例がある(D。 こ

の住居では底部穿孔された深鉢がやや斜めに逆位で埋設され、その中からミニチュア土器が出土し

ている。時期は中期後葉 I期である。このような埋甕内の収納物については、何らかの供献的な性

格のものとする先学の指摘があるが、本例の場合ミニチュア土器自体が非日常的なものであり、そ

の可能性は高い。近年埋甕については、内容物の科学的分析による性格の究明が行なわれつつある。

しかし使用される土器の大きさや埋設の状態、さらには中から出土する遺物などを考えると、必ず

しも用途は一つに限定されず、いくつかの性格が想定される。そうした視点でみたとき注目される
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のは第27号住居址の埋甕である。この埋甕は加曽利 E系の小形の深鉢の上に、切断した深鉢の上

半部を重ねて埋設している。上の土器の切断部の径は下の土器の口径に合わせられており、埋設時

には両者が一体化した1つの深鉢のようになっていたと思われる。この2つ の土器と同時期の住居

の埋甕の大きさを比較すると、 3基のやや特異な埋甕をもつ24住を除き、 4住 025住 027住の埋甕

の回径がいずれも約25cmと 同じ大きさであることに気付く。土器は4住が唐草文系の大形の深鉢の

上半部、25住は唐草文系の小形の深鉢、27住は前述の加曽利 E系の深鉢を 2つ重ねたもので、そ

れぞれの高さや器形は異なる。しかし容積は、正確な測量はしていないが、ほぼ同じと考えられる。

つまりこの3軒の埋甕は使用する土器は異なるものの、その口径と容積には何らかの共通する規格

があったのではないかと思われ、それらは中に納められたモノと深い関わりを持っていたと推定さ

れる。非常に少ない資料からのデータで単なる偶然かもしれないが、さらに検討してみたい課題で

ある。

註 1.小林康男ほか1987『 史跡平出遺跡』塩尻市教育委員会 なお、この資料については小林康男、鳥羽嘉彦両氏より御教示を得た。
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坪ノ内 18住

柿沢東 3住

上木戸 34住

増野新切 D13住
0

● 最終段階の柱穴

○ 古段階の柱穴
■ 最終段階の埋甕
□ 古段階の埋甕

第124図  拡張された住居址

南中島 24住
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4。 松本市内出上の古瀬戸系陶器四耳壺

松本市内からは、古瀬戸系陶器とみられる四耳壺が 6遺跡から10点 (個体数)出土 している。出

土した遺構は、墳墓・供養塔 2、 住居址 3、 土坑 3、 建物址 1、 検出面 1で ある。それらは墳墓・

供養塔より出土したもの以外は破片資料である。鉾塚より出土 した四耳壺からは、骨などの遺物は

出土しなかったが、石積みされた塚に四耳壺を正位に埋設しており蔵骨器として考えられる。蔵骨

器としては、松本市内において和田衣外出土の四耳壺についで 2例目である。長野県内で出土する

古瀬戸蔵骨器は、鉾塚・和田衣外などのように、単独で営まれた墳墓から出土する例が多いとの指

摘がすでにされている(1る これは当地方における墳墓の造 られ方が、滋賀県日野大谷遺跡・静岡県

一の谷中世墳墓群などのような大規模な墳墓群とは様相を異にしているためであろう。当該地にお

ける墓址群の例としては、鉾塚の北西約 l kmの地点に位置する向畑遺跡で中世から近世 (13～ 15C

が中心)にかけての土坑墓群が発見されている。中世において一般的であった墓制はむしろ向畑遺

跡でみられるような墓制であり、土石で塚を盛り、そこに蔵骨器を埋設した墳墓は特殊であったと

考えられる。

註 1:藤沢良祐氏は「長野県出土の古瀬戸について一特に蔵骨器を中心として―」『信濃』第31巻第11号において県内12カ 所の中世墳墓の分布・ 立

地・ 出土状況についての考察を述べている。

第125図  松本市内出土

0                  20cm

の古瀬戸系陶器四耳壺
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第 8表 松本市内の古瀬戸四耳壺出土地一覧

備考 :SKは 土坑,SBは竪穴住居址,STは建物址

文献 1:『 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書』19 長野県埋文センター

8』 1990 長野県埋文セ ンター

』 1990          //

//        10』 1989          //

5:『松本市和田衣外四耳壺出土報告書』1972 松本市教育委員会

2:『      //

3:『     //

番号 遺 跡 名 所 在 地 出 土 遺 構 時 期 文 献

神 戸 遺 跡 松本市笹賀 SK278 13C前半

北 栗 遺 跡 松本市島立 SB252 13C

SB270

4 SK1690 13C(?)

北部南区

三の宮遺跡 松本市三の宮 SB190 3

7 SK2270 14C(?)

北 方 遺 跡 松本市島内

ST8 0P2

ST9 0P2

SK606

13C 4

衣
ん
ノ 松本市和田 供養塔下 14C(?)

ム
牛 塚 松本市中山 墳墓 (?) 13C 今回報告
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第 調査のまとめ

今回の 2年に渡る南中島遺跡と鉾塚の調査では、縄文時代～中世の様々な遺構が調査され、多く

の成果が得られた。

第 1次調査では、平安時代後期と中世の遺構が検出された。平安時代の住居址は、松本平では近

年膨大な数が調査されているが、中山地区では研究史の項で述べた深沢遺跡での一例が知られるの

みであった。断片的ではあるが、この地区では貴重な資料といえるものである。

鉾塚の調査は、松本平では初の中世墳墓の調査となった。遺構の遺存状態はあまり良くないが、

被葬者の性格の究明や、近接する向畑遺跡の中世土墳墓群との関連など多くの課題をもたらしてい

る。この鉾塚は現代に至るまで、地域の人々の信仰の対称とされており、その結び付きは根強いも

のがある。こうしたあり方を分析するのも、またひとつの課題といえよう。また古墳ではないかと

考えられていたことは、地区内に分布する古墳群を再検討する際、新しい視点をもたらしたと言え

る。非常に興味深い資料である。

第 2次調査では、縄文時代の集落を検出している。この成果については文中で述べてきたが、時

期別にまとめるとともに、問題点を提示してみたい。

早期前半の押型文土器は、量的には決して多ぐないが、松本市の発掘調査の中では、まとまった

良好な資料を得ることができた。文様と器厚に着目して分類を行なったが、原体の大きさ等、充分

に検討できなかった点も多く、再検討してみたい課題である。

早期末～前期初頭の土器群については、近年周辺地域での調査例が増え、様相が次第に明らかに

なりつつある。今回得られた資料は量的には決して多くないが、まとまった良好なものである。

中期中葉では、 2軒の住居址から廃絶後に捨てられた多量の土器が出土した。特に第 5号住居址

の資料は、量も多く非常に良好な資料である。この地域の土器様相を解明する上でも多くの興味深

い問題を提示しているものである。住居址及び集落については、資料が少なく充分に分析できなかっ

たが、調査区の東部に集中する、住居址として扱った竪穴もしくは大型の土坑群の性格など、今後

に残された問題は少なくない。

中期後葉では、15軒の住居址と、住居址として扱った集石、方形柱穴列など多くの遺構からなる

集落を検出した。方形柱穴列は松本市では初の検出であり特筆されるものである。この種の遺構は

近年検出例が増加し、注目されているが、機能や集落内での位置付けなど多くの課題がある。住居

址については、個々の分析と、その変遷を一応明らかにできたが、不充分な点も多い。考察中で触

れられなかった問題をひとつあげてみたい。この集落は、多量の大型の礫が含まれる基盤の上に営

まれており、地表にも礫が露出している。第23、 27号住居址では、 2mを越える大きな礫が壁に露

7章
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出していたのにもかかわらず住居址が営まれている。このような場所であっても住居址を、その場

所に作らなければならなかったのには、どのような理由があったのであろうか。興味深い問題であ

る。

遺物では土偶や土器のあり方が注目される。土偶の量は極めて少なく、近接する坪ノ内遺跡での

様相とは大きく異なっている。石器の量は極めて多く、坪ノ内遺跡を上回っている。今回の考察の

中では、土器のあり方などを中心にして地区内の遺跡群を検討したが、石器等も含めた、さらに大

きな視点からの考察の必要性を痛感している。

土器についても雑多な考察を行なったが、行なうにつれて認識不足を感じるばかりであった。

2年間に渡り、坪ノ内・南中島という中山地区の縄文集落の調査を行ない、その姿がようやく見

え始めてきている。今回の南中島遺跡の分析は、同時に坪ノ内遺跡の検討であった感が強い。今後

さらに分析を深めてゆくとともに、さらに他地域も含めた幅広い究明を行なってゆきたい。

毎年のことながら限られた時間と膨大な資料の間での作業であり、資料を消化 しきれないでいる

のが現実である。また何より担当者としての能力のなさを感じている。雑多に思いついたことをな

らべ、課題として逃げているのが情けない。 :

ここに一冊の報告書として、まとめるまでには、多くの方々より様々な御協力をいただいた。心

より感謝申し上げるとともに、それらを充分に生かせなかったことをおわび申し上げる。

最後に、湧水・凍結・積雪などの悪条件の中、現場で汗を流していただいた方々、多大な御理解

をいただいた地元の方々や、中山土地改良区をはじめとする諸機関、報告書作成の連日の深夜に及

ぶ作業をともにしていただいた方々に、心よりお礼申しあげ、結びとしたい。
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竪穴状遺構  1 鉾塚 清掃状態 側面

鉾塚 清掃状態 上面 完掘状態

第 2次調査区全景 南より 同 中央部

調査区南西部 全景 調査区北東部の住居址群
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1989.12.28撮影

-228-



第 2号住居址 遺物出土状

第32号住居址 遺物出土状態
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第14号住居址 遺物出土状態 同  完掘状態

炉同 第16号住居址 完掘状態

第26号住居址 完掘状態 第 3号住居址 遺物出土状態

同 同 P4器台出土)1犬態完掘
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第 3号住居址 炉

第15号住居址 完掘状態

P8石皿出土)1犬態 第18号住居址 完掘状態
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第17号住居址 埋甕 第23号住居址 遺物出土状態

同 土器出土状態 (89) 同 完掘状態

同 埋甕

同

第 4号住居址 完掘状態

第24号住居址 完掘状態
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第24号住居址 埋甕

埋甕 2

中の土器 (98)が見える

埋甕 1

外側の土器の上部を外した状態

真上よリ ミニチュア土器が見える
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埋甕 半裁状態

第27号住居址 (奥側)完掘状態 同 埋甕 23住の炉に入っている

同 上から

同  炉 手前の石が倒れている 第28号住居址 完掘冽犬態
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第28号住居址 炉 第19号住居址 (集石)

第19号住居址 完掘状態 第21022号住居址 (集石 )

第20号住居址 (集石 ) 21022住  南 土坑群

方形柱穴列
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人が入った1犬態
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